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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　休日ってのは惰眠をむさぼるために存在する。法律でそう決まっている。確か民法だ。刑法だっけ。まあいいや、朝寝をするのに理屈はいらない。

　俺おれこと平凡な高校生、瀬せ能のうナツルは、日曜の朝っぱらから大の字になってぐーすか眠りこけていた。本音を言うと、休日だけではなく平日も寝ていたい。できれば死ぬまで寝ていたいとも思うのだが、まだ死ぬにはちょっと早い。そんなわけで、たった今、目を覚ましたところだった。

　でまあ、俺としては当然起きあがりたくなかったわけなんだが。

「起きてください」

　しわがれたしずかちゃん（先代）みたいな声がした。

「起きてくださいよ」

　俺は寝返りをうった。二回や三回で身体からだを起こしては男がすたる。実は俺、男というにはちょいと込み入った事情があるのだが、ともかくベッドから離れたくなかった。

「起きてくださいってば」

　あまりにもうるさいので、男はすたらせることにして、渋々俺は起きあがった。

　眠かったので、薄目で声のした方向を観察する。古ぼけた机の上から聞こえてきた。

　載っているのは、トラのぬいぐるみであった。

　こいつは変わった形をしていて、片目にアイパッチをしており、腹部からは内臓を露出させている。見かけがコミカルなだけに、愛らしさを通り越して得体の知れない不気味さを振りまいていた。名をハラキリトラという。臓物アニマルシリーズの一つだ。

　恐らく普通の人は、臓物アニマルシリーズなんて聞いたこともないだろう。俺も譲ってもらうまでは知らなかった。某玩具メーカーが、愛らしいキャラクターグッズで一山当てようと売り出したものである。動物プラス内臓なんていう尖とがりすぎたコンセプトは当然のようにそっぽを向かれ、在庫が東京湾を埋め立てるくらいあると噂うわさされている。

　で、何故かそのハラキリトラが喋しやべっているわけだが。

「起きました？」

「うるせえな、起きたよ」

　俺は目をこすった。あー、ねみい。

　ハラキリトラは口をぱかぱか開けている。見れば見るほどぬいぐるみで、声帯もスピーカーもあるとは思えない。当然喋っているのには理由があるのだが、説明はあとで。

「朝っぱらからぬいぐるみに起こされるなんて、まるで悪夢だ。他人が見たらどうしたのかと思われる。目覚ましがあるんだから、お前は自粛しろ」

「目覚まし、ナツルさんが壊してましたよ」

　俺おれの足下に、デジタル式の目覚まし時計が転がっていた。液晶部分にひびが入っている。

「音が鳴ったのに、『うるせえっ』て怒鳴って、壁に叩たたきつけたんです。わたしが起こさなきゃ、一日中寝てましたよ」

　そういえば、なにか投げつけた気がする。夢の中で、俺はノルマンディー海岸で戦うアメリカ兵になっており、手しゆ榴りゆう弾だんを片端からドイツ軍の陣地に投げ込んでいたのだ。陣地は制圧したが、目覚まし時計が犠牲になった。

「時計は義務を果たしてましたよ。気の毒に」

　そりゃそうだわな。あとで丁重にゴミ箱に葬ろう。不燃ゴミの日は毎週木曜だ。

「何時だ」

「十二時くらいですか」

　げっ。ずいぶん寝てたな。

「お前はなんで俺を起こしたんだよ」

「そうでした。お客さんです」

「なんだ？」

　よーく耳を澄ませると、玄関ドアを誰だれかがノックしている。

「さっきから叩いてますよ」

「セールスじゃねえのか。放ほうっとけば帰るだろ」

　保険にも新聞にも光ケーブルにも興味はない。これが俺の母親になると、セールスマンを引っ張り込んで、いかに自分の信仰している宗教が素晴らしいか説き、なんとかして入信させようとする。もっとも母親は筋金入りの無神論者で、セールス撃退のためにその手の知識を山のように身につけたというのだから恐れ入る。

　ノックの音は控えめだった。「瀬せ能のうさーん」と呼びかけたりもしない。ずいぶん気の弱いセールスもあったもんだ。

「よく帰らねえな」

「よっぽど用があるみたいですね。そういえばここの家、チャイムないんですか」

「ぶっ壊れてる」

　俺はパジャマ姿のまま、階下へ降りた。

　ノックはまだ続いている。聞けば聞くほど控えめだ。

「はいはい。開けますよ」

　鍵かぎを外してノブを回す。

「ごめんくだ……きゃっ」

　玄関先で驚いているのは、美み嶋しま紅あか音ねという女の子だった。俺おれと同じ星せい鐵てつ学院に通う、高校二年生である。眼鏡めがねっ娘だが常に伏し目がちで、気弱な雰囲気を漂わせている。あることをきっかけに俺と知り合った。そのこともいずれ。

「えと……その……ナツルさん……」

　紅音はもじもじしていた。俺がパジャマな上に、ボタンが外れてはだけているからかな。

　適当にボタンを留めた。

「どしたの、紅音ちゃん」

「あ……あの……お仕事で、学校に行ってきたんですけど……」

「そりゃごくろうさん」

　紅音は図書委員である。根が真面目まじめらしく、休日まで出かけては学校の図書館で作業をしている。隙すきあらば遅刻して掃除もさぼろうとする俺とは、根本的に脳の構造が違うらしい。

「それで……帰りに……お菓子を買ってきたんです。よかったら、ナツルさんもどうかなって……ご、ごめんな……さい」

　なぜ謝るのか。

　性格なのか、紅音は他人への押しが弱い。道は絶対自分から譲り、買い物をするときも「これください」とは言えないタイプである。しかし、なんでそんな女の子が俺に菓子を買ってくるのか、これも謎なぞ。

　彼女はケーキ屋のビニール袋を下げている。コンビニのスナックじゃなさそうだな。

「どうもありがとう」

　手を伸ばしたが、紅音は同じ姿勢のまま。渡してくれない。なんで？

　しばらくもじもじしたあと、

「……その……お茶飲みながら食べた方が、おいしいと思います……」

「ああ」

　しばらく考えた。コーヒーを飲まないので、紅茶か日本茶しかないが、さて買い置きはあったかな。

「あがる？」

「え……？」

「あがれば。お菓子持ってきたんでしょ」

「あ……はい」

　紅音は少しだけ顔を明るくすると、靴を脱いだ。

　部屋まで案内してから、部屋着に着替え、台所の棚をさぐる。紅茶は切らしたらしく、全然ない。ティーバッグの煎茶だけが入っていた。パッケージの裏を見ると、先月で賞味期限が切れている。まあいいや、死なないだろ。

　俺おれは適当にお茶を入れると、二階に持っていった。

　紅あか音ねはクッションの上に、きちんと正座していた。

「ありがとうございます……」

　ケーキの箱は空けられていた。中はシュークリーム。美味しそう、と言いたいが、俺に良し悪しは分からない。きっといいものなんだろうな。

　俺は一つもらった。

「大変だね、日曜まで図書委員なんて」

「そんなに大変じゃありません」

　紅音はシュークリームを、ゆっくりかじっていた。

「今度図書委員会で、新しい本を買うんです。この前、本棚ごと傷つけちゃいましたから、補充です」

「へえ……」

　俺はお茶をすすった。うむ、味に変化はない。日本の技術はたいしたものだ。これならあと一年は平気だな。

「あたしが本を買う係なんです。図書委員会で選定した本を買ってきます」

「楽しそうだね」

「はい。本は大好きですから」

　紅音はにこにこしていた。本好きの人間ってのは、書籍の話をすると決まって目を輝かせる。図書館や本屋に行くと、足に根っこが生えたみたいに動かなくなり、なにが起ころうとびくともしない。マンガ以外を読むと頭が痛くなる俺とは雲泥の差である。

「で、なんか用事があるの？」

「はい……？」

「用事があるから、俺ん家まで来たんじゃないの？」

「ええ……そう……ですけど……」

　なんだか不満そうだ。本の話を終わらせたためかな？

　彼女は下を向き、ごにょごにょ呟つぶやいている。「用がないと来ちゃいけないんでしょうか……」って言ってるのかな。

「はっはっは」

　ハラキリトラが笑い出した。

「紅音さん、ナツルさんに多くを期待しちゃ駄目ですよ。鈍さは折り紙つきです」

　はらわた出してるくせに、ずいぶんな物言いである。俺が鈍いなんて誰だれが決めた。学校に行けば鋭いぜ。テストの山勘で百個予想して七割の的中率を誇り、「予想屋ナツル」とすら呼ばれているのだ。

　紅音は顔を赤くしてうつむいている。

「きちんと伝えても無理だと思いますよ」

「……」

「なにやっても気づきませんから。ははは」

　ハラキリトラは、相変わらず笑っているし、紅あか音ねは無言。なんだかさっぱり分からないが、俺おれが鈍いせいではあるまい。多分。

　しばらくシュークリームを食べるだけの時間となった。

「あ……」

　紅音が顔を上げた。

「そうでした、ナツルさんに聞きたいことがあったんです」

「へ？　なに」

　俺個人に秘密はない。もちろん、世間一般には隠したいことはある。テストの点数とかエロ本の隠し場所とか。エロ本はカラーボックスの後ろの隙すき間まにしまってあるが、そんなのは高校生なら誰だれでもやってることだ。他にたいした秘密はない。

　いや、一つだけあったか。

「変わったことないですか？」

「なにが」

「変身のことですけど……」












　なんで、と言おうとした途端。

　右腕が光り出した。

　正確には右手首にはまっている、腕輪ブレスレツトが発光したのである。青白い光が明滅し、徐々に大きくなって全身を包もうとしている。

「えええええ!?」

　なにか言う前に、頭からつま先まで光を浴びた。

　発光が収まると、俺おれは変身していた。

「な……」

　ざっと身体からだを眺める。腰はくびれて足は細く、胸にはでかいのが二つぶら下がっている。完全に女の子となっていた。

「なんで!?」

　ハラキリトラが呆あきれたように、

「なんでって……それはケンプファーですから」

「そんなことは知ってる。今変身することはないだろ!?」

　これは説明が必要かもしれない。

　ケンプファーというのは「戦士」のことである。文字通り戦うための存在。俺はある日を境に、この喋しやべるぬいぐるみによってケンプファーになったと告げられた。その時の驚きぶりは想像を絶したが、今は過去を振り返るのを省く。

　ケンプファーの敵はやはりケンプファーで、俺は何度かバトルを繰り返した。それはいいんだが、戦うときは必ず女の姿になるのだ。どうもケンプファーとやらは女でなければならないらしい。なんかケンプファーばっかりでややこしい説明だな。

　実は紅あか音ねもケンプファーである。俺より半年ほど先輩。俺と同じく青白く発光する腕輪をしている。これは味方の印でもあり、敵は赤となっている。

　女になった俺はうろたえた。さいわい服は元のままだが、他にも理由はある。

「どこかに敵が!?」

「いない、と思いますけど……」

　紅音はやけに冷静だ。

「じゃあなんで変身!?」

　ケンプファーは、周囲に他のケンプファーがいた場合、引きずられて変身するのである。つまり、どこかに敵が存在しているはずなのだ。

「敵がいなけりゃ、変身するわけないじゃんか」

　味方がいても変身はする。

「だから変わったこと、なんです」

　紅音はゆっくりと説明してくれた。

「えっと……ケンプファーになりたての場合は、自分の意思で変身ができません。ご存じですよね」

「まあね」

　詳しいことは省略するが、おかげでえらい目にあったのである。

「でも経験を積むと、自分の意思で変身ができます。あたしもそうです」

「うん」

「それでですね、自分の意思で変身ができるようになる直前って、不安定になるんです」

「ん？　どういうこと」

「回りに敵がいてもいなくても、勝手に変身しちゃうんです。あたしもそうでした」

「は……？　俺おれの意思とは関係なく？」

「はい」

「自動的に？」

「はい」

　俺はひっくり返りそうになった。なるほど、敵も味方もいないのにケンプファーになった理由が分かった。それじゃ仕方ねえや。

　しかし、のんびり構えているわけにはいかない。教室や道ばたで、女になる危険性をはらんでいるわけである。仮に授業中に女になってみろ。どん引きぐらいですんだらラッキーだと思わなければ。普通は警察か医者か動物園を呼ぶ。

「でも、経験積まなきゃ自由意思でケンプファーになれないんだろ。俺は早すぎないか？」

「あたしも驚きました。ナツルさんは、特殊なのかもしれません……」

　変わり者、と宣告されたようなものである。これが「ちょっと変わったところがあって面白い」なら喜びもするが、こんなところで変人扱いされても悩みが増えるだけだ。

「どうすりゃいいんだ……」

　つい愚痴が漏れる。

「多分、時間がたてば、自由に変身できるようになると思います……」

「多分？」

「はい……」

　確実ではないのか。ま、しょうがねえよな。

　ケンプファーになってからというもの、それほど戦闘をしたわけではないが、悩みはどっさり増えた。これも利息みたいなものか。実に利率のキツイ銀行である。闇やみ金なんだろうか。

　仕方がない。学校では変身しないように神様にでも頼んでおき、家では布団でもかぶろう。時間が解決するらしいからな。

「紅あか音ねちゃんは変身しないね」

「あたし、我慢できるようになりましたから」

　紅あか音ねの変身後は俺おれよりもすさまじい。海兵隊の軍曹並に口が悪くなり、ところ構わず銃を撃ちまくるのだ。俺は心の中で「猛犬女」と呼んでいる。

「でも……」

　紅音がぽつりと言う。

「ナツルさん綺き麗れいですね……」

「まあ、そうかも……」

　自分でいうのもなんだが、変身後の俺は相当な美少女である。最初に見たときは目を疑った。

「なんだか悔しいです……」

　頰ほおを膨らませている。むむ、女心は分からない。

　それにしても、こういう仕草をさせると紅音は可愛い。普段は地味の見本なので、我が校の地下部活動である美少女研究会の発行する「星せい鐵てつ学院美少女便覧」から漏れてはいるが、十分魅力的だ。余談だが美少女研究会の会長は、俺と同じクラスの東ひがし田だという男である。

　時間と共に、紅音の頰は元に戻っていった。

「……そろそろおいとまします」

　彼女は広げられたシュークリームの箱を、きちんと片付けた。

「そうだ、思い出しました」

　下に降りようとして、紅音は振り返った。

「学校で聞いたんですけど、明日転校生がくるらしいですよ」

「転校？　女子部に？」

「ええ」

　俺は「へー」と生返事をした。女に変身はするが、一応男子部所属なのである。星鐵学院は男子部と女子部が厳密に区別されており、敷地の境界線は、冷戦まっただ中の東西ドイツよりもきつい監視がされている。女子部で起こるできごとなんて、鉄のカーテンの向こう側だ。

「一年生なんですって。本当は転校生じゃないらしいんですけど……」

「なにそれ」

「あたしもよく分からなくて……」

「ふーん。その娘によろしく」

　俺は適当なことを言った。女子の動向を摑つかむのに忙しい東田ならともかく、こっちはほとんど関係ない。いずれ世間話のついでに聞くことにしよう。そう考えながら、紅音を見送った。

　これが甘い見通しだったことを、俺おれはいずれ思い知らされることになる。





　　○






　いくら日曜日にごろごろしていても、必ず月曜日はやってくる。どうせなら少しくらい期間延長してくれてもいいと思うんだが、そういかないのが世の中なのだ。まったく、政治家はなにをやっているのか。

　ぶっ壊れた目覚ましに頼らず、俺は（自分でいうのもなんだが）驚異的な精神力でベッドから這はい出すと、顔を洗った。不思議なもので、こうするだけで意識がはっきりしてくる。昔からの習慣だから、一種の条件付けだろうな。

　制服に着替え、朝食にヨーグルトを食べていると、玄関扉がノックされた。

　一瞬、また紅あか音ねかと思った。それにしては叩たたき方が荒っぽい。日曜のノックは遠慮がちだったが、これは道路工事の削岩機みたいな音がしている。どこのどいつだ。

　どこどこどこどこ。アフリカ民族のトーキングドラム並に音を立てる玄関扉を、俺は急いで開けた。

「はいはーい。どこのどなたさんですか」

「おはよう、ナツル！」

　そこにいたのは、ショートカットもまぶしい高校生の女の子であった。

　明るい口調と物腰。マンガに出てきそうなきらきらした目。アクティブで落ち込むのを知らなさそうな態度。

　俺はまじまじと彼女を見つめた。はてさて、こんな可愛い娘が知り合いにいたっけな。

「一緒に学校行こ」

　星せい鐵てつ学院の制服を着ていた。ほう、確かに一緒に通学する根拠にはなるな。しかし、なんで相手が俺なんだ。

　その娘は腰に両手を当てた。どことなく膨れっつら。

「わたしよわたし」

「……は」

「なによその顔は。幼なじみが帰国したのに、忘れちゃったの？」

「……あー！」

　俺は跳び上がった。

「水み琴こと！」

「正解」

　近こん堂どう水琴は、にこりとした。

　こいつは昔からの知り合いである。一年年下で、縁は幼稚園の頃ころから。世間では幼なじみというらしいが、あいにくそう思ったことはない。なにしろ両親が学者で、しょっちゅう世界を飛び回っており、こいつまでついて行ってるからだ。

　普通はここまで両親が動き回ると、逆に子供は同じ場所から動かなくなると思うのだが、水み琴ことの場合は面白がってついて回っていた。小学三年生のときなんか、三か月まるまる休んだと思ったら、ヘビを片手に戻ってきやがった。しかも体長五メートルはあるボアだったので、教室中が大パニックである。先生はショックで入院、こいつは校長室に呼び出されたが、手のひらほどもあるクモを放したため校長と教頭がまとめて卒倒。教育委員会にも報告されたらしい。

　俺おれと同じく星せい鐵てつ学院に入学したが、ろくに授業に出ないうちに、すぐに休学して中東へと旅立った。なんか遺跡の発掘調査だって言ってたな。

「……いつ帰ってきたんだ？」

「おととい」

　水琴はにこにこしていた。

「発掘の目処がつきそうなんで、先に帰ってきたの」

「お前相変わらずだな。おじさんやおばさんと帰ってくればいいのに」

「赤ん坊じゃないし。ナツルだって、一人暮らしなんでしょ」

「まあな」

　俺の両親は転勤で遠くに行っている。おかげで自由な暮らしと貧弱な食生活を強いられていた。

「じゃ、一緒に学校行こう」

「待て、学校？」

「そうだよ。このたび近こん堂どう水琴は星鐵学院に復学いたしました」

　軍人みたいに、敬礼なんぞをしている。

　ははあ、紅あか音ねの言ってた転校生って、こいつのことなのか。確かに、これじゃ転校かどうか分からないはずだ。

　水琴は強引に俺のことを引っ張った。

　俺とこいつは並んで登校することになった。二人でこんなことするなんて、いつ以来だろうか。そういえば中学校のときは、かなりの頻度で一緒に学校へ行ってた気がする。と言っても、なにかしら水琴がトラブルを起こすので大変だった。だって途中にあったスズメバチの巣とか平気で壊すんだぜ。怒り狂ったハチに追いかけられ、走って学校まで逃げたけど、あれは「仲良く登校」の範はん疇ちゆうに入るのか。

　ちらりと横目で見ると、水琴は鼻歌でも歌い出しそうだった。

「機嫌いいな」

「だって久しぶりの日本だもーん」

「そんなもんか」

「そうだよ。ナツルだって、わたしが美人になって驚いてるでしょ」

　なに言いやがる。

　しかし、美人になってるというのは本当だ。可愛い系ではあるが、中東に行く前よりも、ぐっと色気が増している。高校生で色気ってのもまたすごい話だが。

「ナツルは、わたしがいないあいだ、なにしてたの」

　なにもかにも、言えないことばかりだ。

「……普通」

「ふーん」

　水み琴ことはじっと俺おれを見つめる。

「普通なの」

「そうとも」

「彼女できた？」

「ぶっ！」

　なにも口に含んでいないのに、俺は吹き出した。むせるなんてもんじゃない。胃液が逆流するかと思ったじゃねえか。

「できるわけねえだろ！　お前俺をなんだと思ってる」

「変な自慢しないでよ。だからモテないの」

「モテてもお前に言わねーよ」

「星せい鐵てつの美人の人はどしたの。沙さ倉くらさんだっけ」

「無茶言うな。高嶺の花だ」

「富士山くらい？」

「エベレスト級」

　とは言ったが、俺と沙倉楓かえでとの仲はかなり近づいている。しかも急接近と言っていい。なにしろ沙倉さん、俺に惚ほれているのだ。

　普通ならここで万々歳。卒業後の楽しい生活まで描けるくらいバラ色である。だけど、俺には素直に喜べない事情があった。なんと沙倉さんは、女の俺に惚れているのだ。

　つまりケンプファーになった俺のことが好きなのである。世間では同性愛とか百ゆ合りとかいうと思うのだが、沙倉さんはそれでもいいらしい。もちろんこっちは困るわけで、世の中ってままならないね。

　付き合ってほしいとの沙倉さんのご要望はなんとかごまかしたが、このままほったらかしでいいとも思えず、数多い俺の悩みの一つとなっている。

「アタックしてみればいいじゃん」

「玉砕するだけだ。むなしい」

　玉砕には、男の姿なら、という但し書きがつく。

「積極的な方が男はモテるよー」

「傷つくのが怖いんだ。ガラスよりも繊細なハートをいい加減分かれ」

　水み琴ことはがさつというか、かなりからっとしている。およそ他人の悩みをすぱっと割り切ろうとするのだ。恋の悩みなんてややこしいと相場が決まっているのだから、相談相手にはまったく向かないタイプである。その代わり喧けん嘩かしてもあとには引かず、友人としては最適といえる。

「なにつまんないこと言ってんの。弱々しいだけじゃん。ガラスとか関係ないでしょ」

　くそ。弱々しいとか言いやがって。ケンプファーになった俺おれを見てみろ……ま、女になってるだけなんだが。

　水琴は呆あきれながらも、笑っていた。

「そーか。ナツルは彼女がいないのか。よしよし」

「なにがよしよしだ」

「さみしかったら慰めてあげるよ」

「お前は年下だろうが！」

　一学年下の女の子に慰められたなんてことになったら、面目丸つぶれである。元々立つような面目があるのか、という件は無視。

「年下でも関係ないの。幼なじみじゃん」

「海外ぽんぽん飛び回って、滅多に会わねえのは幼なじみって言わねえだろ」

「いいの。わたしたちは幼なじみ」

　水琴は跳ねるように歩いていた。こいつはほんと元気だよな。

（……ん？）

　俺は後ろを振り返った。

「どしたの」

「……いや」

　はて、誰だれかいたような。なにか気配がしたんだが、気のせいだろうか。

　そう考えて自分を納得させた途端、右腕の腕輪が輝いた。

「……やば！」

　慌てて袖そで口ぐちに隠す。水琴はまだ気づいていない。

　これは変身前の合図である。自分の意思か、近くに同じケンプファーがいると変身する。前に説明したが、俺の場合、中途半端に経験を積んだせいで、ランダムに光ることもあり得た。

　なんて吞のん気きに解説している場合ではない。こんなところで女になるわけにはいかんのだ。水琴に変態扱いされる。こいつにはもっときつい言葉で罵ののしられたことはあるが、変態は嫌だ。

「……？　どうしたの、ナツル」

「い、いや……」

　だんだん青白い光がごまかせないくらいになってきた。や、やばい。

　だが次の瞬間。

　潮が引くように、腕輪の発光は収まった。

　恐る恐るのぞいてみたが、なにも変化がなかった。もちろん俺おれも男のまま。

　大きく息を吐いた。

「なによ、ため息なんかついて、変なの」

　変態じゃなくて、変なのか。いいやそれで。

　そろそろ校門が近くなる。俺は軽く手を振った。

「じゃあな」

「あん。もうお別れ？」

　不満そうにしている。子供じゃあるまいし、いつまでも一緒にいられるか。

「女子部の校門は向こうだ」

　星せい鐵てつ学院は男女交際に厳しい。男子部と女子部に別れていることは前にも述べたが、校門すら別なのだ。おまけに学校周辺にはゲシュタポみたいな教職員がうろうろしていて、不審な男女を見かけたら即引っ張っていく。それに俺はさっきのことで疲れてしまい、こいつと喋しやべっている元気まで使い果たしてしまった。

「パクられたくなけりゃ早く行け」

「むー。じゃあお昼一緒に食べよう」

「アホ。バレたらきっと銃殺だ」

「じゃ、一緒に帰る」

「無理だな」

「帰るの！」

「……分かったよ」

　俺はいい加減に返事をした。無理に決まっている。下校は登校よりも監視が厳しい。おまけに密告が奨励されているため、彼氏彼女のいない生徒たちが相互監視の網を敷いているのだ。モテない連中の恨みとはかくも恐ろしいが、俺も沙さ倉くらさんに近づくやつは密告する気満々であり、独裁国家に住んでる気分だった。

　水み琴ことは「じゃーねー」と手を振った。俺も振る。騒々しい朝が終わるのは楽だ。バイバイ。

　去っていく水琴を確認してから、腕輪を見る。やはりなにもない。いったいどうしたことやら。敵がいたのか、ただのランダムなのか。変身しないですんだのはどうしてなのか。

　まあいいや。悩むとハゲる。国の借金並に苦悩がたまっている俺は、将来スキンヘッドになること確実だろうが、少しでも先送りにしておきたい。

　多少なりともほっとした気持ちで、俺おれは男子部の校門へと向かった。
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　授業というのは実に退屈である。人によっては面白いというのもおり、受験して入ったんだから楽しまなけりゃ損だとは思うが、思うだけではどうにもならない。だって化学の元素記号とかさ、覚える前に人類が定義したって気がしないんだけど。

　とはいえ授業についていけないわけでもなく、最低限のところは暗記すればなんとかなるもので、そんなところは落ちこぼれないよう考えられているんだなあと感心する。そりゃまあ、文部科学省の役人だって馬ば鹿かじゃないよな。

　そんなわけで、俺がテストに出そうなところを必死で暗記するうちに、休み時間となった。

　普通ならトイレに行ったり無駄話で暇を潰つぶすのだが、この二年四組には、必ず話しかけてくるろくでなしがいる。

「よう、瀬せ能のう」

　軽薄を絵に描いたような薄い顔立ち。東ひがし田だである。前にも述べたが非合法地下部活動である「美少女研究会」の会長をしており、女の子ネタの収集に余念がない。会長なんだからもっと忙しくしてればいいのに、どういう酔狂なんだか、必ず俺と会話をしたがる。気に入られているんだろうか。なんか嫌。

「なんだ。生写真なら買わねーぞ」

「そう言うな。一年の女の子を隠し撮りしたヒット商品がある。五十枚も売ったぞ。一つどうだ」

　いらんというに。

　こいつの売りさばく写真に間違いはない。ピントは合ってるし顔もバッチリだ。でも俺が欲しいのはないからいい。沙さ倉くらさんのねーんだもん。

　東田は俺の首に腕を回した。

「よう。水み琴ことちゃん、帰ってきたみたいだな」

「なんで知ってんだ」

「日ひ頃ごろから教職員に金摑つかませてるからな。情報は入ってくる。撮ろうと思ってたら休学したから、ずっと追ってた」

　高校生の分際で、イタリアンマフィアみたいなことをしやがる。

「すぐに外国行くかもしれねーぞ」

「それはないな。両親を置いて帰国したんだ。自分からどこかに行ったりしないだろ」

「お前はこういうことだけ鋭い」

「今度水み琴ことちゃん、撮らせてくれよ」

「前にも言ったろ。俺おれは断る。自分で頼め」

「ナツルの頼みなら聞くよ」

　いやそれはない。自分の写真で商売してるなんて聞いたら、拳こぶしか蹴けりか、あるいは両方が飛んでくる。昔からの付き合いだからって、遠慮はしない。あいつの幼なじみは口だけだ……と思う。

「それより、お前に頼まれたことがあったろ」

　なにがそれよりなのか。なにも頼んでねえぞ。

「なんだよ」

「女子部に行く秘密通路のことだよ」

「あれか」

　ちょっと前に、どうしても女子部に行かなければならなくなり、こいつの力を借りたのである。同じく非合法部活動である、「男女正常交際地下委員会」に手引きしてもらったのだ。もちろん報酬は払った。紅あか音ねの身体からだで。あ、身体といってもスチール写真のことね。

「終わった話だろ」

「そうなんだが、あのあとがひどい。生徒会の手入れがあって、トンネルを埋められちまった。会長自ら指揮してたそうだ」

「うわー。気の毒に」

　俺に責任はあるのかな。ないような気もするが、あるか。本当はあるかもしれん。しかし責任とれと追及されても困るなこれは。

　東ひがし田だは肩をすくめていた。

「仕方ない。別のルートはまだあるんだ。そっちの隠匿をしっかりやるさ」

「おお、さすがは東田」

　俺は素直に感心した。こいつ、こういうところだけは度胸もあるし、しっかりしている。たいしたもんだ。この才能はきっと将来役に立たない。

「当分女子部へ行く秘密ルートは教えられん。頼まれても無理だぞ」

「合法手段があっただろ。通行証を偽造するやつ」

「あれは二週間前に摘発された。今はホログラム入りで、紫外線を当てると文字が発光する仕組みになっている。偽造できん」

　合法的に男女間の敷地を行き来する手段ももちろんあって、各種委員会に所属するか、通行証を発行してもらうのである。一時期これの偽造が大流行となって、チェックゲートが用をなさなくなり、学校側が締め付けを強化したのだ。

　東ひがし田だは肩をすくめた。

「そんなわけだ。しばらく女子部に行きたくなっても、おとなしくしてくれ」

「分かった」

　うなずいた。そうぽんぽんと女子部に用事ができることもないだろう。しばらくおとなしくしていればいいのだ。

「すまんな。でも、なんで会長にあのルートがばれたんだろうな。生徒会内部にも内通者はいて、警告してくれるんだが……」

　いやそれはやっぱり俺おれのせいだわ。悪い。

　心の中で東田に手を合わせると、教室を出た。理由？　トイレ。

　男子トイレは廊下の外れにある。この周囲にだけは何故か照明がなく、昼でも薄暗い。中途半端な時間帯のせいか、他に人影もない。お化けが出るんじゃないかとの噂うわさは前からあって、新聞部が特集をしたこともあった。自殺した女子生徒の幽霊だって。

　ちなみに女子部にも同様に、薄暗いトイレがあるそうだが、「幽霊なんて出るわけないじゃん」と笑い飛ばされているそうな。タフだね。

　俺はスイング式のドアを開けようとした。すると、

「あ、あの」

　声をかけられた。

　振り向くと、廊下の隅に女子生徒が立っている。

「なっ……！」

　心臓が口から飛び出る寸前だった。いくら幽霊のことを考えていたからって、現実に出現するのはやりすぎだ。まだ昼間だぞ昼間。あとトイレの中じゃないんだが。

「ナツルさん」

　幽霊は俺を見て口を利いた。なんてやつだ。名前まで知ってやがる。

「よかった……ナツルさんでほっとしました」

「へ？」

　幽霊じゃない。そこにいたのは俺らのアイドル、星せい鐵てつ学院二大美少女の一人、沙さ倉くら楓かえでさんだった。

　沙倉さんとは以前、ある事件で拘わった。あのときのショックが残っているかと思ったが、元気そうでなによりだ。

　ちょっと潤んだような瞳ひとみで俺を見つめていた。一人で男子部にいるためか、どことなく緊張しており、たとえようのない美しさとなっている。もう一人の美少女、生徒会長の三さん郷ごう雫しずくよりも、俺は断然沙倉さんを推す。

「さ……沙倉さん。どうしたんですか」

「ナツルさんにお話があって」

　彼女はきょろきょろと見回していた。

「すみません、ここじゃなくてどこか……」

　といっても、男子トイレしかありませんが。

　沙さ倉くらさんはなんと「そこでいいです」と言った。

　俺おれたちはトイレに入った。なんとも申し訳ない気持ちで一杯になる。掃はき溜だめに鶴つるというが、これじゃ産業廃棄物にダイヤモンドだ。それでも沙倉さんは気にしてないんだから、意外と神経太いのか。

「あの、沙倉さん、どうしてこんなとこに」

「無理言って、許可証を発行してもらいました」

　首からカードケースが下がっていた。

「本当はこんなに長くいちゃいけないんです。でも、どうしても知りたいことがあったから……」

　沙倉さんのような優等生になると、許可証の審査もある程度甘くなる。もちろんそれは日ひ頃ごろの素行によるので、滞在時間破りをしたら次からは発行停止になることもある。その危険を冒してでも、男子部にいたいのだ。

「ナツルさん」

　沙倉さんはすがりつくように俺を見ていた。

「はい……？」

「あの人、ご存じですよね。ナツルさんと同じ名前の女の人」

「は……」

　返事というよりは、口から空気が抜けたみたいだった。

　沙倉さんの言う「女のナツル」はもちろん俺のこと。正確には、ケンプファーになった俺、である。前にも述べたが、沙倉さんは女の俺に惚ほれているのだ。

「わたし、あの人を探しているんですけど、どこにもいないんです」

「……」

「女子部の制服でしたから、絶対星せい鐵てつ学院にいるはずなんです。でも、二年の誰だれに訊きいても知らないって……」

　そりゃ知らないだろう。俺には二つも身体からだはない。いつもは男子で、女子部で授業を受けたことなんかないんだ。

　しゅんとしている沙倉さんを見ると、なんとかしてあげたい気持ちになるが、こればかりは無理。

「ナツルさん……」

「……はい？」

「あの女の人に、もう一度会わせてもらえませんか？」

　悲痛な訴えであった。場所が良ければＢＧＭの一つも流れるところだが、あいにくここは男子トイレだ。

「えー……」

「お願いします」

　彼女は頭を下げていた。

　なんというか、可能なんだが難しい。単純に俺おれが女になればいいので、会うだけならなんとでもなる。しかし沙さ倉くらさんは、絶対「付き合ってください」と言ってくるのだ。現に前もそう告白してきて、俺の頭は大混乱した。その時は敵と戦うことになったのでごまかせたが、今度は返事を聞こうとするだろう。

「うー……。む、難しいかな」

　俺はかろうじて答えた。口の端が引きつっているのが、自分でも分かる。

「彼女はその、忙しいから」

「アルバイトしているんですか？」

「んー……なんていうかな、モテるんだ」

　沙倉さんの目が見開かれる。俺も見開きたい。

「ほ、他の人にも告白されているんですか!?」

「まあほら、美人じゃん。だからこう色々と、道を歩くだけでも付き合ってくれとか抱いてくれとかそりゃもう入れ食いで」

「女の人からのも……ですか」

「もう老若男女、性別問わず」

　説明しているうちに、情けなくなってきた。現実の俺は異性からの告白には全く縁がない。いつか逆転現象が起きないかと願っているのだ。もちろん同性からも縁がないが、こっちはこのままでいいや。

　だからまたの機会に、と言おうとした途端、沙倉さんの瞳ひとみが強く光る。

「じゃあ、早く会わせてください！」

「え……え？」

「他の人に邪魔されたくありません！　ナツルさん、ナツルさんに会わせてください！」

　ナツルがナツルに会わせる。なんかコントみたいだなあ。なんてのんびりしている場合ではない。沙倉さんは真剣だった。恐るべき意志の強さである。俺はこんなところも好きなんだが、今はちと怖い。

「お願いします！」

「うー……」

「ナツルさんに迷惑はかけませんから」

　迷惑もなにも、ねえ。

　本当なら断りたいが、ここで拒絶したら沙さ倉くらさんがどうなるのか、ということになる。きっとしょんぼりして落ち込むだろう。女のナツルとコネがあるのは男のナツルだけなので、連絡手段がなくなったら、もう会ってもらえなくなるかもしれない。だって、沙倉さんはこれだけのために男子トイレにまで入るのだぞ。アグレッシブさが無くなったら、俺おれなんか顔も見てくれなくなるだろう。

「わ……分かった」

　俺は目をつぶって返事をした。

「なんとか、会ってもらえるよう連絡する」

「ありがとうございます！」

　沙倉さんの顔は一瞬にして輝いた。

「持つべきものはお友達ですね。ナツルさんって、本当に頼りになります」

　それはどうも。俺ならこんなことで苦悶する人間を、頼りにしませんけどね。

　彼女は何度も礼を言った。俺も機械的にうなずきながら男子トイレを出る。

　きんこんかんこん。授業開始のチャイムが響き、沙倉さんは急いで帰った。いつも思うんだが、チャイムって刑務所の「作業開始」みたいだ。あんなとこ入ったことないが、きっと似てるだろ。

　まったく、俺の心境にはふさわしい。













　　○






　昼休み。俺おれはさっさと昼食を終わらせた。食べたのはパン。一人暮らしも最初のころは、「弁当を作ってあっと言わせてやるぜ」と意気込んでいたが、二日目にしてパン食となり、今に至る。学生なんてこんなもんさ。そもそも俺は、誰だれをあっと言わせるつもりだったんだろう。

　空のビニール袋をゴミ箱に放ほうり込み、俺は図書館へと向かった。

　星せい鐵てつ学院の図書館は、男女共用となっている。あらゆるところで男女別となってる学校にしては珍しい。さすがに「同じ本を二冊ずつ買うのは不経済だ」と抗議がきたらしいのだが、だったら敷地も一つにしちゃえばいいのにな。

　図書館は独立した建物の一階から三階までを占めている。俺は貸し出しカウンターへと歩み寄った。

　目当ての女子生徒に、少しだけ手を上げる。

「……ナツルさん」

　紅あか音ねが微笑ほほえんで、頭を下げた。カウンターから出てくる。

「本を借りるんですか？」

「マンガなら借りるけど」

　字ばかりの本なんて、俺には無理だ。教科書ならまだ話は分かるが、字がびっしりはありえない。ああいうのって、どこから読めばいいの？　先頭？

「マンガはありません」

　呆あきれたような口調だった。分かってるよ。この娘は、こういう冗談がきかない。

「他の用ですか？」

「うん。ちょっと……」

　俺は隅へ行こうと合図をした。図書館は一種の自由地帯で、ここだけはほぼフリーで男女が出会える。そこからよからぬことに発展することを防ぐため、学校側は死角がないよう棚とテーブルを配置しているのだが、生徒たちは工夫して密会場所を編み出していた。俺と紅音が移動したのもそんな場所である。

　登校途中での出来事を話した。もちろん、いきなり変身しそうになったことと、途中で停止したことである。水み琴ことのことは喋しやべらなかった。

　紅音は首をかしげていた。

「原因分かる？」

「いえ……。妙な気配がしたなら、敵がいたんじゃないかって思うんですけど……」

「けど？」

「元に戻ったのは、ナツルさんの力じゃないかと思うんです。本当ならケンプファーになってもおかしくないですし……」

　なるほど、その理屈は分かる。本来なら変身するわけだしな。

「じゃあさ、俺おれは自由意思で変身したりしなかったりできるようになったのかな」

「そこまでは……。ただの偶然かもしれません。帰ったらセップククロウサギさんに聞いてみますけど……」

　このセップククロウサギというのは、紅あか音ねの持っている臓物アニマルのぬいぐるみである。やはり喋しやべる。しかもウサギ。口の悪さはもちろんハラキリトラと同じ。

「このままランダムよりは、自由に変身できた方がいいよなあ」

「ええ……」

「あと、休み時間に沙さ倉くらさんに会ってさ」

「またですか……」

　俺はざっと説明した。俺に会うために、わざわざ男子部までやってきたと聞いた途端、紅音の顔色が変わったが、胃腸でもおかしいんだろうか。

「なんかまだ女の俺をあきらめていないんだ。会わせてくれって頼まれてる。どうしよう」

「どうしようって……どうしようもないんじゃ……」

「だからなにかいい手はないかと」

「…………」

　なんだか紅音は面白くなさそうだ。

「沙倉さんをがっかりさせない方法があれば」

「……知りません」

　口調が冷たい。むう、前から紅音が沙倉さんのことを嫌っているんじゃないかと思っていたが、これは確実だ。いずれ仲直りの機会を設けなければ。

　このあと何度相談を持ちかけても、紅音は知らん顔だった。ぬぬぬ、もしや俺に一人で解決しろということなんだろうか。困る。方法が思いつかん。

　なにか起死回生の一撃でもないか、と思っていたら、背中に衝撃。

「ナーツル！」

　何者かが抱きついていた。

「でええええ!?」

「やだなあ、なに驚いてんの。わたしだよわたし」

　にこにこしているショートカットの女の子。水み琴ことであった。俺の首にしがみついている。おい離せ。俺はハンガーじゃねえんだぞ。祖父祖母の世代なら衣え紋もん掛かけと言うところだ。

「なにするこら、どけ」

「なに恥ずかしがってんのよ。馬ば鹿かみたい」

　馬ば鹿かはお前だ。こんなところ教職員に見つかったらどうなるか、知らんわけじゃないだろう。現に今、教職員じゃないにしても、紅あか音ねに目撃されているだろうが。

　その紅音は目を丸くして、ドン引き状態だった。そりゃそうだ。立場が変われば俺おれだってそうなる。

　一方水み琴ことは屁とも思ってない。俺とのコミュニケーションで、照れるとか恥ずかしいという発想がないのだ。こいつの血管には血の代わりに水銀でも流れているのか。

　にしても、ぐいぐい身体を密着させるのはやりすぎだ。意外と胸があるから余計にたまらん。

「なーに、見られて興奮する？」

「離せと言ってるだろ！」

「そんなこと言って、本当は嬉うれしいくせに」

「嬉しくねえ」

「無理しなくていいよ……あら」

　紅音に気づいたらしい。どうだ、見られて困るのはお前もだ。存分に恥をかくがよい……って、なに情けない威張り方をしているんだ、俺は。

　水琴は俺から手を離し、ぽんと叩たたいた。

「紅音ちゃんじゃん」

「……近こん堂どうさん」

　俺は腰から崩れる寸前だった。

「ちょっと待て、お前ら知り合いなのか!?」

「なによ。家が近所だったのよ」

「へ？」

「中学の時、すぐ近くに住んでたもん。だから友達。ね？」

　おどおどしながらうなずく紅音。

　そういえば水琴の家は、海外出張が多いと同時に引っ越し魔でもある。しかも並の理由ではない。両親とも学術関係の本を収集しては溜ため込むので、住むスペースがなくなって引っ越すのだ。なんのために古本屋があると思ってんだとか言いたくなるが、本マニアには通用しないらしい。水琴が小学生のときはそうでもなかったのだが、中学生になってからは頻ひん発ぱつした。「紅音の家の近所」とやらも、ヤドカリみたいに移った住居の一つだろう。

「だから紅音ちゃんとは前からの知り合いなのです。ねー」

「……はい」

　どうしてか、水琴のやつは胸を張っている。この女は他人と仲良くなることが異常なほど得意なので、友達ってのは本当だろう。年上の俺を呼び捨て、紅音にちゃんをつけても腹が立たないのは、一種の人徳か。

　紅あか音ねは申し訳なさそうにしている。ま、責任感じる必要はないと思うが、俺おれは丁半博ばく打ちで負けた気分だ。

「ナツルも紅音ちゃん知ってたんだ。偶然？」

「そんなもん」

「へー、やっぱ偶然ってあるんだね」

「まったくだ」

　ここだけは同意してもいい。間違いなく偶然だ。ケンプファーの件がなけりゃ俺も紅音も一生他人のままのはず。

　また水み琴ことは、俺の首に両腕を回した。暑苦しいんだよ。

　ほんの少しだが、紅音がむっとした表情を見せた。この娘は時々、沙さ倉くらさんが絡まなくてもこんな仕草をする。体調が悪いと思っていたが、恐らく虫歯だな。

　水琴がくすりとした、ような気がした。

「紅音ちゃん、本当にナツルと知り合いなの？」

「ええ……」

「どういう知り合い？」

「え……偶然ですけど……」

「偶然でも、きっかけはあるじゃん」

「……」

　紅音が若干だが戸惑う。

「どうって……その……」

「だってナツルにわたし以外の女友達がいるなんて、聞いたこともないから」

　ぐ。このアマ、からっとしてるわりには鋭いところがある。学者の両親譲りなのか。余計なところで力を発揮しなくていいのに。

　紅音ははっきり分かるくらい、汗をかいていた。

「え……えっとですね……」

「ん？」

「た、ただのお友達です……」

「だから、どうして友達になったの？」

「……えと……」

　ケンプファー繫つながりだ、と言えば気分はいいだろうが、すっきりするのはこっちだけで、水琴は納得しないだろう。そもそも、ケンプファーなんていきなり言われて理解できる人間がいるのかと。

「な……なんでもない、です……」

　紅音は小さくなった。こら、なんでもないってなんだ。友達になった理由にすらならんぞ。

「なんでもないの？」

「はい……」

「ふーん、そうなんだ。まあいいや」

　それでいいのか。なんでもないって、お前が言わせたような気がするんだが。

「じゃあさ、聞かない代わりに、紅あか音ねちゃんにお願いがあるんだけど」

「なんでしょう……」

「秘密は守ってくれる？」

「え……秘密ですか……」

「うん。内緒の話とか」

「あたし、プライベートなことを、言いふらしたりはしません……」

　感心な娘だ。これが東ひがし田だあたりだと、芸能記者よりモラルが低いのでなにも話せない。泥棒に自宅の間取りを教えるようなもんだ。

　水み琴ことは声を潜めた。

「実はね、相談に乗ってもらいたかったの」

「なんだ？」

　これは俺おれ。

「だから、相談だってば」

　なんとこいつまで相談か。頭痛薬と胃薬はいらないやつだと思っていたのに。高校生は、精神と肉体が安定しているようで安定していないらしいが、やはり意外だ。世の中は苦悩に満ちている。占い師がテレビで大活躍するはずだな。

　しかし俺が懊おう悩のうしているのは当然として、こいつまで悩みごとを抱えていたとは。性格上縁がないと思っていたが、人は見かけによらない。

「なんの相談だよ」

「ナツルと紅音ちゃんに聞いてもらいたいの」

「どんな」

「えーとね。わたしの友達のこと」

「誰だれだよ」

「わたしのことでーす！」

　どこからか女の子がやってきて、俺たちに覆い被さった。

「いえーいえー、みんなお揃そろいですねー」

　妙なテンションをしているこの娘、名を西にし乃のますみという。非合法地下部活動「男女正常交際地下委員会」の女子部側委員で、やはり以前に力を借りた。あれっきりだと思っていたが、どうもそうではなかったらしい。

「水み琴ことって知り合い多いんだねー」

　なんてことをますみは言ってる。俺おれも同感だ。水琴に囁ささやく。

「ますみちゃんじゃないか。お前、俺と知人かぶってるな」

「いいじゃん。ますみとわたしは、前から友達なの」

　よく観察すると、二人とも徽き章しようは同じものをしていた。この二人は同じクラスにいることになる。

「あー、この前トンネルで会った人ですね」

　ますみは俺に、米つきバッタみたいに繰り返して頭を下げた。

「瀬せ能のうナツルっていうの。わたしの幼なじみ」

「えー、ナツルさんですかー。わたしナツルっていう女の人、知ってますよ」

　俺も知っているが、もちろんとぼけた。

「へー、俺と同じ名前だね」

「そうなんです」

「これが相談なわけ」

　水琴は顔を寄せてきた。

「ますみはナツルって女の人に会ったのよ、この学校で」

「すごく格好いいんですよー」

「で、もう一度会ってみたいんだけど、どこを探してもいないのね」

「なんで会いたいんだ」

　これはますみが答えた。

「インタビューしたいんでーす」

「ところがいない。謎なぞの女子生徒なの」

　ほほう、君たちは沙さ倉くらさんと同じこと訊きいてくるね。女のナツルは大人気だな。俺はとぼけ続けるよ。

「じゃあ、星せい鐵てつの生徒じゃないんじゃねーの」

「それはないのよ。同じ制服だったから」

「二年生なんです」

　と、ますみ。水琴が言葉を引き取る。

「二年生の教室を端から端まで探したけど、女版ナツルはどこにもいなかった。これってどう思う？」

「どうもこうも……いないんだからしょうがねえ。幽霊じゃないのか。知ってるか、男子部のトイレには女子生徒の……」

「非科学的ねえ。女版ナツルは実在するのよ」

　背中に汗が一筋だけ垂れたが、気にしていないふり。

「なにを証拠に」

「わたしの勘よ」

　水み琴ことは言い切った。馬ば鹿か馬鹿しい、と笑い飛ばすことはできない。こいつの第六感は本当に鋭い。アフリカの密林で、ＧＰＳもなしに直感のみで探査隊を導いたという伝説があるのだ。

　当然俺おれとしては、その勘が自分に向けられないようにするしかない。

「調べてもいなかったんだから意味ない」

「調査が甘かっただけよ。知ってる？　発掘調査って、なにもないところからはじめるの。かすかな手がかりでも、信じてやるのよ」

　こいつが言うと真実味がある。

「……なんでお前がこんなことに興味持つんだ」

「なにかでっかいことがあるんじゃないかって、考えているのよ。もしかしたら女版ナツルの裏には、陰謀が隠されているかもしれない。これも勘ね」

　鋭すぎる。陰謀というにはちょっと違うが、隠しごとがあるのは確かだ。公言できないことだらけである。

「というわけで、なにか知らない？」

　ずいっと顔を近づけてきた。

「……いや」

「ふーん。紅あか音ねちゃんは？」

「え……」

　紅音は目をそらしたが、あからさまに不自然だった。この娘は演技がうまくないんだ。ポーカーなんか絶対できないタイプ。

「し……し……知りません」

　顔面が引きつっていた。刑事ドラマでいえば落ちる寸前である。カツ丼がなくても自白するぞこれは。

「知らない？」

「ええ……」

「知らないんだ。ならいいや」

　意外とあっさり、水琴は引き下がった。むむ、「ガラガラヘビの水琴」と言われた彼女らしくない。このあだ名は小学生の時に俺がつけた。

「だったら協力してよね」

　水琴は紅音に命じた。

「……なにをでしょう」

「女版ナツルを探すこと」

　水み琴ことはくるっと振り向いて俺おれを見た。

「あなたもね、ナツル」

　承諾以外の返答が俺たちにあるのか。誰だれでもいいから問いただしたい気分だよ。





　　○






　昼休みが終わると午後の授業。体育があってソフトボールだった。俺たちのチームはピッチャーがへぼで、八連続ヒットを打たれた。代わって登板したのはなにを隠そうこの俺。持ち前のコントロールの悪さを発揮し、十連続フォアボールの偉業を成し遂げた。本当はもっと記録を続けたかったのだが、次の打者で途切れる。デッドボールにしちまった。

　体育の次は現代国語。ピッチング疲れですげー眠い。睡眠欲に見舞われたのは俺だけじゃなかったらしく、クラスの半数以上が白河夜船だった。なに、意味が分からない？　ぐっすり眠りこけること。おかげで授業中は大変静かであり、それがさらに睡眠を加速した。

　終了のチャイムと共に俺は目覚めた。教師は絶望感に見舞われながら引き上げている。お気の毒。うちのクラスは悪意はないくせに、先生の足を引っ張るんだよな。もちろん俺も共犯者。

　帰りのホームルームも無事終了し、あとは帰宅となる。












「瀬せ能のう、帰ろうぜ」

　顔を見なくても分かる。東ひがし田だだ。

「またお前と一緒かよ」

「いいじゃねえか、色々訊ききたいこともあるんだよ」

　こいつの訊きたいことなんて決まっている。女の子のことか、女の子のことか、女の子のことだ。しかもこいつ、前に変身した紅あか音ねと出会っているため、「あの娘はなにものだ」といちいち尋ねてくる。紅音の口の悪いところが好みなんだと。

「俺おれはお前に訊きたいことねえし」

「いいじゃんか。新しい生写真を、格安で提供する」

　だからいらないの。

　と、教室のドアをノックする音が。

　ノック？　授業中でもないのに、どこの世界に教室のドアをノックするやつがいるんだ。礼儀正しいんじゃなくて、空気の読めないやつだぞ。

　ひょいと首を伸ばすと、真面目まじめそうな一年生が立っていた。

「失礼します。瀬能ナツルさんはいらっしゃいますか」

　背後で東田が、「ありゃあ生徒会のやつだな」と呟つぶやいていた。

「俺だけど」

　軽く手を上げる。

「会長がお呼びです」

「は？」

「生徒会室までご足労願います」

　男子生徒はそれだけ言うと、回れ右して去っていった。

　ぽかんとする俺。東田がつつく。

「おい、お前会長になにしたんだ？」

　直接返事はしなかった。色々してるんだよ、これが。




　東田との帰宅は中止。これはいい。あいつと一緒に帰ったって、いいことはあまりない。しかし生徒会長の雫しずくに呼び出されたことが問題だ。

　星せい鐵てつ学院のパーフェクトソルジャーこと三さん郷ごう雫は、全校生徒のトップに君臨する女子生徒である。勉強だろうとスポーツだろうとなにをやらせようが完かん璧ぺきで、おまけに大変な美人ときている。明らかに俺レベルの生徒は歯し牙がにもかけないはずで、そんな人に呼び出されるなんて、雹ひようが降ってもおかしくはない。

　ただしそれは一般生徒の話。俺は雫と因縁浅からぬ仲なのだ。

　さっそく生徒会室へと向かった。生徒会室は図書館と同じ建物にある。生徒会は男女別にはなってないので、ここに入っているのだ。ちなみに四階。

　生徒会室の前には女子生徒が立っていた。中学生っぽい雰囲気を残した、背の低い一年生である。俺おれを見ても微動だにしない。

「あのー」

　小柄な門番に話しかけたが、無反応であった。通さないつもりだろうか、目線すら動かさない。

　星せい鐵てつ学院の生徒会は、校内でのイベントや生徒の活動を円滑に進めるための組織である。少なくとも生徒手帳にはそう記されている。

　しかし、肝心の生徒はそんな世迷い言を信じてはいない。生徒会は、会長である雫しずくの手足となって動く、特別組織に変貌を遂げているのだ。どういう方法かは定かではないが、雫は会長に就任してから短期間で、内部をあっという間に作り替えてしまったのだ。このことは非合法地下部活動である第二新聞部の発行する、「星鐵学院裏面史　Ｖｏｌ．３」にも載っている。

　生徒会は全すべて、会長の利益に沿って動く。人員は絶対服従であり、その代わり多大な利益を約束される。一流企業への就職や、志望校へ絶対合格と言われているが定かではない。現在は雫の方向性が生徒全般の利益と直結しているため問題はなく、学校側にも無害と思われているが、秘密警察もびっくりな組織ということは暗黙の了解だった。

　生徒会の全ぜん貌ぼうは明らかになっていない。雫しか知らないのだ。東ひがし田だは「生徒会にも俺たちの内通者はいる」なんて言ってたが、どこまで協力してくれているか分かったもんじゃない。二重、三重スパイは当たり前なのだ。

　扉の前で頑張っているこの少女も、雫の命令以外は聞かないだろう。高校生とは思えない人事把握である。

　こっちは会長に呼ばれたんだぞ、と言おうとしたら、生徒会室の中から声がした。

「葛くず原はら、通して」

　雫の声だ。女の子はやっぱり無言でドアを開ける。葛原ってのが名前なんだろうな。

「失礼します」

　中には雫と、紅あか音ねがいた。

「ナツルさん……」

　と彼女は言ったが、それほど驚いているようには見えない。事前に聞かされていたんだろう。

「いらっしゃい瀬せ能のう君。かけたら？」

　お言葉に甘えて着席する。緊張感が漂っていた。雫は薄く笑っている。

「顔が怖いわよ」

「あたりまえだ」

　俺おれは笑わなかった。雫しずくは俺たちの敵、赤い腕輪をしたケンプファーなのだ。因縁が浅くないのはそういうことだ。

　はっきり言って無む茶ちや苦く茶ちや強く、前に戦ったときは死ぬ思いだった。ちょっとした機転で勝利したものの、もう一度やれと言われると自信がない。

「話しづらいわね」

「だったら帰るぞ」

「それは困るわ。これでどう？」

　一瞬だけ、生徒会長は白い光に包まれた。

　光が収まる。雫の身体からだに変化はない。だが、髪の毛の内側がプラチナブロンドになっているはず。ケンプファーとなったのだ。

　直後に、俺と紅あか音ねも光に覆われた。そして紅音は目つきの悪い猛犬女に、俺は女の姿へとチェンジした。

「二人とも、これで話はできる？」

「ふざけんなよ優等生」

　紅音の手の中に、拳けん銃じゆうが出現する。彼女は「銃ゲヴエアー」を使うケンプファーなのだ。ちなみに俺は「魔法ツアウバー」。

「ここで変身するんだ。殺し合うつもりだって解釈するぜ」

　雫の額ひたいに、ぴたりと銃口をあわせている。引き金にはかっちり指がかかっていた。

「おろしなさい」

「嫌だね」

「おろすのよ」

　紅音の手首に、短剣のついた鎖が絡まっていた。雫の武器、「剣シユヴエアト」だ。引き金を引くか引かないかのうちに、手首を切断するだろう。

　銃口は動かない。だが人差し指の力は抜けていた。

「結構。友好的にいきましょう」

「武器を向けあうのは友好って言わねえよ」

「今日は戦う気はないわ。安心して」

「笑わせるな」

　紅音に同感だった。雫はクールビューティーだ。つまりなにを話しても口調に変化がない。なので噓うそをつかれても分かりゃしないのだ。戦う気はないと言われても、いきなり牙きばを剝むくかもしれない。

「約束は守っているでしょう。あれ以来、楓かえでには手を出していないわ」

「さらっておいて、よく言うよ。沙さ倉くらさんがトラウマになったらどうするんだ」

「もう覚えていないわよ。ちょっとしたコツで、忘れてもらうことができるの」

　手品師か催眠術師みたいだが、雫しずくなら本当にできるだろう。

　俺おれは警戒を解かずに言った。

「呼び出しておいて、自慢話か」

「もちろん違うわ」

　雫は椅い子すに座り直した。

「ちょっとね、女子部で問題があるのよ」

　俺と紅あか音ねは同時に、疑問符を浮かべた。

　問題？　そりゃこれだけ生徒がいれば問題も出てくるだろうが、完かん璧ぺき生徒会長様が口にするのが信じがたかった。問題と解決を同時に用意するような人だぞ。

「楓かえでがね、このところ騒がしいのよ」

「沙さ倉くらさんが、どんな」

「気になる女子生徒を探しているんですって。背が高くて寡黙で格好いい人。知ってるわよね」

　知るも知らないも、当の沙倉さんから聞かされたばかりである。俺自身だ。

「探し回っていてもう大変。二年生のあいだじゃちょっとした噂うわさになってるわ。他にもね、一年の西にし乃のって娘があなたを探している。すごいわよ、教室で大声上げるんだって。『ナツルさんいませんかー』って」

　うわー。聞きたくなかった。叫んでいるますみが容易に想像つく。教室の生徒たちはたまったもんじゃないだろう。

　雫は続けた。

「あとね、近こん堂どうって一年も探してるわね。この娘は頭いいわ。まず職員のところで尋ねたから」

　俺の表情を確認してから、彼女は言う。

「尋ねたのは今日よ。復学してきたばかりなのに、行動力があるわね」

「……で、それが問題か」

「そうよ。女子部にナツルという生徒は存在しない。でも楓と西にし乃のさんと近堂さんが探しているから、噂にはなっている。私は好ましく思っていない。一般生徒にケンプファーのことは知られたくないの」

　まあそこは俺も同感である。

「あなたたちを呼んだのは、これをどうするか」

「なにをしろと？」

「簡単よ。瀬せ能のう君、女子部に来なさい」

　どんどんどーん。頭の中で隅田川花火大会が開催された。あるいはパチンコの大当たり。ガスタンク大爆発。本日一番の驚きでございます。

　俺おれに女子部に来いとはどういうことだ。こう見えても男だ。今でこそ女だが、戸籍は男なのだ。少なくとも授業は男子部で受ける。女子部に移れるってもんじゃないだろう。狂ったか。

　雫しずくは俺の気持ちを察したらしく、

「正気よ」

「そうか？」

「なにも男であることを放棄しろって言ってるんじゃないわ。男子部と女子部、両方に籍を置いて、ときどき顔を出しなさいってこと」

「ますます分からない。なんで女子部に行くんだ」

「さっきも言ったでしょう。楓かえでと近こん堂どうさん、それに一年の西にし乃のさんが騒がしいの。このままだとどこかでケンプファーのことが露見するかもしれない」

「噂うわさの火消しか？」

「まあね」

　雫は肯定した。実際に俺が女子部にいることで、沙さ倉くらさんたちの行動を止める。ケンプファーのことを知られたくないから。

　だけど、それだけのことで俺を女子部に移すんだろうか。確かに噂はやっかいだ。東ひがし田だだって女の俺を知っているし、隙すきあらば写真を撮ろうとしている。ああいうアホは痛い目にあわせればいいが、女の子相手ではそうもいくまい。それにしても女子生徒扱いは極端だ。

「他意はないわ。瀬せ能のう君は女子部に堂々と出入りできる身分にしてあげるわよ。通行証も発行しましょうか」

「それは敵に塩だ」

「私、甘いものより塩辛いものが好きなの」

　まるで平気な顔をしていた。なに考えてんだ、俺とお前は敵なんだぞ。わざわざ飛び込んでこいと誘っているようなものじゃないか。

　混乱しかかる俺とは対照的に、隣の猛犬女は爆笑していた。

「はははははっ！　おもしれえや。ナツル、女子部に来いよ」

　笑いながらも拳けん銃じゆうは離そうとしない。

「一緒に三年の教室に殴り込もうじゃねえか。ハリウッドのクソ女優みてえな会長様の頭でも撃ち抜こうぜ」

「……口の悪い女性はこれだから困るわ」

「あいにく優等生とは肌があわないんでね」

「私は瀬能君と話をしているの」

　雫は紅あか音ねを交渉相手と見なしていない。俺の意思一つということか。くそ、高校受験の前日よりシビアだ。あのときは下痢をしていて、翌日のことなんか考えてられなかった。

　勉強した内容なんか全部忘れたぜ。

「瀬せ能のう君、悩んでいるみたいだけど」

「なんだ？」

「あいにく選択肢はないの。女子部での籍はもう作ったわ」

　なんてこった。問題があるなんて言っておいて、やっぱり解決してあるじゃねえか。しかも俺おれが承諾することは前提条件か。

「教師や職員が変に思うだろ」

「書類もデータベースも変更はすんでいる。合法的にあなたは女子部に所属したわよ」

「いきなり転校生かよ。不自然だ」

「休学していたことにしてるわ。担任教師にも伝わっている。病気がちってことになってるから、長期間授業に出なくても平気。やりくりはご自由に」

「そうぽんぽん行き来できねーぞ」

「許可証を発行してあげるって言ったでしょう」

　雫しずくは一枚のＩＤカードを出した。ゲート通過用のＩＣチップとホログラムが埋め込まれている。女になった俺の写真まで貼はられているんだが、いつ撮ったんだ。

　俺はしみじみと許可証を眺めた。完全な本物だ。女子部に籍を作ったことといい、雫の権力ってのは、どこまで及んでいるんだろう。マフィアのボスみたいだな。

「名前が瀬能ナツルのままだ」

「変えた方がいい？　きっとくすぐったくなるわよ」

「……俺を女子部に入れても、いいことはあまりないぞ。敵なんだからな」

「もちろん、知ってるわ」

「じゃあ本当の目的はなんだ」

「ここで言うほど、私は馬ば鹿かじゃないわよ」

　やっぱり裏があるんじゃねえか。

　選択権は俺にはない。考えてみれば女子部の籍は、あって困らないものだ。だけど雫に与えられたのが気持ち悪い。この生徒会長は、損得抜きで行動するようには見えないんだ。いいなりになるのはしゃくだよなあ。

　雫は壁際の机に移動した。なにやら生徒会絡みの作業をはじめている。こっちを振り向かないのは、話は終わったから帰れってことなんだろうな。

　俺と紅あか音ねは立ち上がった。変身がゆっくり解けるのが感じられた。












第二章







　朝から大声あげるのは、なにもニワトリだけの特権ではないらしい。個人的にはニワトリ一種類だけでも多すぎると思うんだが、女の子、しかも高校生でも同じことをするようだ。

「ナツル、起きろー！」

「わ！」

　お亡くなりになった目覚まし時計の代わりに、生音声が俺おれの耳元で炸さく裂れつした。囁ささやきなんて優しいもんじゃない。まるで爆竹だ。中国での旧正月。ベトナムのテト。

「ほらー、遅刻するじゃない。起きるの！」

　ベッドの脇わきには、呆あきれ顔の水み琴ことが立っていた。

「早くしないとご飯食べる時間もなくなるよ。朝はしっかり取らないと、一日中ぼーっとしたままになるんだから」

「食うよ」

　目を擦りながら言った。こう見えても俺は、貧弱な食生活のわりに朝飯は食べるのだ。十代にして生活習慣病に冒されている連中と一緒にしないでもらいたい。習慣というやつで、なにがなんでも朝だけは食卓につかせた両親のおかげだろう。

　ベッドから降りつつ、食パンがまだあったなと考える。そこではっとした。

「おい、水琴！」

「なーに？」

「なにじゃねえ！　なんで俺んちにいるんだ！」

　あまりに自然体だったので気にならなかったが、俺は一人暮らしなのだ。水琴であれ誰だれであれ、ここにいるのは変だ。

「起こしに来てあげたんじゃん」

「そうじゃねえ。どうやって入ってきた」

「鍵かぎを開けて」

　平然と水琴は言った。鍵を渡した覚えはないから、無断で開けたんだろう。実はこいつの解錠技術は天才的で、業務用の大型金庫でも手もなく開ける。考古学のフィールドワークでは必須の技術だと言うが、インディ・ジョーンズがそんなん持ってたか？

「せっかく一緒に帰ろうって約束したの破ったから、朝から来た」

「悪かったよ」

「小学生のころはさ、毎朝起こしてあげたじゃん」

「今は一人で起きることに慣れてんだよ」

「照れなくていいから。これからわたしが起こしてあげるよ」

「余計なことすんな」

　どこまで本気か分からん。昔起こしてくれたのは本当で、小学生の時なんかほぼ毎日来てた。よく考えると俺おれの世話を焼いたというよりは、母親が作ってくれた朝食が目当てだったんじゃないかと思うのだが、事実は事実。

「下にご飯があるよ」

「おい、そんな用意までしたのか」

「うん。食べなよ」

　先に行ってるね、と水み琴ことは階下に降りていった。

　それを確認してから、俺は机の上の、ハラキリトラを捕まえる。

「あいつ、いつ来たんだ」

　ずっとぬいぐるみのふりをしていた片目のトラは、もそもそ動き出した。

「ナツルさんを起こす一時間くらい前ですね。鍵かぎが開けられる物音がしました」

「泥棒に転職したんじゃないだろうな」

「本当に起こしに来たんだと思いますよ。通帳とか盗ってませんから」

　盗られたところで数百円しか貯金されてないけどな。

　俺は着替えると、台所へ降りていく。テーブルの上には、朝食がきちんと並べられていた。ご飯に味噌汁。あじの干物。お新香。

「……数日前に買ったパンとジャムは？」

「あれじゃ栄養不足になるじゃん」

　さらっと水琴が答える。材料はなかったはずだが。冷蔵庫なんかペットボトルのジュースしか入ってないぞ。

　しみじみと、アジの目玉を眺める。

「昨日の残り物だけど、我慢して」

　つまり自分の家からおかずを持ってきたのか。

　とりあえず椅い子すに座り、「いただきます」と言って食べはじめた。

「……む」

　水琴は正面に座っていた。にやにやしている。

「どう？　おいしいでしょ」

　味は悪くない。というか、うまい。特に塩加減がいい。辛すぎず、重くもない。だが素直に白旗を上げるわけにはいかないじゃないか。とりあえず、「朝飯を作ってくれって頼んだわけじゃない」と心に言い訳の部屋を作った。

「……ふん」

「それだけ？」

「……」

「ほー、おいしかったみたいだね」

　ぐぐぐぐぐ。見抜かれている。俺おれはこの屈辱が一刻も早く晴れるようにと、全速で食べることにした。

「そうだナツル、昨日聞いたんだけど」

　なんだよ、と言おうとしたが、アジの小骨のせいで台詞せりふにならない。

「女子部に転校生がくるんだって」

「……そりゃお前だろ」

「わたしじゃないよ……あ、そういや転校生じゃないや。なんかね、病気でずっと休んでいたんだけど、復学するんだって。二年生」

「げほっ！」

　俺はアジを吹き出した。

「あーもう、汚いなあ」

「お、お前……どこから聞いた」

「ますみから。もうみんな知ってるよ」

　知ってるか。そりゃめでたいな。言いふらした奴を連れてきてくれ。魔法ツアウバーで黒こげにしたいと思う。

「どんな女の子か……知ってる？」

「いーや」

「それが面白いの」

　水み琴ことはずいっと顔を近づけた。小さいときからこういうことをする。この癖、どうにかした方がいいぞ。

「上の名前は知らないけど、下はナツルって言うんだって。ほら、図書館で聞いたでしょ。ますみが探していた人なのよ」

「……ほう」

　俺はそう反応するのが精一杯だった。理由は言わなくても分かるね。

「あんたと同じ名前ね」

「世の中は広い。俺と同じ名前なんて、百万人くらいいるんじゃないのか」

「口から魚の骨出してなに言ってんのよ。探す手間が省けたわ」

「よかったな。ナツルさんとやらも喜んでるだろ」

　俺はまるで適当なことを言った。なぜ喜ぶのか。会話が成り立っていないし、俺自身も喜んでいない。

　水琴はどうでもいいようで、

「わたしたちは喜んでるわよ。もう見つかったんだから。ますみは絶対に会うって張り切ってる」

「それは困るな」

「なんであんたが困るのよ。わたしも女版ナツルの顔、見てみたいわ」

　俺おれはもう、何回か分からないくらい繰り返した言葉を、ここでも呟つぶやいた。

　そいつ、目の前にいるよ。





　　○






　かくして俺は登校することになった。もちろん男子部に、である。

　話によると、噂うわさの女子生徒とやらは今日現われるらしいが、その通りにしてやる義理はない。いくら籍に加え通行許可証まであるとはいえ、身体からだは一つしかないんだ。今日は男の日。決めた。

　水琴は嬉うれしそうに女子部へと向かっていった。女版ナツルが楽しみらしい。出てこないぞ。ご愁傷様。

　とりあえずクラスに着いたら、東ひがし田だの馬ば鹿かでもからかうとしよう。気を軽くして男子部の校門をくぐる。と、身体を誰だれかに押さえられた。

「失礼」

　二人がかりで俺の両りよう脇わきを抱えている。学年とクラスを示す徽き章しようの横に、交こう叉さした刀を模した徽章をつけている。生徒会の男子生徒だ。

「なんだおい!?」

「こちらへ」

　ラグビーでもやってるのか、とんでもなくごつい。俺はまるで、ＦＢＩに逮捕された異星人みたいに引きずられていった。このままだと、行き着く先は解剖室かな。

　連れて行かれたところは、残念なことにエリア51ではなく、裏庭だった。そしてそこには雫しずくが待ちかまえていた。

　俺を放すと、ＭＩＢメン・イン・ブラツクみたいな生徒会の手先どもは、一礼して去っていく。雫はねぎらいの言葉もかけなかった。

　あたりまえだが、彼女の狙ねらいは俺だった。例によって冷たい目つきで、見つめている。

「瀬せ能のう君、女子部に行かないの？」

「男だからな」

　ちょっとばかり虚勢を張ってみる。

「生徒証を作ってあげたでしょう」

「女になんないと使えねえよ。それに自分の意思じゃ変身できねえんだ。男のままで行ってみろ、すぐに教師に捕まって電気椅い子すだ」

「あらあら。自力でケンプファーになれないなんて、不便なのね」

「いいよ不便で」

「不便なら不便なりに、変身してもらうわよ」

　会長の口の端が、わずかに動いた。俺おれの右腕の腕輪が急速に輝く。

　うめく間もない。一瞬にして女の姿となっていた。

　雫しずくの髪の内側が、きらきらしていた。とっくにケンプファーとなっており、俺の身体からだはつられてしまったのだ。

「それでいいでしょう。女子部に行ってらっしゃい」

「よくねえ！　俺の変身はランダムだし、戻るのもどうやるか分からねえんだ。授業中に男に戻ったらどうするんだ！」

「それくらい、自分の創意工夫でなんとかしなさい」

　雫はあくまで冷ややかだった。

「ケンプファーでしょう」

　なりたくてなったわけじゃないんだっての。













　　○






　さて女子部。

　女の姿で入るのは二回目だ。三回目だったかな。とにかく、前と違うのは合法的に入れたということだ。

　雫しずくのくれた通行許可証の効き目は大した物で、ゲートも楽々通過できた。過ぎればそこは女の園。

　女子部は男子部と違い、複数の校舎が建てられている。一年、二年、三年は全すべて別々になっており、贅ぜい沢たくの極みというか建築費の無駄遣いだった。俺おれの行く先は二年四組。男のときと同じクラスだ。

　待て、二年四組だと？

　なんか嫌な予感。知り合いが四組だったような気がする。冷や汗が流れる。

　足取りも重く、二年生の校舎へ。ここで担任の女教師に会った。つい最近まで大学生やっていたような女性は、俺をちらっと見ると「こっち」とだけ告げた。どう考えても不自然だろうに、雫に言い含められているのか追及はない。恐るべきは生徒会長、長い手は教師にまで及んでいる。

　四組の教室は騒がしかった。廊下にまで響いている。男とは全然違うよな。小動物が戯れているみたいだ。

　若干緊張し、女教師に続いて教室の扉をくぐる。話し声がぴたりと止んだ。

　視線が全て俺に集中する。中に一つ、ものすごく驚いて、口をＯの字型に開けている女の子がいた。

　俺ももう少しで同じ表情をするところだったが、精神力を総動員したおかげで、頰ほおがひきつるだけですんだ。仰天している女の子は紅あか音ね。ここは紅音のいるクラスなのである。

　衝撃という名の台風が、心の樹木を根こそぎ持ち去っていく。すっかり荒野になると、怒りが沸々と湧わいてきた。雫のやつ、分かってて俺を二年四組にしやがったな。「驚く顔が笑えるから」とかそんな理由で一緒にしたに違いない。

　冷静に考えれば、そんな芸人のコントみたいなネタを仕組むとは考えられない。だがこのときは、これ以外のことを考えられなかった。

　女教師が、指で黒板をこつこつ叩たたく。

「じゃあホームルーム。えー、本日からこの学校に復学した瀬せ能のうナツルさんです」

　とりあえず頭を下げる俺。

「お前たちは瀬能を、傘の先でつついたり、珍生物扱いして虫眼鏡めがねで観察したり、地震だーとか言って机を揺らしたりしないように。なお瀬能は身体からだが弱いので休みがちで、場合によってはまた休学するってさ。えーと、席は……」

　女教師はあくびを嚙かみ殺しながら、教室内を見回していた。

「ま、適当に」

　恐ろしくいい加減な女性だ。これが本当に教師なのか。ゲーマーとかじゃねえのか。別にゲームやる人が全員いい加減だと言う気はないが。

　女の子たちは無言。視線がぴりぴりとして痛い。

「……よろしく」

　とりあえずそう言った。

　まだ無言。やがて、教室の奥の方から。

「……格好いい」

　一拍おいて。

「きゃー!!」

　女の子たちが、南アフリカの暴徒かアルゼンチンのフーリガンみたいな勢いで、俺おれのところに走ってきた。

「かっこいいかっこいい！」

「超美人！　身長何センチ!?　胸どれくらい!?」

「彼氏いる!?　いなかったら彼女は!?」

　俺は女の子の渦に巻き込まれ、窒息寸前だった。女教師は「プレステのゲーム買お」と呟つぶやいて去っていく。え、ホームルームってそんなんでいいの？

　なおも女の子たちは押し寄せてくる。ひー、人いきれがすげえ。

「まっ……待った！」

　なんとか頭を出した。

「俺……じゃない、わたしはただの生徒だ。そんなこと聞かれても……」

　本当は元から星せい鐵てつの生徒だし復学したって設定だけど、質問には答えられないのだ。だって言い訳のネタ、なにも考えてないから。ていうか、なんで頭の中だけはこんなに冷静なんだろうな。あー、ケンプファーだからか。

「すっごーい。声がハスキー！」

「男の子みたーい！　超かっこいー！」

　女の子たちはなおも俺に群がっている。エサに飛びつくハムスターか。このままでは、埋もれたまま一日が終わってしまう。

　俺はとにかく逃げだそうとし、失敗して転びかけた。どの女の子もものすごい粘り腰だ。さぞかし将来は、バーゲンセールでいいものが買えるだろう。あるいは女相撲でデビューするとか。

　紅あか音ねも俺の元へ来ようとしているが、人間津波に阻まれて往生している。気弱な彼女にはきつかろう。俺おれだって窒息しそうだ。

　女子部二年四組の中で、とりわけ目立つのが三人いた。

「瀬せ能のうさんはどこに住んでいるんですか？　あたしの近所だったりしません？」

　この、さっきからしきりと人のプライバシーに首を突っ込もうとする女の子が、一番元気だった。一見真面目まじめそうなので、「委員長」と名付けておく。

「素敵、素敵、もうとろけそう。匂においかいでいい!?」

　この娘は奇怪なテンションをしていて、俺のスカートにしがみついて離さない。「委員長」にどこかしら似ているから、「副委員長」にしよう。

「瀬能さんあなたは神を信じますか。信じなくても構いませんから入信してください。あるいは分割で壺つぼを買うのです。改名も可」

　どさくさまぎれに新興宗教への勧誘を怠らない女の子もいる。復学した女子生徒（つまり俺）を目の当たりにしても自分を見失ってはいないようだが、このクラスで一番変だ。金のことばかりなので、「会計」にしとくか。

　あとの生徒は可愛らしいものの、個性にとぼしい。というか、一気に来られたんで顔の区別がつかない。見分けられる日は来るんだろうか。

　がらりと扉が開いた。

「はーい。皆さん、そのへんでやめましょう」

　パンパンと手を叩たたく音。タイミングがよかったためか、ぴたりと収まった。

　やってきたのは沙さ倉くらさんであった。

「ナツルさんは休学から復帰したばかりなんです。あまり迷惑をかけちゃいけません」

「あ……あの……沙倉さん」

　恐る恐る発言したのは紅あか音ねだった。

「瀬能さんはうちのクラスです……。みんなお友達になりたいと思っているだけで……二組の人がそんなことを言うのは……」

　弱気モードにしては攻撃的な台詞せりふである。他の女の子も「そうよそうよ」「紅音、いいこと言った」「お守りを安く売ってもいいです」なんて言っていた。最後のは会計さんだな。

　沙倉さんはぴしゃりとはねのけた。

「ナツルさんのピンチを見過ごせません」

「ピンチじゃないです……。そんな、風紀委員みたいな……」

「わたし、雫しずくちゃんからナツルさんの面倒を見るよう言われています」

「え……なんで生徒会長が、そんなこと……」

「言われたんです」

　沙倉さんは女の子の海に沈んでいた俺を、強引に引っ張り上げた。

「さあ、ナツルさん。女子部を案内します。こちらへ」

　俺おれは引きずられるようにして、教室から出た。四組の女子は文句を言い続けていたが、扉が閉まってシャットアウトされた。

　沙さ倉くらさんは背を向けたまま、俺を引っ張り続けた。なお、どうして俺がされるがままになっているかというと、事態の急変についていけないからだ。紅あか音ねと沙倉さんのやりとりもしっかり聞いていたが、それだけ。頭だけ冷静でも役に立たないという好例である。

　廊下の端の方に連れて行かれる。

「ここで、いいですね」

「ここって廊下……。面倒を見るというのは……」

「あれは噓うそなんです」

　沙倉さんの台詞せりふは固かった。

「……ナツルさん」

「へい」

　俺は間抜けな返事をする。

「やっと……会えましたね」

　くるりと振り向く。目が潤んでいる。沙倉さんの瞳ひとみは、目薬を差しすぎて大変なことになった子供みたいだった。

「ずっと探していたんです……。探しても探してもナツルさんがいなくて……わたし、こんなに寂しい思いをしたのは、はじめてでした」

　心が微妙に痛んだ。憧あこがれの沙倉さんを寂しがらせるなんて、なんてひどいやつなんだろう。俺は男の風上にも置けない。微妙なのは、男であることはあまり意味がないことだ。

「だけど雫しずくちゃんからナツルさんが復学すると聞いて、すごく嬉うれしかったんです。またナツルさんと会えるから……あっ、ご、ごめんなさい。まだ知り合って間もないのに、図々しいですよね」

　沙倉さんは少しうつむく。いいえ、全然図々しくありません。むしろ可愛いと思っています。問題なのは言いふらしやがった生徒会長の方です。

「そ……それで、あの……」

　もじもじそわそわ。挙動が不審となる。

「こ……この前のデートで……あの……わたしが言ったこと……覚えてますか」

　ぴん。俺の頭の中で警戒警報が発令される。いかん、前の続きだ。

　あのときは雫のせいでうやむやになったが、解決には至っていない。俺は返事をしてないから。しかしここでは逃げられない。

　ここはやはり断るべきだろうか。この前も「断ろっかなー」という気持ちがなかったわけじゃないが、いざ沙倉さんを目の前にするとどうすればいいものやら。「拒絶→傷つく」なんてコンボが発動したら、それこそどうしていいか分からない。

　なにより、俺おれは沙さ倉くらさんに嫌われたいわけじゃないんだ。男の俺は好かれたい。というか付き合ってもらいたい。需要と供給は一致しているのだが、性別にだけ齟そ齬ごが見られるのである。

　沙倉さんは言葉を続けようとしている。まずい、ここはもう忍法先送りの術しかない。

「い……いま授業中だから」

「今日の一時間目はホームルームです。わたしのクラスはもう終わりました。大丈夫です」

　なんだとー。学校はなに考えてんだ。生徒を死ぬまで勉強させろよ。

　ふっと沙倉さんは微笑ほほえむ。

「ナツルさんと……二人きりです」

　積極的すぎる。中学のころから知ってるが、こんなに恋愛にアグレッシブだなんて考えたこともなかった。むしろ、「沙倉楓かえでは恋愛にうとい」って言われてたんだぞ。

　あ、そうか。男相手はうとくても、女相手だと違うんだ。それもどうかと思うが。

「その……前のときの……ご返事……」

　ぎゃー。俺の口から間違いなく心臓が飛びだした。もう駄目だ。逃げ道がない。ああ、神様仏様。この際新興宗教でも構わないので、なにか救いの手を。

　俺の願いは天に届いた。

　腕輪が急に、輝きだしたのだ。

「……あっ！」

　沙倉さんも怪け訝げんな顔をする。

「あら……ナツルさん、なにか光って……」

　天の助け、と思ったがそうじゃない。これ、男に戻る合図じゃないか。

　急いで周囲を見回す。沙倉さん以外誰だれもいない。明滅が速くなった。迷っている暇はない。

　俺は駆け出した。

「……ナツルさん！」

　沙倉さんが驚いている。うわあ、お詫わびする機会あるかなあ。

　階段を駆け下りて一階へ。外へ出ると芝生を走り、図書館へと向かう。なんとかして男子部まで行かないと。ここで男に戻ったらガードマンにとっつかまる。

　腕輪の光が俺の全身に及ぼうとしている。ひえっ、まだ女子部なのに。

　だが次の瞬間、発光は収まった。同時になんと銃声。

「なっ……」

　足下に穴が開く。俺はつんのめり、前転するように転がった。

　紅あか音ね!?　違う。この発砲音は猛犬女のものじゃない。はじめて聞くぞ。敵だ、敵のケンプファーだ。

　なおも銃声は続き、二発、三発と地面に着弾する。

　俺おれは仰あお向むけになった。木の上に誰だれかいる。セーラー服はかろうじて分かるが、顔は逆光になっていた。そいつが銃を構え、こっちを狙ねらっていた。

　発砲炎フラツシユハイダーが伸びる。俺はとっさに指先を敵に向けた。

　これでいいんだっけか、と思った途端、炎の球が出現した。俺の武器、魔法ツアウバーの発動。敵のケンプファーへすっ飛んでいく。

　命中する寸前、敵は飛び降りた。火球は梢こずえをへし折る。俺は身体からだを起こして、この場から離れる。

　手近な繁みに飛び込んだ。急いで視線を動かして確認。どこいきやがった、あの女。

　攻撃はない。でも油断はできん。どこかにいるはずだ。

　こいつは恐らく、先日の気配の主だ。あのときは様子見だったが、ここでは戦いを挑んできたってわけだ。

　向こうの出方を待つ。緊張感が背筋をひんやりとさせる。

　しかしそれ以上は、なにもなかった。

　本当に攻撃が止んでいた。うぬ、もうおしまいかよ。かくれんぼしてる俺が馬ば鹿かみたいじゃねえか。

　がさがさ言わせながら、繁みから出た。

「あの」

　わっ！　敵か!?

　振り返ると、そこにいたのは紅あか音ねだった。

「ナツルさん？」

「あ……驚いた。紅音ちゃんか」

「どうかしたんですか？」

　彼女は不思議そうにしている。俺は手短に、起こったことを説明した。

　沙さ倉くらさんのことも話すと、紅音の表情は露骨に不機嫌になった。それでも敵のことはびっくりしたみたいで、きょろきょろ見回していた。

「どこっ、どこなんですか敵は!?」

「いなくなった」

「……消えちゃったんですか？」

「うん。多分、紅音ちゃんを見たせいだと思うけど」

　もう気配もない。完全に姿をくらましたのは明らかだった。

「……どういうつもりなんでしょう」

「分からないけど、小こ手て調べじゃないかな。前が様子を見ただけだから、今度は少し戦った。だからあっさり引き上げたんだと思う」

「じゃあ、次は……」

　言われるまでもない。恐らく本番だろう。今度は手加減してくれるだろうか。

　頭が痛くなってきた。ただでさえ悩み事が多いのに、新しい敵かよ。

　紅あか音ねがぽつりと漏らす。

「でも敵ってことは……会長の仲間なんですよね」

「……そうだね」

　多分敵の腕輪は赤だ。でなけりゃ襲ってこない。雫しずくの命令でも受けたんだろう。

　ぞくぞくしてくる。こうなるとどうして俺おれを女子部に入れたのかも理解できる。校内で始末をつけるためだろう。密かに倒す気だ。雫相手に、俺と紅音の二人がかりで精一杯だったのに、もう一人増えるのか。

　もちろんこれは俺の予想。あの会長のことだ、他の理由があってもおかしくはない。

　頭痛がひどくなってきた。正露丸ないかな。あれは腹痛の薬だっけか。

「紅音ちゃんはなんで」

「……ナツルさんを追いかけてきたんです」

　ああそうか、沙さ倉くらさんに連れ去られたからな。

　チャイムの音がする。休み時間か。どこかに引きこもっていようかな。トイレとか。

「ナツルさん、男子部に戻るんですか？」

「んー……」

　それが問題だ。俺の変身能力はランダムである。いつ女になるか分からない上に、男に戻るタイミングも不明。男子部にいようと女子部にいようと、危険度に変わりがないのである。どっちにいようが、人生が綱渡りなのは同じ。

「男子部にいた方がいいんじゃ……」

「そうかな」

「ええ……」

「でも俺って今、女なんだよな。いつまでこの格好のままだか分からないし」

　すすっと寄ってくる紅音。

「で……でしたら、あたしが一緒にいます。沙倉さんよりは、事情を知ってますから……平気です」

　なにが平気なんだか不明だが、まったく知らない人よりはいいよな。こう見えて俺は人見知りをする。野の良ら猫に話しかけることすら躊ちゆう躇ちよするくらいだ。

「男の人に戻ったら、図書館まで行けばいいんです。あそこなら、男子部と共用ですし、その、沙倉さんも……こっ、来ないと思います……」

　顔が赤い。きっと俺のために、骨を折ってくれたためだろう。

　ぐっときた。俺おれのことを案じてくれている。変身後の紅あか音ねはトリガーハッピーで狂犬病だが、いつもはこんなに優しいのだ。

　だがしかし、沙さ倉くらさんのことが嫌いなのが難点だ。確かに女の俺に惚ほれているという変わったところがあるが、星せい鐵てつのアイドルであることは疑いのない事実。これはなんとかしなければ。

「分かったよ。一緒にいようか」

　紅音の表情が輝く。

「ちょうど休み時間だから、話をしよう。沙倉さんの素晴らしいところを教えてあげる」

「……」

「紅音ちゃんは沙倉さんのこと嫌いかもしれないけど、素敵な人なんだ。中学一年の時から全部、話すから」

　俺は中学時代から沙倉さんを知っているのだ。エピソードならウィキペディアを埋め尽くすくらい持っている。同性愛がなんだというのだ。いつか男の俺を好きになってもらわなければ。そのことも含めて、短い休み時間だけど、できる限り説明しようじゃないか。

　しかし紅音は、がっかりした表情でそっぽを向いた。とぼとぼと校舎に歩いていく。

「……あれ、紅音ちゃん？」

　振り向いてもくれない。いきなり耳が遠くなったんだろうか。

「……帰ります……」

「あの……一緒にいるって話は……？」

　聞いてくれなかった。一人で帰っていく。

「紅音ちゃん……？」

「……」

「おーい」

「……」

　高校二年生なのに、重度の健忘症になったのかもしれない。沙倉さんを嫌うくらいだ。病気を患うこともありうるだろう。

　俺はぽつんと取り残されながらも、彼女の健康を案ぜずにはいられなかった。




　そんで、俺は二年四組に戻った。紅音は先に帰っていたが、俺がなにを言おうと返事をしてくれなかった。む、病気は相当重いと見える。

　まだ女の姿なので、女子部で勉強する以外に選択肢はない。突然男に戻る危険は常にあるが、そうなったら祈るしかない。というか、今から祈っておく。なにとぞ、授業中に誓約の腕輪が光ったりしませんように。さっきみたいなのはごめんですので。

　でまあ、神様とやらは願いを聞き入れてくれて、つつがなく授業は終わり、それを何度か繰り返したわけなのだが。

　廊下側の扉から、じっと教室をのぞく影。

　一人二人ではない、十人、いや二十人だろうか。休み時間のたびにその数は増え続けていた。

　しかもその視線たるや、全すべてが俺おれに向いていたりする。

「ねえ、なにあれ」

　どういうわけだと思い、紅あか音ねに相談した。ちなみに俺の席は紅音の真横である。担任は「適当に」とか言ってたが、これも雫しずくの差し金だろうか。

「女の子が俺を見てるよ……」

「……」

　紅音は聞こえないらしい。ひどい病気だな。

「瀬せ能のうさん、見張られていますね」

「うぉっ」

　突然真後ろから囁ささやかれ、俺は跳び上がった。

　薄笑いを浮かべているのは委員長さんだった。

「あらやっぱり、男の子みたいなハスキーボイス」

「な……なに……」

「ご忠告してあげたの。あなた狙ねらわれてますよ」

　狙われる？　確かにケンプファーの俺は、常に危険に身をさらされている。「我常ニ戦場ニ在リ」と読み下し文で書きたくなるくらいだ。しかし委員長さんの台詞せりふは、いくらなんでもそのことじゃないだろう。

「女子部は楽しみが少ないの」

　なぜか足下から声がする。見ると、副委員長さんが寝っ転がっていた。なんの真ま似ねだと思ったら、猫みたいに、靴下に頰ほおをすりつけている。

「だから新しい人が来ると大変なの。しばらくその人の噂うわさで持ちきりになるわ。しかも美人だったら、ねえ」

「そんな馬ば鹿かな……」

「いいえ、ここはそういうところ」

「つまり瀬能さん、あなたは時の人なのです」

　真っ正面から言ってきたのは会計さんだ。何度見ても為替のディーラーみたいな顔をしている。大人っぽいというか、現実感がない。

「今ごろは二年生だけではなく、全学年に知れ渡っているでしょう。噂の美人がどんな人なのか、一度くらい見てみたいのはむしろ当然」

　俺はもう一度扉に目をやった。また増えている。

「あれは……俺おれ……わたし目当て？」

「そうです」

　三人が声を揃そろえた。

　娯楽が少ないというのは分かる。遊ぶ手段に事欠くのではなく、刺激が欲しいのだ。十代なんて楽しいことがいくらあっても足りない。でなけりゃ男子女子問わず、危険を冒して境界線を越えたりしない。東ひがし田だが写真を撮るのに血眼になっている理由もこれだ。

　しかしだな、娯楽の相手が俺なのはどういうことなのかと。

「今ごろは男子部まで噂うわさが広がってますよ」

「そうそう。生写真が出回ってるかも」

「ふふふのふ」

　実に楽しそうな三人だ。芸人でもないのに喜ばせるとは、俺にはお笑いの才能があるのかもしれん。

　だけど俺は、吉本や松竹芸能に所属するつもりはなかった。ケンプファーになっているだけでも一杯一杯なのだ。他の特徴は必要ない。

「そうは言ってもここから出られませんね」

「鮫に生肉を投げ込むようなもの」

「ふふふのふ」

　どうしてこんなに楽しそうなんだこいつら。

　まるでこれからのことを予期しているかのようだ。なんて腹の黒い女子生徒なのか。なに考えて生きてんだ。考えていないようにも思えるが、俺にとって災難なのは間違いない。

　休み時間終了のチャイムが鳴る。同時に、扉に貼はりついていた女の子たちは、潮が引くようにいなくなった。

　とりあえず、ほっと息をつく。

「安心しても無駄ですよ。瀬せ能のうさんのことは、みんな興味あるんですから」

「女の子だけじゃなくて」

「ふふふのふ」

　聞こえない聞こえない。実際は全部聞こえているけど聞こえない。

　俺の心は暗くなった。考えてみれば、人生においてここまで女の子に注目されたことなんてないから、喜んでもいいことではある。でもこんな注目はお断りなので、トータルで見ればマイナスだろう。

　というわけで貴重な休み時間は奪われた。返してくれ。

　次は国語。あの「ゲーム買お」と言い残していなくなった女教師の授業である。いつの間に戻ってきたのか知らないが、買えたんだろうか。

　この教師は実に面倒くさそうに、教科書片手に板書していた。

「……で、この去っていく奥さんを見守る旦だん那なさんは、いったいどんな気持ちでいるのか。誰だれかに答えて欲しいんだけど」

　教師の言葉に、クラスの女の子たちが一斉に顔を伏せた。馬ば鹿かみたいに黒板を眺めているのは俺おれだけ。

　にやりとする教師。

「ふっ。動きが鈍いわね。ではナツルちゃん！　答えなさい」

　うおっ、ちゃんづけかよ。教職の身分にあるものが、こんな態度でいいのか。

　女教師は腕組みをして、実にふてぶてしい。こいつはなにを考えているんだ。

「答えられなければ、次のテストは無条件で赤点にするわよ！」

「えっ!?」

「まあ、それはなしにしてあげてもいいわ。でもそのためには、先立つものが必要ね。具体的には賄わい賂ろ」

「ひ……ひでえ」

　これが教師か。どこの世界に、生徒に金を要求する担任がいるんだ。

「お金がないのよ。ゲームソフトとお酒を買ったら財布が空になったわ。酒税って超高いと思わない？」

　飲んだことないから知らねーよ。

　周囲の机からは「動きが鈍いからよ」「素人ね」との呟つぶやきが上がっている。いいよ素人で。金も払えないし。

「先生……」

「観念したのね」

「いえ、問題に答えたいんですが」

「間違えたら罰金よ」

　どうなってんだおい。

「払いたくなければ、なにか秘密を話しなさい」

「は……？」

「昔男に振られたとか、男に捨てられたとか、男に騙だまされたとか、そういうの。一週間は酒のつまみになるのが欲しいわね」

　ねーよ、といいたいところだが、実はある。男に振られたことではなく、ケンプファーなところだ。他に秘密らしい秘密はないが、これだけは最悪だ。

「どうしたの。早く話してくれないと、赤点よ」

　教師は己の勝ちを確信している。くそ。

「……ぐ」

　ここで喋しやべったらおしまいだ。変態の極みとしてさらし者である。ていうか、どうしてこんな目にあわなきゃならないんだ。雫しずくの阿あ呆ほうはどういうつもりで四組所属にしやがったんだ、やい。

「喋しやべりたくないならいいわ」

「……？」

「座りなさい」

　おお、さすがは先生だ。生徒を追いつめるような真ま似ねはしない。ゲームと酒が好きな駄目人間だと思っていたのだが、俺おれは誤解していた。きっと赤点も噓うそに違いない。

「ナツルちゃんの秘密のこと、もう他の娘に頼んじゃったのよね」

　担任の国語教師は教室の扉を思いっきり開けた。

「どーもー、新聞部でーっす！」

　満面の笑みを浮かべていたのは、ますみであった。

　やっぱり悪夢だ、このクラス。
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　俺はますみに連れ出された。授業中だというのにどうなっているんだ。こいつはさも当然というツラをしているし、クラスの連中も揃そろって手なんか振りやがった。担任教師はポケットになにか押し込めていたが、あれ札束じゃねーのか。

　俺は新聞部まで連れて行かれた。ますみのたわごとかと疑っていたが、本当に部員らしい。

「……なんで、新聞部なんか」

「わたし、部を掛け持ちしてるんでーす。二十ぐらい」

　資格取得マニアかこら。

　椅い子すに座らされる。前に元男子映画研究会の部室を使ったことがあった。あそこは大変貧乏くさかったが、女子新聞部は綺き麗れいだ。おまけに金がかかっているようで、機材が高価である。隅っこに転がっているカメラは確かニコンのＦなんとか。非常に高い。

　ますみはわくわく感を前面に出して、俺を見据えた。

「じゃあ取材に入りまーす！」

　拉致じゃなくて取材だったのか。はじめて知ったぜ。

「えーとこれは、復学生大追跡、謎なぞのベールに包まれた私生活を暴けって記事です。次の新聞に載せます。楽しみにしてくださいねー」

　楽しみになんかするか。俺のなにを暴くってんだ。プライバシーの侵害な上に、タイトルが捏ねつ造ぞうくさい。しかもますみは、自分のやってることを一ミリも疑っていないらしい。悪魔か。

「ずばり聞きますけど、ナツルさんのほかの人には言えない秘密ってなんですかー？」

　言えるかそんなの。あるけど、話したら秘密にならないだろ。

「もしかして、話したら秘密にならないだろうって思ってません？」

　超能力者かお前。

　ますみはにこにこしていた。にへらにへらかもしれないが、インタビュアーとしてはかなりよろしくない表情だ。なんつーか、心の奥底に黒いものを抱えているのがよく分かる。

「……別に……」

　とりあえず否定から入る。この手の人間に肯定したら最後である。

「復学したのはいつからですか」

「今日」

「えー？　前に、わたしと会ったじゃないですか。あのときもう学校にいたのに、なんで今日から復学したことになってるんですか」

「……」

　この女、変なところで頭が回りやがる。

　ますみの喋しやべっていることは事実だ。確かにあの段階では女子部に籍はない。なにしろ男のつもりだったんだから。いや、今も男の心は忘れてないけどね。

「じゃあ、ナツルさんはどうして休学していたんですか」

「……病気」

「なんて病気ですかー？」

「色々」

　としか言い様がない。病名のことなんて、考えもしなかったからだ。雫しずくもそこまで用意してくれなかったし。

「病名くらい教えてくださいよー。でないとあることないこと書いちゃいますよー？」

　変な汗が出てきた。どうせないことないことだろうが。ますみは東ひがし田だと同じ匂においがする。敵に回すと面倒くさいが、味方に回してもどうかという感じ。

「癌がん……じゃない」

　仕方ないので、適当なことを言う。

「肝炎でもない……赤せき痢りでもない……コレラでもない……糖とう尿によう病びようでもない……肺炎でもない……風邪もひいてない」

　じゃあなんだよと、俺おれが俺に訊ききたくなった。思い浮かんだ病名を並べて否定しただけで、意味は全くない。ついでながら、風邪をひいていないのも本当。ここ数年、無駄に健康である。

「なんでもないんですねー。ではもっとプライベートに突っ込みまーす」

　人のプライバシーは尊重する、という発想がないらしい。

「ナツルさんの趣味はなんですかー？」

　ないなあ。あえていえば、お笑い番組を見るくらいだが、ようするにテレビ鑑賞だしな。

「ぬいぐるみとか持ってません？」

「ある……」

　喋しやべるやつを一つ。

「あー、まさか臓物アニマルじゃないですよねー。あれってグロくてキモくて、とても女の子が買うものじゃないですよー」

「……」

「ハラキリトラとか、センスも狂ってますよー。あれ欲しがる人って、精神に病気してると思うんですよねー」

　俺おれが欲しかったわけじゃない、と言えば、こいつは納得してくれるだろうか。

　臓物アニマルへの評価はうなずけるところもある。実はほとんど同意なのだが、沙さ倉くらさんが好きなシリーズにけちをつけるのは、俺の誇りが許さなかった。気持ち悪いけど。

　ますみはしきりと鉛筆を動かしていた。ＩＣレコーダーくらいないのか。昔の新聞記者はメモ禁止が言い渡されても、ポケットの中にちびた鉛筆とメモ帳を忍ばせて、手を突っ込んで書いたというが、まさか真ま似ねしているわけではないだろう。

「じゃあ次の質問なんですけど」

　早く終わってくれないかなあ。

「付き合ってる人っていますかー？」

　げっ。

　いきなり「付き合っている人」ときたか。初めてのインタビューなんだから、穏やかに「好みのタイプは」くらいですませるもんだろう。インタビュイーを緊張させたいのか。

　いや違うな。こいつはただの好奇心から訊きいているに違いない。その証拠に、非常に楽しそうだ。汚れを知らない幼稚園児のような瞳ひとみをしてやがる。

「どうなんですか？」

　きらきらと目が輝いている。

「……別に」

　なるべく素っ気なく告げた。付き合っている人がいないのは本当だ。好きな人ならいるが、説明するのはややこしい。

「じゃあ告白されたことはー？」

「……」

　ある。だが素直に返答はできない。色んな意味で名誉に関わる。

「ふーん」

　ますみは不敵に笑っていた。ぬ。こいつもしかして、なにか知ってるのか。

「ナツルさんって、綺き麗れいですよねー。女の子にもてそうなタイプって感じー？　もしかして、女の子から告白されてません？」

「……」

　背中に汗が噴き出した。

　この女、妙に確信ありげだ。俺おれと沙さ倉くらさんのことは、紅あか音ねと雫しずく、それにぬいぐるみたち以外には、誰だれにも知られていないはずだ。なのにこの態度はなんだ。

　ただのはったりか。恐らくそうだろう。自分自身すらだますという、究極の噓うそつきなのか。

「どうなんですかー？」

「……なんのこと」

「ナツルさんが、女の子と一緒に歩いているところを、見たって人がいるんですけど」

　なんだと、と言おうとし、寸前で思いとどまった。それこそ噓だ。沙倉さんとのデートは誰にも見られていない。よく考えてみれば、女の俺が女の子と歩いても不自然ではない。ただ探っているだけだ。

「その女の子って、二年生らしいんですけど」

　はったり。これも。きっと。

「ナツルさんも二年ですよねー。クラスの人に知られたら、大変なんじゃないんですかー？」

　多分大変だ。委員長さんに副委員長さん、会計さんと揃そろって腹が黒そうだ。なにかと弱みを突いてきそうだし、担任に至っては露骨に金をせびりそう。味方は弱気モードの紅音だけときている。

　自分の運命の想像が容易につくが、だからと言ってぺらぺら喋しやべるのも賢くはない。

「……付き合ってる女の子とかいない」

「えー、そのハスキーボイスなら、絶対もてますよー」

「いないから」

「そうかなー。新聞部で、同性愛女の子特集とかするつもりなんですけど、協力してくださいよー」

　新聞は新聞でも、こいつのところはスポーツ新聞なのか。

　しかし同性愛特集とかおっぱじめて、どうするつもりなんだ。しかも俺の協力とかわけが分からん。謎なぞの復学生特集と同性愛特集が並んで載った日には、あっという間に有名人だ。

「今、星せい鐵てつで同性愛がブームなんですよー。百ゆ合りって言うんですけど、綺麗な女の子同士が変態に走るのがイケるんです」

「……ブーム？」

「新聞部発のブームです。百ゆ合りっぽい娘たちを十回連続で取り上げます。謎なぞの復学生のナツルさんのことは、三回連続で載せますからー」

　自分たちで作るのかよ。ひでえでっち上げだ。

　これはもう、どうあっても校内新聞に載るわけにはいかない。一面に載せられて、万が一ケンプファーのことがバレたらどうするんだ。ペナルティ……があるとは聞いていないが、パーマンだって正体がばれたらパーにさせられるのだ。なにかあってもおかしくない。臓物アニマルシリーズを一トンくらい買わされるとか。

　それに、俺おれが同性愛者というか百合だと思われるのもまずい。いや、沙さ倉くらさんはほっとするかもしれない。どっちだろう。

　ますみはまた鉛筆を動かす。

「答えてくれないならいいですよー。適当に記事を書きますから」

「捏ねつ造ぞうじゃ……」

「えー、わたしの書いた記事が真実になるんですよー」

　例によって瞳ひとみは純粋であり、自分のやってることを少しも疑っていない。

「じゃ、病気で長期療養中だったんだけど、ほてる身体からだをおさえきれずに復学したってことでいいですかー」

「よくない」

　いいわけあるか。なんだほてる身体って。女性週刊誌か。

「ナツルさんの秘密も実は百合だったってことにします。小学生のころから、並みいる美少女たちをばったばったとものにした伝説の女です」

　ばったばったって、どこの侍だよ。

「それで、星せい鐵てつ学院に入ってからは、年下、同級生、年上問わず食いまくってました。休学していたのも、商社のＯＬ三人に手を出したら、恨まれて刺された上に病気を移されたからです」

「……」

　俺は声も出なかった。ますみは一人でうなずきながら、メモを取っている。これ、インタビューじゃなくてただの創作活動じゃねえか。

「これでいいですねー」

「……」

「あれ？　不満ですかー」

　不満っていうか、びっくりしてるんだよ。今日女子部に来たばかりなのに、気がついたら謎の同性愛者だ。これも雫しずくの陰謀ってことにしたいくらいだ。

「じゃあそういうことで」

「ま……まった」

　俺おれは帰ろうとしたますみを引き留めた。

「あれ、まだ隠してることがあるんですか。心配しなくても、わたしが記事にしますから」

　そりゃお前が捏ねつ造ぞうするって意味だろう。そうじゃねえよ。

「……載せないで」

「なんでです？」

「なんでも」

　俺はなるべく声を張り上げないようにして、懇願した。男だとばれるのが一番まずい。

「でもわたしも記事がありますからー」

「お願い」

「えー」

　ぐぐぐ。なんで噓うそ記事を防ぐために頭を下げなきゃならないんだ。おかしいだろどう考えても。

「そうですねー」

　ますみはしばらく考える仕草をした。

「ナツルさんの本当の秘密と引き替えなら、記事を止めてもいいですよ」

「く……」

　なんて女だ。こんなことで駆け引きかよ。

　俺の反応を見て、ますみはにやにやしている。

「やっぱり秘密を持ってるんですねー」

　引っかかった。だけど自分の迂う闊かつさを罵ののしっているほど余裕がない。

「いや……秘密なんて……」

「どうします？　わたしはどっちでもいいんですけれどー」

　俺はどっちも良くなかった。承諾も地獄。拒絶も地獄。放ほうっておいても多分地獄。ろくな結果が待ちかまえていない。

「……」

「どうしたんですかー？」

「……」

　早くこの災厄が過ぎ去りますように。

「ふーん。なにも言わないつもりですかー。いいですよ、休学中に、病院の看護婦を食いまくった女子高生って記事にしますから」

　ひ、酷すぎる。喋しやべらなければ、ますみがしびれを切らすんじゃないかというもくろみもあったが、甘いなんてもんじゃない。

「嫌だったら喋ってください」

　ずいっと迫ってくる。可愛らしい顔立ちだが、収容所の女看守みたいに見える。

「さあ」

「……」

　進退窮まったその時。

　大きな音がして、新聞部のドアが開いた。

　入ってきたのは水み琴ことだった。その後ろには紅あか音ね。

　水琴はじろっと中を見ると、つかつかやってくる。

「ナツルさんですね。わたし、近こん堂どう水琴といいます」

　頭を下げた。そうか、女の俺おれとは初対面だった。

　水琴は一度挨あい拶さつすると、あっさり俺を無視した。

「ちょっと、ますみ」

　脅迫女子高生に呼びかける。あまり穏やかではない。

「なにしてんのよ、またデマ記事を書くつもりでしょう」

「えー、デマじゃないよ。話を少し膨らませるだけだし」

「それがデマなの。あんたがなにかするたびに、クラスの評判が悪くなるんだから」

　水琴はますみの腕を引っ張った。

「授業さぼっちゃ駄目。帰るよ」

「二年四組の先生に許可もらったよー」

「うちの担任は怒ってるの！」

　そう言いながら、さっさと連れて行く。ますみはなおも文句を言い続けていたが、その声も小さくなって消えた。

　俺はほっとして、肩から力が抜けた。

「……大丈夫ですか？」

　紅音が案じてくれる。

「まあね……なんで紅音ちゃんと水琴が？」

「ナツルさんが連れて行かれて……その、どうしようかと思ってたんです。きっと新聞部だろうと考えて来てみたら、近堂さんが」

「ふーん……たまたまなんだ」

「はい……。近堂さん、あたしに『手を貸してくれ』って言って、いきなりドアを」

　気が短い。水琴らしかった。

　タイミングがよかった。危うく俺が百ゆ合り女になるか正体がばれるかの瀬戸際だったのだから、あいつには感謝しなければならないだろう。はっきりと礼を言うと、それはそれでおかしなことになるので、心の中で謝意を示すことにする。

「あいつらどこ行ったかな」

「一年の教室だと思いますけど……」

　しばらく引きこもってくれるとありがたいんだけどな。なにしろこっちは女子部で、謎なぞのケンプファーに狙ねらわれたのだ。この上校内新聞で騒がれては、目立ってしょうがなくなる。

　紅あか音ねは心配そうにこっちを見ていた。俺おれはどうか身辺が静かでありますようにと、世界中の神々に祈った。
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「痛いよ水み琴こと、離して」

「うるさいな。ほら」

　水琴は手を離した。ますみは助かったとばかり、右腕を何度もさすった。

「水琴は女の子なのに、力が強いよー」

「調査の手伝いをしてると、自然とこうなっちゃうの」

「もう少しでうまくいきそうだったのに」

「追いつめてどうすんのよ」

　水琴はぱんぱんと手を叩たたく。

「でもあのナツルって人、はじめて見たけどすごい綺き麗れいね」

「でしょ。本気で新聞に載せようとしたんだから」

「でもフルネームが瀬せ能のうナツルなんてできすぎよ。わたしの幼なじみと同じなんて」

「男子部の瀬能ナツルさんって、もっと冴さえないよねー」

「うるさいな。たまには冴えんのよ」

「だけど男子のナツルさんとは、関係ないんじゃない？　名前が一緒なだけで」

「そうかもしれないけど……なんか変な気もすんの。どうしてナツルなんて名乗ってんのか……」

　ますみは不思議そうにしていたが、やがて手を叩いた。

「あー。水琴は気に入らないのかー」

「変なこと言わないで」

「女のナツルさんと男のナツルさんがちょっとあれな関係だったら、幼なじみとしては面白くないもんねー」

「そんなこと全然関係ないわよ。わたしはただ、あのナツルって女のことが知りたいだけなんだから！」

「ふーん」

「信じなさいよ。あの女の正体に興味があるの。それだけ」

「はいはい」

　ますみはまともに取り合わない。水み琴ことは「ううう……」と犬みたいにうなっていた。

「そんなことより、ますみも正体暴くのに協力しなさいよ」

「分かってるって」

「あの女……何者なんだか突き止めてやるんだから」

　水琴はそう呟つぶやくと、力を込めて、両手をぎゅっと握った。












第三章







　昨日はあれっきり、何事もなく過ぎた。平穏無事とはありがたいもので、女であるという一点だけを除けばストレスなく授業を終わらせることができた。

　授業以外では相変わらず、大半の好奇心が俺おれに集中していたが、きつい追及はなかった。沙さ倉くらさんの「面倒を見るよう言われてる」が利いたのかもしれない。帰りのホームルームでは担任が「酒代もっと欲しい」と露骨に賄わい賂ろを要求していたものの、これは俺が無視した。

　女の姿でいることも、いつ変身が解けるか分からなかったが、一応寝るまでそのままだった。ただし朝起きたら男になっていた。このことをハラキリトラに聞いたところ、

「興奮や緊張状態ではなくなると、元に戻りやすくなりますね」

　との返事。なるほど。

「授業中に居眠りしないでください。変身が解けるかもしれません」

「でも寝るまで解けなかったってことは、だんだん経験が積まれてきたって考えていいのか？」

「どうでしょう。一般のケンプファーより早いのは確かですが」

　詳しいことはこいつにも分からないらしい。もしかしたら、知っていても教えないだけかもしれないが。

　ハラキリトラは、短い前足でアイパッチをこりこり搔かいていた。

「ところで、あの女性が来ませんね」

「んあ？」

「水み琴ことさんでしたっけ。あの元気な人」

「そういやそうだな」

　毎日来られてもそれはそれで困るから、いないのは別にいい。しかしあれだけ「起こす」と断言したのにいないのは、ちと寂しいな。

　仕方ないので一人で朝食をとった。豪華だったのは昨日だけで、今日はパンとジャム。あとティーバッグの日本茶。貧弱だ。

　一人で登校する途中、つらつらと考える。ああいう「朝起きたら食事が」という状態に一度慣れると、ないのが非常に物足りなく感じられる。まだ一日しか味わっていないが、それだけで白いご飯が食べたくなったくらいだ。別に水琴個人にこだわるわけじゃないのだが、あると嬉うれしい。

　希望としては沙倉さんに作ってもらいたいが、そうすると俺が嬉しくて死んでしまうかもしれない。いや、一口だけでも食べてから死にたいな。

　まず来てもらわないことには話にならないのだが、可能性は限りなくゼロに等しい。女の俺おれならゼロパーセントではなくなるが、こっちの気持ちが複雑だ。

　いい方法があったら知りたい。なんて思いながら星せい鐵てつ学院に到着したが、教室に入った途端そんな感情はぶっ飛んだ。

　クラスメートたちが熱心に二つ折りのペーパーを読んでいたのだ。ちなみに男子部二年四組ね。

　俺は東ひがし田だをつついた。

「おい。なんだありゃ。みんなで下向いて」

　東田も読んでおり、面倒くさそうに顔を上げた。

「遅いなお前」

「目覚ましが壊れて代わりがないんだよ。どうしたんだ」

「もらわなかったのか、これ」

　こいつが読んでいたのは校内新聞だった。なんか大きく号外とかハンコが押してある。

「それがどうした」

「読んでみろって」

　一いち瞥べつし、直後に俺は腰を抜かしそうになった。

　そこには「女子部謎なぞの復学生　百ゆ合り疑惑」なんて書いてあったのだ。

　俺は卒倒するのをなんとか堪え、死にそうな思いで目を通した。記事では「女子部二年に復学してきたＮ・Ｓさん」は大変な美人だが男っ気がなく、「もしや男嫌いではないかと思い本紙突撃取材班がインタビューを試みた」ところ、「百合であることを匂におわした」とある。ご丁寧に「百合とは女性同士の恋愛の一種」と解説までしてあった。

　しかもこのインタビューたるや噓うそばっかりで、「Ｎ・Ｓさんが照れながらも赤裸々に告白」とある。これはまあ我慢できるとしても、「女として生まれたのを後悔したくないから」とか「可愛い娘を見るとたまらなくなる」とか「入院中も患者や看護婦を手当たり次第に」とか滅め茶ちや苦く茶ちやだ。同性愛って言葉は一度も使われていないが、男にまるで興味がないことにされている。そもそもこんなこと答えてないしな。

「すごい女の子が復学してきたな」

　さすがの東田も驚いていた。

「女子校ってのは、少しはこういうのがあるらしいんだが、ここまで露骨で大胆なのは聞いたことがないぞ。カミングアウトするなんて度胸がある。こんなことまでインタビューする新聞部もすごい」

「……これ女子部の新聞だろ。なんでみんな持ってんだ」

「校門前でゲリラ的に配っていたんだ。教師が目をつけたらすぐにいなくなった。大半はコピーして読んでるんだが、元を持っていたらプレミアもんだ」

　あらためて新聞を眺めると、女になった俺おれの写真まで載っている。黒い目隠しこそあるが、こんなのいつ撮ったんだ。

「目は分からないが、美人だろ」

　東ひがし田だは感心している。それから声を潜めた。

「なあナツル、俺はこの娘を知ってるんだ」

「……」

　この馬ば鹿かたれは、どこかの国のスパイみたいに声を低くする。

「前に、ヤンキーをぶっ飛ばした女の子を見たって言ったろ。この娘なんだ」

「ふーん……」

「まさか百ゆ合りとはな。声をかけてものらなかったわけだ」

　東田は悔しがった。アホ。おめえのナンパに引っかかる方が珍しいんだよ。

　とりあえずこいつは置いておくとして、俺にとっては深刻なんてレベルではなくなった。恐らく、全すべての男子と女子がこれを読んでいるはずだ。すっかりマイナス方向への有名人である。これじゃケンプファーになるのはほとんど不可能だ。女になった途端に囲まれる。

　ケンプファーにならなくていいのは、気が楽になるのと同義だが、ランダムで変身することもあるんだからやっかいだ。ここまで困難に見舞われるなんて、先祖に連続殺人鬼でもいたのかな。












　すでにクラスメートたちは「謎なぞの百ゆ合り転校生」について議論をしている。興味がないふりをして聞いていると、「いずれ女子部の生徒全員が食われる」との結論になっていた。うわあ。

　こうしてはいられない。俺おれは時計を確認した。まだ授業までは間がある。鞄かばんを机の上に放ほうり投げた。

「瀬せ能のう、どこ行くんだ」

「図書館」

　いつから真人間になったんだ、との東ひがし田だの台詞せりふを無視し、俺は廊下を駆けた。




　なんかもう困ったときの図書館だが、他に味方がいないんだから仕方がない。ケンプファー仲間の紅あか音ねを頼るしかないのだ。

　ところがなんと、紅音はいなかった。

　これまた地味そうな一年生がカウンターにいたので聞いてみると、

「今日は来てませんけど」

「え……当番じゃないの？」

「いえ、紅音さんの番なんですけど、休んでるんです」

「学校には来てるのかな」

「分かりません」

　教えてくれたその娘は、「私も授業がありますから」と言って去ってしまった。

　俺は途方に暮れた。唯一の味方と連絡が取れないのは非常にまずい。なにしろ今の俺はやっかいな立場だ。相談相手すらいないと不安になる。

　気分が沈んだ、と思ったら背中を叩たたかれた。

「ナーツル」

　背後には、水み琴ことがいた。

「なにやってんのよ暗いなあ。無駄に健康なんだから、しゃんとしなよ」

「色々事情があんだよ」

「本当に顔色悪いよ。風邪？」

「違うよ」

　なんだか心配そうにしてるが、風邪じゃねえ。心労だ。

「ならいいけど……。暖かくして寝なよ。今年の風邪は治りが遅いって聞いたから」

「ほっとけ。なんで図書館にいんだよ」

「なによ……ここにいたらナツルに会えるって思ったの」

「俺に？　なんか用あったか？」

「こっち」

　水み琴ことは俺おれの腕を摑つかんだ。こいつは相手が男でも、平気で摑んだり触ったりする。俺はさすがに慣れているが、うぶなやつにもそうするのはやめろ。

　図書館の奥まった、目立たない場所に連れて行かれた。

「あのさ、女子新聞部の号外、見た？」

「ああ。コピーだけどな」

　そのことで頭を痛めているんだ。

　水琴は不敵に笑った。

「あれ、ますみが仕掛けたんだ。けしかけたのはわたし」

「お前かよ！」

　場所柄もあるので、俺は控えめに驚いた。ますみが犯人なのは分かっていたが、裏にはこいつがいたのか。

「ちょっとね、謎なぞの女の子をつつこうと思って」

「なんでそんなことすんだ」

「だって怪しいと思わない？」

　水琴は言葉に力を込めていた。

「今まで病気休学してたのに、いきなり復学してきて名前がナツルだよ。びっくりするじゃん」

　そうだろうな。立場が変われば俺だって仰天するよ。実は立場が変わらなくてもそうで、当事者なのに衝撃が抜けていないんだ。

「しかも知ってる？　姓は瀬せ能のうなんだって。あんたと同じだよ」

「どこで名字まで知ったんだ？」

「二年四組の人が言い回っているよ。委員長みたいな女の子」

　あいつか。

　この分だと、俺の姓名は女子部全員に知れ渡っているだろう。男子部まで知られるのも時間の問題だ。

　胃が痛くなってきた。ケンプファーになってからというもの、頭痛だの胃痛だのの疾患に悩まされている。今に腰まで痛くなりそうだ。

　渋い顔をして腹を押える俺を、水琴がきょとんとした顔で見ている。

「……ねえ、びっくりしないの」

「なにが」

「女の瀬能ナツルがいたってこと。あんたと同じ名字と名前なんだよ。なんでそんなに他ひ人とごとなの」

　そういえばそうだ。ここはもう少し驚かないと不自然だろう。

「すっげー、そんなやつがいたんだ。超びっくり」

「……なにそれ」

「驚いたんだよ」

「わけ分かんない」

「お前がさあ、ナツルって女子がいるって教えてくれてただろ。今さら名字まで同じでも、驚かねえよ」

「そうだけどねえ……」

　なにやら不満そうだ。むむむ。こいつは勘が鋭いから、下手なことをしてるとバレるかもしれない。話題を終わらせてごまかすことにした。

「で、用が終わったんなら俺おれは帰るぞ」

「まだあんの」

　水み琴ことがぐいっと顔を近づける。

「その女ナツルのことだけど、読んだでしょ、百ゆ合り疑惑」

「……らしいな」

「ますみは疑惑って書いたんだけど、あれ本当なんだって」

　いや、デマだ。

「インタビューの間中、ますみにそのことばっかり話してたんだって。病院の看護婦と患者だけじゃなくて、近所の女子大生にも手をつけたって自慢したらしいよ」

「…………」

　してねえよ。なんだ女子大生って。俺はそんなにまめじゃねえぞ。大体あれはインタビューっていうより、脅迫だったんだ。真実は隠されているんだよおい。

　もっとも、俺の意見は言葉にできない。本当のことを喋しやべれないってつらいな。

「百合どころかレズ女でしょあれ。だから正体を暴こうと思って」

「……正体ったって、犯罪者じゃないんだろ。個人の趣味じゃねえか」

「限度ってもんがあんでしょ。手当たり次第じゃたまんないわよ」

「別にいいじゃねえか」

「星せい鐵てつ学院女子生徒の貞操と名誉がかかってるの」

「そのナツルさんとやらにも名誉はあるだろ」

　言いながら、なんで自分自身をこんな形でかばわなきゃならんのだと情けなくなった。俺に同性愛の趣味はない。噓うその性癖を押しつけられた上、必死になって弁護している。わけが分からん。

「そりゃね、隠れてやってるなら構わないわよ。でも新聞でおおっぴらに言われたら、近所にまで噂うわさが立って、百合学校とかレズ学校なんて陰口叩たたかれるわよ」

「でもなあ、本当は普通の女の子で、記事が噓かもしれないぞ」

　それを聞いた水み琴ことは、ふむと腕を組む。

「そうなのよね。わたしも煽あおってってますみに頼んだけど、こう極端なネタが出てくるとは思ってなかったわ」

「だろ。普通に男が好きな女の子だよ、きっと」

　本当はこれも変なんだけどな。

「それならそれで、やっぱり調べないと。本当かどうか」

「そういうのは、生徒会か風紀委員の役目だろ」

「あいつらがなんにもしないから、わたしたち生徒がやんなきゃなんないの」

　水琴は断言した。こいつ、盗掘まがいの仕事を手伝っているくせに、なんでこんなとこで正義感を発揮するんだ。

「それに、あんたと同じ名前の女がいるってのが気に入らないの。そいつが美人だってのも」

「なんで」

　水琴はしばらく俺おれをにらみ、「うー」とうなる。

「……なんでもよ」

　どうもこの手の女の言うことは、まったく分からない。





　　○






　授業があるので、俺は図書館から速攻でクラスに戻った。だがギリギリで遅刻となり、物理の教師に説教された。水琴がどうなったのかは知らない。

　物理の教師は神経質そうな男で、くどくど俺に注意した上に、「ずぼらなことばかりしてると、大人になっても酒とゲームにしか興味のない人間になるから気をつけろ」と駄目を押した。誰だれのこと言ってんだろうね。

　肝心の授業は眠くてしょうがなく、ニュートンだかニュージーランドだかが出てきたところで見事にダウン。夜明けの校庭を走り回る夢を見た。あとで聞くと、クラスの半数以上が眠りこけていたとのこと。誰か一人が寝ると連鎖で寝るのが四組の特徴で、どうやら俺が引き金を引いたらしい。

　休み時間。クラスで話題に上っていたのは、もちろん「校内新聞を騒がせる謎なぞの女子生徒」のことだった。

　ここまで広がると、噂うわさ好きは女も男も変わらない。女子部の俺は大変な同性愛者にされており、「小学生を食った」「女教師を食った」「入院は偽りで、宝塚音楽学校に入っており、酒池肉林だった」などとされている。こういうネタは誰が考え出すんだ。

　アホの筆頭東ひがし田だは、もちろん話題の中心だった。「新聞記事になる前から彼女を知っていた」のが自慢のようだ。いるよなこういうやつ。音楽でもマンガでもアニメでも、誰だれよりも早く目をつけていたといばるの。

　東田は俺おれを見るなり手招きをした。

「おいナツル、お前も話に加われよ」

「いいよ」

　俺は手をひらひらさせて断った。なんで自分の話を、しかも噓うそなのに聞かなきゃならねえんだ。

「そう言うな。お前も美少女研究会特別顧問なんだから、アンテナは立てとけよ」

　いつの間にそんな役職に。

「だから来いって。今あの娘の私生活について議論してるんだ。ベッドテクニックで言うことをきかせた美少女十人にかしずかれているってことで、まとまりつつある」

　ひでえまとめだ。

　俺は渋々輪に加わった。噂うわさの変質が早すぎる。このままだと俺は、日本史上に残る同性愛者になってしまいそうだ。

「よし。特別顧問が入れば、怖いものはない」

「なに言ってんだ」

　東田はこいつなりに真剣だった。

「前にな、謎なぞの女の子の写真を撮り損ねた話はしたろ」

「そうだっけ」

　当事者なんでもちろん知っていたが、とぼけた。

「そうなんだ。だけど噂の美少女だ、なんとしても手に入れたい。それがありゃ、非合法部活動の中でも、美少女研究会の格が上がる」

「おとなしくしてりゃいいのに……」

「そうもいかない。美少女研究会は俺の代でここまで大きくしたんだ。ともかく、ナツルの協力が必要だ」

「なんで俺なんだ」

「お前、女子部に知り合いがいるだろ。図書館の女の子とか、水み琴ことちゃんとか」

「沙さ倉くらさんも知ってるぞ」

「あの人は別格だ。お前と知り合いなんて誰も認めてないから。とにかく例の女の子の写真が欲しい。女子部に連絡して、撮ってくれるよう頼んでくれ」

「面倒くさいことを」

「みんな喜ぶんだ」

「えー……」

　眉まゆをひそめた。頼む頼まない以前に、俺おれ自身のことである。女の姿になると美少女なのはかくいう俺も認めるところだが、写真までいくと気持ちが悪い。しかも東ひがし田だの手に渡るなんて、想像するだけでキモさ二倍だ。

「気が進まねえ」

「そういうな。俺は最近、学校側からマークされている。うかつには動けない」

　本当なら自分でやりたいんだと語る東田は、いかにも悔しそうだった。

　こいつみたいに男女関係プラス金まで絡むと、学校側の監視は厳しくなる。見つかった場合、良くて停学。悪けりゃ留年だ。生徒会は見逃しているみたいだが、単に雫しずくの中では小物なんだろう。

「ナツルならできる」

「意味分からねえ。押しつけじゃねえか」

「報酬は考えてあるぞ。沙さ倉くらさんの生写真だ」

「なに」

　沙倉さんと聞くとつい反応してしまうのが、俺の悪い癖だ。

「い、いつの間に」

「美少女研究会を侮ってもらっちゃ困る。デジカメじゃないぞ。一眼レフを使ってフィルムで撮った一品だ。ナツルにやる。焼き増しも可だ。どうだ」

「む……」

　悩ましい話だ。沙倉さんと来た日には断れないが、状況が状況なだけに、うかうかとのれない。後先考えずに引き受けてもいいが、ちょっと間抜けだ。

「……それだけじゃちょっとな。写真だけで女子部の子と連絡とるのはごめんだ。他になんかネタくれ」

　断るための難癖のつもりだったが、意外なことに東田はのってきた。

「たいしたものはないが、女子部で騒ぎがあったらしいぞ」

「またかよ。どうせ前みたいに、図書館で喧けん嘩かとかそんなのだろ」

　これは俺も一枚嚙かんでいるんだが。

「違うって。やっぱりいさかいなんだが、変わってんだ。女の子が二人、女子部の敷地内を走りながら喧嘩してる」

「元気だな」

「それがな、銃声までしたらしい」

「なんだと!?」

　つい大声が出た。

「今、銃って言ったな!?」

　東田は自分でも信じていないらしく、むしろ俺の反応に驚いていた。

「騒ぐのも無理はない。でも女子部で銃撃戦なんて変だろ。だから噂うわさ。ガセに近いな」

「いつだ。前の話か？」

「今朝だよ。案外現在進行形かもな」

　だとしたらちょいとやばい。これはひょっとしたらひょっとする。女子部で銃を使うなんて、心当たりは二人しかいないのだ。

「東ひがし田だ、女子部への侵入方法を教えてくれ」

「は？　前にも言ったろ。当分教えられねえって」

「写真のことなら引き受ける。水み琴ことの写真もなんとかしてやる」

「本当か？」

「噓うそは言わない」

　言うときもあるが、今は本気だった。

　東田はしばらく喋しやべらず、熟考していた。

「分かった。一つだけ教えよう。その代わり、謎なぞの女の子の写真は絶対だぞ」

「任せておけ。確実に撮ってやる」

　なにしろ俺おれ自身だからな。
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　紅あか音ねが休んでいるというのが気になった。そんで銃声がしたってことは、結論は一つだ。

　東田に教えてもらった女子部への侵入方法は、塀越えだった。男子部と女子部の境界線上には塀が続いており、上は鉄条網になっているのだが、そこを越えるのだ。通常なら痛いし監視が厳しいので断念するが、方法はあると言う。

「男子部校舎の東側に行け。二階から三階に上る階段の踊り場の窓を開けるんだ」

　と東田は指示した。

「そこの窓が、女子部への最短距離なんだ。鉄条網がよく見える」

「開けただけじゃどうにもならねえだろ」

「近くの用具入れに折りたたみ式のハシゴが隠してあるから、窓から塀まで渡すんだ。それを伝ってくれ。いつ行く？」

「すぐ」

「警備のパトロールが通過するのは……十分後だ。急げ」

　言われるまでもない。ついでに「写真、忘れないでくれ」と念を押された。なるべく覚えておくようにする。

　駆け足で東側の階段へ。東ひがし田だの言ったとおり、用具入れにハシゴがあった。踊り場の窓を開ける。なるほど、ここからなら近い。それにしても、非合法部活動の連中は、よくこんなの見つけるなあ。

　俺おれは急いで、窓からハシゴを渡した。鉄条網の上に直接乗せたので不安定だが、仕方ない。

　みしみし音を立てるハシゴを慎重に、多少びびりながら渡る。女子部の敷地に飛び降りたときは、安あん堵どのため息が出た。

　女子部に到着してから気づいたが、ハシゴを回収する方法がない。発見されるのは時間の問題だから、また侵入ルートが一つ減る。東田は今ごろ大あわてだろうか。

　そんなことはいい。俺は警備員に見つからないよう腰を低くして歩き回った。

　どこで銃声がしたかは聞かなかった。噂うわさレベルだから、恐らく不明だろう。むしろ問題は、今でも続いているかどうかだ。

　腰の高さまで刈り取られた繁みに身を潜めた。女子部一年と二年の校舎の間は、まるで公園のように整備がされている。学校生活にも憩いが必要だから造ったらしいが、じゃあ男子部はどうなるんだ。この間校舎の真ん前に、壊れた自転車が放置されてたぞ。

　動かずに耳を澄ます。銃声どころか、物音もしない。

　こりゃ勘違いしたか、と思った瞬間、上からなんか降ってきた。

「いてえっ！」

　降ってきたものは、俺にぶつかって悲鳴まであげた。しかもこの落下物、銃まで突きつけてくる。

「邪魔だ馬ば鹿か！　この忙しいのに手間かけやがって、穴だらけにしてやるぞ！　死ね！」

　ケンプファーとなった紅あか音ねだった。同時に俺の腕輪にも変化が生じ、身体からだが女となった。

　紅音は引き金に指をかけている。

「待て、撃つな！」

「あん……ナツルかよ」

　紅音は舌打ちをした。撃てなかったのが残念だったらしい。

「なにしてんだ」

「こっちの台詞せりふだ。銃声がしたって聞いたんで飛んできた」

「奇特な野郎だ。追われてんだよ」

「やっぱ敵のケンプファーか。人数は」

「一人。銃ゲヴエアーを使う」

「前に俺が戦ったやつか……？」

「多分」

　俺は繁みから顔を出した。見える範囲に敵の姿はない。

「紅あか音ね。お前朝から戦ってんのか」

「まあな。学校ついたら襲われた。派手に撃ちあったせいで警備員がすっ飛んできたよ。警察呼ばれる寸前だったぜ。あとは隠れんぼしながら神経戦だ」

「どんなやつだ」

「背の低い女。顔は分かんね」

　ぱしっと音がして、眼前の木の葉が弾はじけた。

「狙ねらってやがる」

「闇やみ雲くもに撃ってんのかな」

「目星はついてるみたいだな」

　紅音は自分の拳けん銃じゆうを構えた。

「二人がかりなら、隠れんぼすることもねえや。ぶっ殺そう」

　こいつは隠れるなんて性に合わない。ストレスが溜たまったんだろう。

「敵はどこにいるんだよ」

「出りゃあ分かる！」

　紅音は飛びだした。あんまり騒ぐと学校側にバレる、なんてのは頭にないんだろう。発砲にためらいはなかった。

　敵も姿を見せた。紅音の前方右。なるほど、確かに背が低い。前に俺おれと戦った女だ。












　そいつは身体からだに似合わないくらい大きな拳けん銃じゆうを持っていた。真っ黒な銃口が、俺おれに向く。

「なんだ!?」

　炎が伸びる。紅あか音ねではなく、俺を狙ねらってやがる。銃弾は見事に身体をかすめた。

　やりやがったな。俺は腕を伸ばすと、指先に力を込める。魔法ツアウバーが発動し、紫色の炎が塊になって、敵に襲いかかった。

　敵の女は炎に巻かれ……なかった。寸前でかわすと地面を蹴ける。勢いそのまま、こっちへ突っ込んできた。

「なっ……」

　幼い顔立ちが俺に迫る。銃を構えたまま、のしかかってきた。

　俺は押されて倒れそうになったが、なんとか踏ん張った。だが尻しり餅もちをついたようになり、敵は心臓に銃口を突きつけている。

　撃ってはこない。俺も右手の先をこいつの首筋に当てているのだ。

「…………」

　女は地味で幼い顔立ちだが、目つきだけは鋭かった。

「お前がナツルか」

　声まで鋭さがある。

「だったらどうした」

「お前らと戦っている暇はない。邪魔をするな。目障りだ」

「目障り……なんだと？」

「最後の警告だ。うろうろするな」

　女が銃を引く。

「ナツルっ！」

　別方面から銃声。紅音が乱射していた。

「ちっ」

　女は小声で罵ののしると、俺を踏み台にして繁みを飛び越えた。そのまま後ろに目もくれず走っていく。

　あっという間に見えなくなった。

「あー、逃がしちめえやがった」

　紅音が文句を言う。相手は当然俺。

「てめえがもう少ししっかりしてりゃあ、あん畜生をぶっ殺せたんだ。命を助けられて、情でも移ったか」

「馬ば鹿か言ってんな。俺たちと戦う暇がないんだと」

「なんだと。あいつが言ったのか」

「ああ。なんか忙しいみたいだぜ」

　紅あか音ねは激昂した。こいつはなめられるのをなによりも嫌う。

「ふざけやがって！　ナツルはいいが、あたしにそんな口叩たたくたあいい度胸だ。今度見つけたら蜂はちの巣にしてやる！」

　俺おれはいいのか。

　ともかく、見逃されたらしい。ケンプファーになってから日が浅いので、まだまだ戦闘は不得手だ。本気で戦ったら負けていたかもしれない。くそ。

　なんで手を抜いたのかは不明。あの生徒会長の仲間なら、もっと非情に徹しそうだし、目つきも尋常ではなかったんだが。

「無様ね」

　別方向から声。紅音じゃあない。氷のように透き通り、尖とがっている。

　生徒会長の雫しずくがそこにいた。

「てめえ……！」

　紅音がとっさに銃を構える。雫の短剣は切っ先を向けて、牽けん制せいする。

「戦闘を見てたけど、まだ素人の域を出ないわ。もっと工夫が必要ね」

「ミスったのはナツルだ。あたしじゃねえ」

「あら、瀬せ能のう君のフォローをするのも相棒の役割じゃなくて？」

「く……」

　紅音は誰だれが見ても分かるくらい頭に血を上らせていたが、発砲はしなかった。二言三言文句を言うと、肩をいからせ立ち去っていく。

「瀬能君」

　雫はこっちを向いた。

「なんのために女子部の生徒証を発行したと思っているの。もう少しちゃんと働いてもらわないと」

「え？」

　俺はつい聞き返した。

「なんだ働くって」

「言葉通りよ。日本語分かるでしょう」

「そうじゃなくて、さっきのケンプファーは腕輪が赤かった。会長の仲間だろう。ちゃんと働くって、倒すって意味だぞ」

「そうね」

「仲間を俺たちが倒していいのか」

「それは私からは言えないわ」

　雫は短剣をしまった。一瞬だけ長髪が輝く。ケンプファーから元に戻ったんだろう。

「まだ授業中よ。今からでも遅くないから、出なさい」

「この格好で、戻れっていうのかよ」

「男子部じゃないわ。女子部よ」

　またそんなことを言う。そうまでして俺おれを女にしたいんだろうか。

「注目の的がいないと、女の子たちは退屈するのよ」

　にこりともせずに、雫しずくは言った。

　こんな発言ができるのも、他ひ人とごとだからに違いない。
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　そういやあ、東ひがし田だに写真渡さなきゃならないんだよなあ、と思い出したのは、女子部二年四組の教室に入る直前だった。あいつが女の子の写真で失念なんてあり得ないから、顔を合わせるたびにせっついてくるだろう。近いうちになんとかしないと。

　遅刻を詫わびて、教室に入る。日本史の教師は早く座れと言っただけで咎とがめなかった。

　紅あか音ねはすでに着席している。俺よりも早く戻ってきたようだ。

　鞄かばんの中（いつ女になるか分からないので、鞄を机にかけっぱなしにしていた）から教科書を出す。あとノートと筆記用具。

　準備している間中、全身がちくちくした。クラス全員の視線が、噂うわさの百ゆ合り生徒こと俺に集中している。

　少し前まで戦っていて殺気には敏感なのにこの視線。気持ち悪いなんてもんじゃない。どれもこれもますみのせいである。これからは女を恨んで生きよう。

　日本史の教師はぼそぼそ話していて、さっぱり聞き取れない。動きもぎこちないんだが、動力源はゼンマイなのか。

「……悩んでますね」

　真後ろから話しかけられた。振り向くまでもなく、アナウンサーみたいな喋しやべり口は委員長さんだ。

「噂の瀬せ能のうさんも、さすがに注目を集めすぎましたね」

「……」

「その方が嬉うれしいですか？」

　返答に困ったので、無難なことを言うようにした。

「……授業中」

「あの先生は耳が遠いので平気。それより用心した方がいいんじゃないかしら」

「……なに？」

「ナツルさんは狙ねらわれています」

　さっき襲われたよ、と心の中で返事をしたが、どうも違うらしい。

「そう。あんな記事が出た以上、女子部のオモチャ……いや有名人。逃れられないわよ、うふふ」

　左後ろからの声は副委員長さんだ。俺おれの近くに席があったのか。

「星せい鐵てつ学院女子は、噂うわさを食べて生きてんの。瀬せ能のうさんはここ数年で一番のヒット。すごいすごい」

「そうです。この災厄から逃れたければ、悪魔も裸足で逃げだす壺つぼを」

　商売のネタにしようとしているのは会計さんだ。この娘の席は一番前のはずなのに、なんで俺まで聞こえてくるのか。

　もちろん壺を買う気はない。ついでに、委員長さんと副委員長さんの会話にのるつもりもない。あんな記事の直後なんだから事実を語っているとは思うが、せめて授業中くらい平穏でいたいのだ。勉強嫌いなのにこんなことになるなんて、人生とは不可思議だ。

「聞こえないふりをしても無駄」

「そうそう。みんな瀬能さんを待ってんだから」

「壺の代わりに掛け軸でも」

　いらないってのに。

　俺のことに関しては、委員長さんと副委員長さんの言うとおりだった。すぐにそのことを身に染みて知るようになった。




　次の授業は国語。担任の女教師の受け持ちである。が。

　適当に教室の外で暇を潰つぶした俺が出くわしたのは、戦地からの帰還兵を迎えるような騒動だった。

「きゃー、瀬能さん！」

「素敵ー！」

「抱いてー！」

　中にいた女の子のうち、約半分が押し寄せてきた。残りは見守っている。よく見てみると、クラスの女の子の大半は遠くから観察しており、俺に迫っているのは知らない娘ばかりだった。クラスメートたちの視線は妬そねみや呆あきれではなく、なんだか企みごとがあるような感じだ。

　例によってもみくちゃになるところだったが、誰だれかが手を叩たたいてパニックになるのを防いだ。

「はーい、そのへんでおしまいです」

「瀬能さんは四組の共有財産でーす」

「お触りは千円からですので」

　委員長さん、副委員長さん、会計さんであった。早くも俺を商売道具にするつもりらしい。共有財産ってなに。

　こんなの放置して担任はなにしてんだと思ったら、いつの間にやらやってきていて、教卓に腰かけてゲームの攻略本を読んでいた。ひでえ。教育現場の荒廃だ。訴えるぞ。

「さあ瀬せ能のうさんこっちへ」

「そこの席が空いてるよ」

「どうぞどうぞ」

　空いてるって、元から俺おれの席じゃねえか。座るけどさ。

　例の三人は、巧みに押し寄せる女の子を整理していた。手際がいいのは感心だが、俺になにをさせるんだか。

「瀬能さんとの会話は一人三十秒です」

「クラスメート価格で話は無料だけど、握手は料金とるよー」

「お帰りの際は肩こりの治る絵画を買っていってください」

　なに、どういうことだ？

　疑問に思っていると、委員長さんが耳打ちしてきた。

「安心してください。瀬能さんをパニックから救う手段です」

「……ここで座っているのが？」

「学校の娘たちはあなたに憧あこがれています。こうしないと大変です」

「そりゃいいけど……」

「ホームルームで決めました。瀬能さんを救うために、こうやってわたしたちが協力します」

「……なんで金を……」

「あ、最初のお客様ですね」

　おい、今ごまかしたろ。

「最初のお客さん」とやらは、内気そうな女の子だった。一年生だ。紅あか音ねをさらに小さくした感じ。ものすごく小さな声だった。

「あ……あの……瀬能さん」

「はあ」

「これ……受け取ってください！」

　リボンをかけた小箱が差し出された。プレゼント？

　俺がぽかんとしていると、副委員長さんが代わりに受け取った。

「はいどーも。瀬能さんは必ずお礼の返事を書きますから安心してください」

　女の子は嬉うれしそうに頭を下げる。

「……お礼を……？」

「そーですよ。ちゃんとしてあげないと、女の子は傷つきますから」

　そりゃ分かるが、なんでこんなことまでするんだ。

「次の方」

　委員長が呼ぶ。

　今度は背の高い、眼鏡めがねの女の子だ。三年生。なんとなく知的エリートの匂においがする。

「ナツルさん……」

　初対面なのに下の名前ときたか。

「わたくしと姉妹にならないかしら」

　は？

「わたくしが姉であなたが妹。神の前で誓いを唱え、契りを交わすの。不自由はさせないわ。卒業してからもずっと……」

　そんなことを口走りながら迫ってくる。即座に副委員長さんが割って入った。

「そこまででーす。個人の契約にかかわることは、別料金でお受けしますので。またの機会にどうぞ」

　すかさず委員長さんが「次の方」と呼ぶ。呆あきれた連係プレイだ。

　また一年生だ。目鼻立ちのはっきりした、色の白い娘で、さぞ男にもてるだろうと思われた。

　なんとこの娘はいきなり頭を下げた。

「瀬せ能のうさん、わたしのお姉様になってください！」

　今度は姉かよ。どうなってんだこの学校。

「一ひと目め惚ぼれなんです。お姉様のためならなんでもします。ずっと一緒にいたいんです。お願いします！」

　ずいぶん一途だが、これって純愛なの？　もう呆れたとかそんなの抜きで、ただただ言葉もない。

「これ、読んでください！　わたしの気持ちが書いてあります！」

　手紙が差し出された。ハート型シールの封印付き。なんでメールじゃないんだ。俺おれが携帯を教えてないからか。

　副委員長さんがなにか言うまでもなく、一年生は脱だつ兎とのごとくいなくなった。俺は手紙を手にして座ったまま。

「これはこっちにしまっておきます」

　委員長さんが、手紙を足下の段ボールに入れる。ちらと眺めて驚いた。知らない間にえらくたまっているぞ。

　いやそれからも来るわ来るわ。次から次へとわんこそば状態。女の子たちの行列は、ディズニーランドのアトラクションみたいだった。「友達になって欲しい」なんてのはましな方で、「抱きしめてください」とか「愛してるって言ってください」とか。果ては「罵ののしっていじめてください」なんてのまであった。そういうことは彼氏にやってもらえ。

　結局、授業を全部潰つぶしてこの騒動は終わった。いいのかなあ。

「お疲れ様です。これ」

　委員長さんが、ペットボトルのお茶をくれた。会計さんは電卓を叩たたいている。

「まあすごい売り上げ」

「みんなー、豪遊よー！」

　副委員長さんが叫んで、クラスはわっと盛り上がった。

　俺おれは机に積まれたプレゼントと手紙を眺め、心底うんざりした。全部俺が処理をしなきゃならんらしい。女の子ばかりからで、男からはまだないのが不幸中の幸いなのかどうなのか。

「次は写真撮影の時間です」

　委員長さんが手帳をめくって確認している。お前はマネージャーか。

「そのあとはまたファンとの交流です。お茶会も用意してますから」

「……なんで」

「これが四組流です」

　見ると、クラスメートたちは売上金を前に万歳三唱している。なんか全すべてが理解できた。

「……あの、沙さ倉くらさんは来ないの……？」

「沙倉楓かえでさんですか？」

　委員長さんは手帳を調べた。

「……いませんね。星せい鐵てつ二大美女が、同性愛に走るなんてないですよ」

　そうでもないんだが、いないのはしょうがない。真っ先に来そうなものだけど。

「では写真撮影に入りますので」

　副委員長さんがデジカメを持ってきている。なんか高そうな一眼レフだ。

「座ったままで。普通の格好が高く売れるから」

「……どこに売る？」

「女子がメインの客だけど、男子にも。謎なぞの美少女の噂うわさは広まってんの」

　それは俺もよく知っている。

　ぱしゃぱしゃと、モータードライブを響かせて副委員長さんは撮影した。席に着いたところだけではなく、黒板の前に立ったり、窓から外を眺めたり。「スカートをちょっとまくり上げてもらえる？」なんてリクエストもあったが、これは断固として拒否した。

　撮影は間もなく終わった。

　副委員長さんは委員長さんと、さっそく「どのルートで売るか」と検討している。非合法部活動にも繫つながりがあるようだ。会計さんは金勘定に忙しく、こっちはマイペース。

「あの」

「瀬せ能のうさんは休んでて。これからもっと忙しくなるから」

「さっきの写真……」

「どうしたのかしら」

　委員長さんがこっちに来た。

「男子部の、瀬能ナツルさんに」

「同じ名前の男の子？」

「その人に、一枚渡して欲しい……」

　東ひがし田だにプレゼントしなきゃならんのだ。ちょうどいい。直接渡さないのは、懐にしまった後、とぼけられるのが嫌だったから。

「いいわよ。その人、知り合い？」

「まあ……」

　同一人物ですが。

　あたりまえだが詳しくは説明しなかった。副委員長さんの目が妖しい光をおびた気もしたが、必ず渡すと請け負ってくれた。




　昼休み。

　写真撮影後のファンの集いをやって、俺おれはもうふらふらだった。プレゼントも手紙も倍以上に増えた。委員長さんは「お茶会がある」と言っていたが、疲れて死にそうと拒否し、飯にすることにした。

　俺だけではなく、学校中がお弁当タイムである。リラックスできるし休み時間も長いので、喜ばない生徒はいない。星せい鐵てつ学院女子部には学食があるので、そこで食べる子も多い。男子部にもあって、人気のメニューは奪い合いだった。俺はカツ丼を巡って、殴り合い寸前までいったのを見物したことがある。

　女子部はそこまで殺伐としていなかった。さすがに男ほどは血の気が多くない。

　俺は食券を買った。Ａ定食。本当はここで食べるつもりはなかったんだが、パンが買えなかったのだ。教室で食べたら食べたで、また金かね儲もうけのネタにされそうだったし。

　受け取りに並ぶと、前にいた女の子が会釈をした。ずいぶん礼儀正しいな。

　その娘はやや顔を赤らめると、

「あの……瀬能ナツルさんですよね」

「うん……」

「ご飯、ご一緒してもいいですか？」

　なんで、と言おうとしたら邪魔が入った。

「あー、牧恵が抜け駆け！」

「瀬能さんとご飯食べようとしてる！」

「ずるい！」

　この娘のクラスメートらしき女の子たちが、口々に文句を言っていた。抜け駆けとかずるいとか、なにごとだ？

「瀬せ能のうさん、あたしも一緒でいいですか!?」

「あたしもー！」

「お茶会が中止になったんですから、ここでサービス！」

　俺おれはぐちゃぐちゃになった。どの娘も「わたし、わたし」と自己主張しており、借金取りに取り囲まれた気分だ。野次馬まで集まっており、一歩も前に進めないくらいだ。Ａ定食はどうなる。

「ほら瀬能さん、わたしたちの手から離れるから」

「もう注目の的なのに」

「仏像買います？」

　四組の例の三人が、遠くでくすくす笑っている。楽しそうだが、助ける気はないんだろうな。

　俺は女の子の波をなんとか搔かき分けた。食券を出したが、引き戻される。

「瀬能様！　こっち向いて！」

「あたしも見たい！」

「触らせてー！」

　なんか様付けされてるぞ。どういうことだ。

「ちょっと、通して……ひっ！」

　胸に妙な感触があり、俺は跳び上がった。誰だれだ、揉もんでるやつは。

「やったー、瀬能さんのおっぱい触ったー！」

　勝ちどきを上げているのはさっきの、牧恵とかいう女の子だ。文句を言ってやりたいが、俺は恥ずかしいやら驚いたやらで、言葉にならない。

「いいなー、わたしも触る！」

「あたしもあたしも！」

　大半が俺の正面に回り、胸に群がった。エサを見つけたハトか。自分でいうのもなんだが確かに胸はでかく、女の姿だと重さも感じるのだが、ここまでアピール度が高いとは思わなかった。

「やった、触れた！」

「次わたし！」

　神社にある万病快癒祈願の像じゃあるまいし、触っても病気は治らねーぞ。

　俺の胸は字句通りもみくちゃにされた。もはや抵抗する気もなくし、早く終われとか思っていると、

「やめてください、皆さん」

　現われたのは沙さ倉くらさん。憧あこがれの人が、そんなことを言った。

「瀬せ能のうさんは病気から復学したばかりなんです。そんなに騒がないでください」

　沙倉さんは女の子たちを散らせた。さすが星せい鐵てつ学院二大美少女。カリスマ性もあるからか、スズメみたいな娘たちは従った。

「瀬能さん、ご飯はこっちです」

「あ、どうも……」

　骨と皮だけのおばちゃんからＡ定食を受け取る。

「わたしも今日は学食なんです。一緒に食べませんか」

　沙倉さんが、明るく言ってくれた。男の俺おれなら二つ返事だが、今の姿ではなにかと面倒だ。

「いえ、俺……わたしはちょっと……」

「そんなこと言わないでください。雫しずくちゃんも一緒に食べたいって言ってますから」

　ぎょっとして振り返る。学食の隅のテーブルに、雫が座っていた。

「どうぞこちらへ」

　生徒会長の言葉は、実に白々しかった。












　俺おれと沙さ倉くらさんは雫しずくと同席した。他の女の子たちは近づいてこない。遠くからちらちらと様子をうかがい、「星せい鐵てつの三大美女」なんて囁ささやいている。三大？

「瀬せ能のうさんが加わって、二大から三大になったってこと」

　と雫は言った。

「私もあなたは綺き麗れいだと思うわ」

「そうです。雫ちゃんと同じくらい美人ですよ。羨うらやましくなっちゃう」

　俺に言わせれば沙倉さんは会長より美人なんだが、本人はまったくそう思っていない。控えめなところが彼女の美点だ。

「あ、ナツルさんは雫ちゃんと初対面でしたよね。この学校の生徒会長さんの、三さん郷ごう雫ちゃんです」

「よろしく」

「……どうも」

　この女相場師みたいな会長はいまいましい。俺のことを知ってるくせに、顔色一つ変えずにとぼけている。

「瀬能さんは休学していたのね。先生から聞いたわ」

「知ってたの、雫ちゃん」

「会ったのは今がはじめて」

　噓うそつき。詐欺師。ペテン女。

「わたしはもっと前から会ってたよ」

　沙倉さんが子供っぽい自慢をする。

「あら。そうだったの」

「うん。一緒に映画見ちゃった」

　ぐっ。俺は定食のサラダを食べようとして、箸はしをかじってしまった。

「仲がいいわね」

「でしょ。仲良しなの」

　沙倉さんは嬉うれしそうだ。だけどあの映画のとき、雫にさらわれているのである。覚えていないのは幸運だが、平然ととぼけている会長に人の心はあるのか。

「私も映画を観たかったわね」

「面白かったの」

「どうせ臓物アニマルシリーズの劇場版でしょう。楓かえでは趣味が変よ」

「そんなことないわよ。ナツルさんだって面白いって言ってたから」

　同意を求められ、ロボットみたいに首を動かしてうなずいた。俺はとても「趣味が変」とは言えないが、雫はあっさり言ってのける。

「映画のあとは、食事をしたんじゃない」

「雫しずくちゃん、よく知ってるね。パスタを食べました」

「楽しそうで羨うらやましいわ」

　恐ろしいことを。雫が沙さ倉くらさんをさらった場所が、そのパスタ屋なのだ。

「瀬せ能のうさんは楽しかったの？」

　雫の言葉が俺おれに向けられた。

「……」

「言葉を忘れちゃった？」

　なにを言えってんだ。

　だんだん怒りが湧わいてくる。ただならない雰囲気を察したか、沙倉さんは「お茶を……」と言って席を離れた。

　雫が囁ささやいた。

「話を合わせた方がいいわよ」

「寝ぼけんな。すれすれの話題ばかりしやがって。ろくなもんじゃねえ」

「楓かえではあなたのことを話したくて仕方ないの。もてるわね」

「女の俺がもててもな」

「羨うらやましくてため息が出るわ」

　ため息どころか、呼吸してるかも怪しいくせに。

　雫は平然と箸はしを動かしている。なんとカツ丼だ。イメージに合わねえ。

「なにが狙ねらいだ」

「あら。どういうこと？」

「俺と一緒に飯を食ってることだよ」

「楓があなたと食事がしたいと言うから」

「あんたがただの親切でこんなことをするのか」

「したっていいじゃない」

　絶対に口だけだ。ポーカーフェイスだから、なにをたくらんでいるのかうかがえないが、腹に一物ある。この女ほど油断できない人間もいないだろう。

「落ち着きなさい。今すぐどうこうしようというわけじゃないの。あなたを倒してないから、分かるでしょう」

　それはそうだ。最後に戦ってから何度も顔を合わせているが、戦おうとはしていない。紅あか音ねの方が銃を向けているほどだ。

「じゃあなにが目的だ」

「教えないと言ったはずだけど」

「その態度が気に入らねえ」

「だったらそうね。楓の恋を応援したいってのはどうかしら」

「ふざけんな」

「楓かえでは男子だけじゃなくて、女子にももてるのよ。油断してると、捨てられるんじゃない？」

　そりゃ俺おれが女の子にここまでもてるんだから、沙さ倉くらさんレベルなら男女問わず大人気だろう。

　雫しずくは少しだけ口を動かした。笑ったらしい。

「沙倉さんだけじゃなくて、クラスのことでも頭が痛いんだぞ」

「あなたのクラスはどうかと思うわね」

　そこは同感だ。男子部の二年四組は怠惰なアホの集団で、女子部の二年四組は悪知恵の働く守銭奴の群れだ。あらゆる面で好ましくない。

「四組の委員長から聞いたわ。写真を撮ってたんですって？」

「……」

　金かね儲もうけのためにな。

「男子部の誰だれかに、写真を渡して欲しいって、頼んだそうだけど」

　委員長さんはそんなことまで喋しやべったのか。

「聞いてどうすんだ」

「今に分かるわよ」

　沙倉さんが戻ってきた。お盆に紙コップを載せている。

「日本茶でよかった？」

「楓。瀬せ能のうさん、喉のどが痛いそうよ。喋りづらいみたい」

「そうだったんですか」

　沙倉さんはほっと胸をなで下ろしていた。

「じゃあお茶は……」

「もらう」

　俺は紙コップを受け取った。

　しばらく他愛のない話が続いた。俺はもっぱら聞き役。沙倉さんは俺と雫の仲が悪いわけではないと知り、心底安心していた。もちろん本当は仲が悪いが、さすがに表に出すわけにはいかない。

「そういえば瀬能さんは、時の人ね」

「……？」

「新聞部の号外、私も読んだわ」

「なっ……」

　油断した。雫のやつ、一番嫌なことで水を向けてきた。セップククロウサギより真っ黒な腹をしてやがる。

　言い返す前に、沙倉さんが、

「雫しずくちゃん、そんなことないわよ、あれ絶対噓うそ」

「そうなの？」

「そうよ。ナツルさんはあんなに……多情な人じゃありません。あの記事は間違ってます」

　断言してくれたが、「多情」なところだけしか否定しなかったのが気にかかる。

「ナツルさんは一途なんですから」

　これは事実だ。俺おれは沙さ倉くらさん一筋。ただし男の俺が。

　沙倉さんは、同意を求めるようにこっちを見ている。俺は仕方なく、小さく首肯した。

　彼女はにこりとした。

「ほら雫ちゃん」

「あら」

　意外、という顔をする雫。でもこの表情も演技くさい。

「恋愛には真面目まじめだったのね」

　そうだよ。お前みたいに機械と添い寝してそうな人間じゃないんだ。

　この「機械と添い寝」というのは、非合法部活動「三さん郷ごう雫様に罵ののしってもらう会」の会報に載っていたことだ。悪口ではなく、そういうところがぞくぞくするらしい。会報自体は東ひがし田だに見せてもらったんだが、マゾならではの目を疑うような妄想が羅列してあり、頭がくらくらした。世の中色んな趣味がある。

「見直したわ、瀬せ能のうさん」

　今まで見損なっていたのか。

「あなたみたいな綺き麗れいな人の身持ちが堅いのは、風紀の面からも好ましいわね」

「……どうも」

「好きな人がいるのね」

「……まあ」

「素晴らしいわ。どんな男性に恋してるのかしら」

　男じゃなくてあんたの隣にいる人、と考え、不意に気づいた。

　沙倉さんが今にも驚倒しそうな目で見ている。そうだ、女の俺の立場では、普通に考えると、好きな相手は男になるのだ。

　だけど沙倉さんは女の俺に惚ほれている。とすると、今のやりとりは彼女を振ったことになるんじゃないのか!?

　沙倉さんは見る見るうちに青ざめ、絶望的な表情になっている。ちょっと待ってくれ。男も別に好きじゃないって。でもどうやって言い訳したらいいんだ。

「男子部の人ね」

　雫が平然ととどめを刺す。

「瀬能さんに好かれている男性が羨うらやましい。今度教えてね」

　くそくそくそくそ。とどめを刺したあげく川に捨てやがった。俺おれをどうするつもりだ。わざわざ女にしたのは、こうやって絶望感を味わせたかったのか。

　もう沙さ倉くらさんの顔を見ることすらできない。どうなっているのか雰囲気で全部分かる。テーブルの上には昼食が食べかけのままになっていた。

「これで失礼するわ」

　雫しずくは立ち上がった。知らない間に食べ終わっている。結構な量があったはずなんだが、細い身体からだに全部入ったようだ。

「楽しかったわよ。またいずれ、食事を一緒にしたいわね」

「……」

　俺は最悪だ。楽しいものか。

　雫は歩きかけて、振り返る。

「そうそう。復学してきた一年の近こん堂どうさん。あなたの知人？」

　知ってるだろう。俺は黙ったまま返事をしなかった。水み琴ことは男の俺の知り合いだからだ。

「……ま、どっちでもいいけど。なかなか感じのいい娘ね」

　謎なぞめいた台詞せりふと共に、生徒会長は学食から出て行った。

　あとに残されたのは、俺と沙倉さん。

　騒々しいはずの学食が、ここだけ恐ろしいくらいの沈黙に包まれた。

　居心地が悪いなんてもんじゃない。沙倉さんは（多分）下を向きっぱなしであり、俺は学食のトレーを穴が開くほど見つめていた。どうにかしてこの場をなんとか収めたいのだが、いい方法が思いつかない。せめてトレーに地底トンネルが開いて、アルゼンチンまで脱出できないものか。

　やがて。

「……帰ります……」

　蚊の鳴くような声を残し、沙倉さんは去っていった。俺はその後も、ずっと動けなかった。





　　○






　それから数日、俺は女子部に行かなかった。自宅と男子部だけを往復していた。

　写真はちゃんと届いていた。東ひがし田だに渡したら、えらく喜んで見せびらかしている。吞のん気きな野郎だ。

　そんなことより、ややこしいのは今の状況である。沙倉さんに返事を迫られ、雫によって絶望感を与えられ、ますみと水琴には目をつけられ、謎の敵には狙ねらわれている。ついでに百ゆ合り疑惑。全すべて女の俺に対してというところが寂しいが、混乱しそうになっているのは間違いない。

　せめて愚痴でも言おうとハラキリトラに説明したところ、こいつは高らかに笑いやがった。

「はっはっはっはっは。前よりずっとひどいことになってますね」

「言われなくても分かってら」

「どれから解決するんですか」

「どれも無理っぽい。あえていえば敵からかな」

　これ以外にない。倒せばいいんだから、気は楽だわな。

「でしょうね。だけど他のことは先送りになるだけで、ずっと頭を悩ましますよ」

「ふん」

　ぬいぐるみに説明されなくても分かる。そういえば臓物アニマルの新シリーズが出たらしい。「クシザシネズミ十二兄弟」とかいうので、頭からしっぽまで杭くいに刺されたカラフルなネズミたちが、おもちゃ屋の店頭を飾っていた。いずれグロいという理由で撤去されるだろうが、沙さ倉くらさんは買うのかな。

　チャイムの音がした。来客だ。近ちか頃ごろは水み琴ことみたいに勝手にあがってくるやつがいるので、礼儀正しい人は新鮮である。

「はい」

　玄関に出たところ、いたのは紅あか音ねであった。相変わらず伏し目がちである。手にはセップククロウサギを持っていた。

「あ……あの……。お話が」

「ま、あがって」

　俺おれの部屋に案内する。何度か来ているので、紅音は遠慮しなかった。

「ようハラキリ。元気か」

「セップクさんも」

　部屋に入るなり、ハラキリトラとセップククロウサギは旧交を温めていた。内臓を露出した者同士でしか分からないものがあるようだ。

　紅音は他に、菓子を持ってきていた。

「これ、つまらないものですが……」

「気を遣わないでよ。どしたの？」

「あの……学校でちょっと……」

　やっぱりな。多分あれだ。

「ああ、新聞のこと……」

「……」

「あのインタビューは噓うそなんだ。ほら、ますみちゃんは新聞部だろ。インタビューはしたんだけどもう全部がでっち上げで……」

「いえ、それは知ってます」

　紅あか音ねは俺おれの言い訳をあっさり遮った。

「その、実は、新聞を見た女の子たちのことなんです。すごく騒いでいて……」

「だろうなあ」

「うちのクラスの娘たちが商売にしたものだから、もう休み時間のたびに、全部の学年の女の子たちが押し寄せて大変で……」

　まるでロックコンサートの会場を十倍激しくした感じだったという。

「何度も今日はいないって言ったんですけど、どこかに隠れているとかそんな噂うわさまで……」

　それほど間違っていない。隠れているわけじゃなくて、男子部にいたんだが。

「迷惑だった？」

「大変でした……」

「クラスの女の子たちは？」

「四組の娘はタフなんです。ナツルさんがいなくても、一緒になって騒いだり、写真を売ったりしてました」

　話によると、噂の中心になっていたのが委員長さんで、煽あおっていたのが副委員長さん。関係ないお守りを売りつけていたのが会計さんだそうだ。やはりな。

　彼女によると、俺に注目している女子は二派に別れている。

　一つは、積極的に俺と関わろうとするもの。教室や学食で押し寄せてきた娘たちがこれで、あわよくば身体からだを触り、姉妹の契り（なんだこれ）を結ぼうとしているらしい。万事にアクティブで、胸を揉もんだり髪を触るのは当然の行為らしい。そういえばスカートまくろうとしてるのもいたな。

　もう一つは遠目から恐る恐る観察しようとするもの。百ゆ合りな女の子に興味はありありだが、深入りはしたくないので見守るだけにしていたい。前者と違って直接的な害はないが、俺と話をしないのでむしろ突飛な想像をしているらしく、変態的な噂はもっぱらここで発生している。

　しかも非合法部活動として、早くも「ナツル様と姉妹になる会」「瀬せ能のうウォッチング友の会」が発足したとの情報もあった。ちなみに二年四組はどこにも属しておらず、今はいかに俺を使って儲もうけるかだけに集中しているそうだ。ある意味一番たちが悪い。

　紅音はもじもじした。

「それでですね、授業になればみんな帰るんですけど、その……昨日は一人だけどうしても帰らない人がいて」

「誰だれさ」

「沙さ倉くらさんです……」

「え？」

　沙さ倉くらさんも来ていたのか。あれだけ（雫しずくが）傷つけたのに会いに来てくれたとは。

　どうやって立ち直ったのかいまいち不明だが、めでたいことだ。心が急速に洗われるのを感じた。俺おれが傷つけたわけじゃないけど、あの修羅場だかそうでないのか分からない状況から、彼女は復活したのだ。そう、復活。輪りん廻ね転てん生せいと言ってもいい。

「あたし沙倉さんに捕まってしまって……あの……」

「……会わせてくれと頼まれたとか」

「はい……」

　紅あか音ねは申し訳なさそうにしていた。

　これはまた、事態は容易ならざる方向に進展しつつあった。あえて古めかしい言い回しをしてみたが、つまり面倒くさくなったってことだ。当分変身するのをひかえようと考えていたのに、これか。

　いやここは会うべきだろう。立ち直った沙倉さんを見たい。告白の件は置いておくとして。

「でもあの……沙倉さん、ナツルさんに会いたいわけじゃないみたいなんです……」

「は？」

「あ……ごめんなさい。女じゃなくて、男のナツルさんに会いたいらしくて」

　それは構わないけど、なんでだ。

「あとその……女のナツルさんのことでも、変な噂うわさを聞いたんですけど……」

「百ゆ合り疑惑ならもういいよ」

「違うんです……」

　紅音はなんだか口にするのをためらっているようだ。また沙倉さんネタかな。

　するといきなり、誰だれかが階段を駆け上がってきた。閉めたはずの鍵かぎを無断で開けて入ってくる人間といえば、一人しかいない。

　すぱーんと派手に扉が開けられた。

「ナツル！」

　水み琴ことがどかどか入ってくる。

「やっぱり帰ってたね……およ、紅音ちゃん」

「ど、どうも……」

　おどおど頭を下げる紅音。

「なにしてんの？」

「ちょっと、お話が……」

「ナツルの部屋にあがり込む仲だったの？」

「え、ええ……」

　水み琴ことはどこか不服そうに、紅あか音ねと俺おれを見比べた。なにを考えているのか、表情からは分からない。きっとどうでもいいことか、突拍子もないことに違いない。

「ま、いいや。それよりさあ、女のナツル、ここんとこ学校来てないのよ」

　紅音がなにも言わないので、俺が返事をした。

「知ってるよ」

「今日は女子部が大騒ぎだったから、姿を隠したと思うの。頭いいわね」

　自分で卑下するのもなんだが、そうでもないと思うぞ。

「そんでどうした」

「前に頼んだでしょ。女ナツルの正体を暴くの。協力しなさいよ」

「学校来ないんじゃしょうがねえだろ」

「絶対来るわよ。また休学していたら単位足りなくなるんだから。登校するって」

　こいつの台詞せりふは確信に満ちていた。ここまで自分の勘を信じられるとは恐ろしい。砂漠で道に迷ったときもこんな感じで「こっち」と方角を決め、しかも正しいと聞いた。伝書鳩みたいな女だ。

「そこで女ナツルに張りついて、色々調べたいのよ」

「熱心だな。男の俺は役に立たないだろ」

「人手が足りないのよ。手伝いなさい。紅音ちゃんも」

「あ……あたしもですか……」

　彼女は自分自身を指さして驚倒していた。

「ますみに聞いたんだけど、知り合いらしいじゃない。買い物付き合ったんだって？」

「知り合いってほどでも……少し会っただけですから……」

　そういえば服を買うとか買わないとかあったな。あのときはますみもいた。

「女ナツルの家とか知らないの？」

「知りません……」

「他には？　趣味とか家族構成とか」

　首を振る紅音、と俺。

「じゃあ、知りたいと思わない？　謎なぞの女子生徒のこと。百ゆ合り疑惑の他にも変な噂うわさがあんのよ。わたし、確かめたいの」

「……えっと……」

　紅音はちらちらこっちを見る。俺はあえて目を合わせず、冷静を装った。水琴にバレたらことだ。紅音ちゃん、あっち向け。

「決まりね」

　なにも決まっていないのに、水琴は断言した。

「三人で女ナツルのことを調査するわ。全部暴いてやるんだから」

　なんでか気合いが入っている。こいつにとっては、女の俺おれと砂漠の遺跡と昆虫の新種が、同一線上にいるのかもしれない。

　全すべてを諦あきらめ、俺は訊きいた。

「いつからやるんだ」

「明日の朝」

　水み琴ことは返答する。

「集合はこの家ね」

　結局貧乏くじを引くのか、俺は。












第四章







　翌日も朝からどーんと晴れた。天候というのは心を映し出す鏡だと誰だれかが言ってたが、インチキもいいところだ。俺おれの心中が快晴なんてあり得ない。

　朝に集合しろ、との水み琴ことの言葉を後生大事に守ったのは紅あか音ねだった。登校する前に、ちゃんと寄ってくれた。

　それより早かったのは当の水琴で、朝っぱらからやってきては俺の耳元で起きろと怒鳴った。メタルバンドの演奏より甲高い声で、これで朝飯がなかったら、出て行けと叫んだところだ。

「紅音ちゃんも来たね。感心感心」

　玄関先で、水琴は腕を組んでいた。なんで俺より家の主人みたいな顔をしてるんだろう。

「じゃあ学校に行くよ。出発」

　出発といっても、ようはいつもの登校だ。人数が若干増えただけ。

　道すがら、俺は水琴に訊きいた。

「おい、どこでなにすんだ」

「女子部の校門。朝から女ナツルを見張ろうと思って」

「気の長い話だ。来なかったらどうする」

「明日も明後日も見張ればいいじゃん」

「よくねえよ。授業はどうすんだ」

「少しくらいさぼったって平気。あたし単位にこだわらないから」

　俺はこだわるんだけどな。ちなみにこいつが単位にこだわらないのは本当で、さぼりまくった授業でも一晩の勉強でテストは全すべてクリアしている。しかも常に上位に食い込む成績であり、教師のあいだでも宇宙人の頭脳と呼ばれていた。出席日数が足りないのだけはどうにもならないはずだが、退学になったらなったで、喜んで世界中を飛び回るだろう。

「でもな、俺は女子部に入れねえぞ」

「外で見張ってればいいじゃん」

「教師と風紀委員の連中が巡回してんだよ」

　ゲシュタポみたいな連中がいるのは前述だが、執念深さでいえばＫＧＢ以上なのだ。茨城県まで逃走した生徒を追いかけたとの伝説すらある。

「見つからなければ平気。見つかってもナツルなら平気」

「人のことだと思いやがって」

　ともかく俺おれたちは、女子部校門から少し離れた喫茶店へ入った。

　ここは以前も、沙さ倉くらさんとの待ち合わせに使ったことがある。まずいコーヒーと不景気な面をした店主が特徴だが、今日のコーヒーはさらにまずく、店主は死にそうな顔だった。呪のろわれているのか。

　窓際に陣取り、登校する女子生徒たちを見張る。

　落ち着いてしみじみと眺めると、星せい鐵てつの女子には可愛い子が多い。伝統があるからか、遠くから通わせている家もあると聞く。制服や場所がいいとも思えないが、女の子を引きつけるなにかがあるのだろう。東ひがし田だの美少女研究会が繁盛するわけだ。

「……来ないわね」

　水み琴ことが呟つぶやく。あたりまえだ。女のナツルが来るか。

　俺と紅あか音ねは顔を見合わせた。こんなとこにいても意味ないのは、どっちもよく知っている。さてどうやって抜け出すか。

「あ、沙倉さんじゃん」

「どこだ」

　水琴の言葉に、俺は反射的に窓に寄った。

　確かに沙倉さんだった。一人で登校している。良かった。男といられたりすると、俺はショック死してしまう。

　彼女はいつものままだ。本当に立ち直ったみたいだ。

「一人だけだな」

「なに言ってんの」

「悪い虫がついていたら困る」

「またそんなことを言ってる。本当に困るの？」

「すげー困る」

　水琴はなんだか面白くなさそうにしていたが、俺はじっと沙倉さんを見ていた。

「……変態」

　隣の水琴が呟く。

「なにが」

「じっと沙倉さんばかり見て。ストーカーだ」

「犯罪と一緒にすんな。俺はもっと純粋だ」

「目つきがキモい。絶対汚れてる」

「あのな」

　それまで無言だった紅音が、不意に袖そでを引っ張った。

「なん……あっ」

　俺は慌てて声を飲み込んだ。誓約の腕輪が点滅している。周囲にケンプファーはいないから、ランダムで変身するやつだ。

「どうしたのよ……あれ、なにその腕輪」

　水み琴ことが興味深げにのぞき込んできたが、こっちはそれどころじゃない。こいつの目の前で点滅するのは二回目だ。なにも今でなくたって。

　俺おれは喫茶店を飛び出した。水琴がなにか叫んでいたが、気にしてられるか。

　店の裏に飛び込んだのと女に変身したのは、ほぼ同時だった。

　女子部制服のセーラー服に長い髪。登校途中で良かった。これが私服だったらややこしいことになる。

　もっとも、ややこしいのは今も同じことだ。えーと、女の俺を見張っていたら沙さ倉くらさんがやってきて俺が女になったわけだ。つまりどういうことだ？

　どうもこうもない。最悪の十歩くらい手前になったってことだ。その程度ですんだならいいとしよう。

　俺は腹を決めた。どうもケンプファーになると、妙なところで度胸が据わる。

　呼吸を整え、ゆっくりとした足取りで喫茶店に戻った。

　中には入らない。店内に見えるように窓の側を通過する。

　店内で水琴が慌てるのが、手に取るように分かった。

「紅あか音ねちゃん、来た来た」

「水琴ちゃん……声が……」

「ナツルの馬ば鹿かはどこ行ったの!?　せっかくあの女がいるっていうのに！」

　聞き耳を立てたわけじゃない。水琴のでかい声が、ここまで響いてきたのだ。張り込みとか絶対に向かないな。

　俺は気にしないふりをして、女子部校門へと歩いた。

　視線が俺に向く、と同時にざわついた。数日しかたっていないのにこの注目度。ますみの筆力はすさまじい。

　話しかけてこないところを見ると、「見守る系」の娘たちだろう。俺が歩くにつれ、目の前の生徒たちが二つに割れていく。まるでモーゼだ。そして後ろからぞろぞろついてくる。やっぱりモーゼ。

　噂うわさ話まで聞こえてくる。「あの人が百ゆ合りの……？」やら「年下に姉妹の誓いをたてさせている……」やら「入院先で看護婦十人と女性患者十六人を食った……」やら「近づくと妊娠させられるかも……」やら。しかし最後のはおかしくないか。

　なるべく気にしないように歩くのがいいかもしれないが、無理。校舎にまで人が鈴なりになっているところを見ると、少なくとも百人は俺のことを注目しているのだ。

　あえてゆっくり歩く。追いつけるようにしたのだが、思った通り呼びかけられた。

「ちょっとあんた」

　挑戦的な言葉が投げかけられる。

　女の俺おれを追いかけてきたのは水み琴ことだった。あと居心地悪そうな紅あか音ね。

「瀬せ能のうナツルでしょ」

「……」

　俺は無言でうなずいた。

　ついさっきまで一緒にいたのに、変身するとまったく分からなくなるらしい。人間を判別するのは外見よりは雰囲気なのだが（でなきゃ後ろ姿で誰だれだか分かったりしない）、ケンプファーになるとそれすらも変わるのだ。

「話があるんだけど、いい？」

　水琴は返事も聞かずに先に歩いた。俺は黙って後ろを歩く。これだけだとカツアゲされるみたいだが、まさかそんな乱暴はしないだろう。

　校舎の間を抜け、体育倉庫の裏……ではなく、部室棟に到着した。

　案内されたところは文化系部室の中の一つだった。室内には所狭しと機材が並んでいる。どこかで見たなと思ったら、新聞部室じゃないか。

「あの」

　俺はなるべく声を変えて、水琴に訊きいた。

「新聞部員……？」












「違う。ちょっと借りたの」

　借りた相手はますみなんだろうな。裏で繫つながってるんだから、十分ありうる。

「座って」

　勝手に指図した。言われたとおりにする。

　俺おれと水み琴ことは向かい合わせになった。紅あか音ねは部室の隅。

　ますみのインタビューを受けたときと似ているが、あのときはまだ友好的な雰囲気だった。今は違う。水琴がにらみつけてくるのだ。

　好意なんてかけらもない。さすがに殺気ではないが、どこをひっくり返しても、好感情がなかった。

「瀬せ能のうさん」

　水琴は口を開いた。

「ずいぶん女の子に人気なのね」

　あれは人気なのか。胸を揉もまれたときは、人生が終わるかと思ったぞ。

「聞きたいんだけど」

「……なに？」

「女の子好きって噂うわさは本当？」

　俺は首を振った。もちろん好きなんだが、それは男の俺の場合だ。今も心は男なので、イエスではある。でもノーと答える場面だろう。ここで認めたら、またややこしくなる。

　彼女は疑いの眼差しを隠さなかった。

「ふーん。新聞部員の話だと、可愛い女の子を狙ねらって食ってるってことだけど」

「違う……」

　そんなことないから。むしろ俺が食われそうだ。

「そうかもね」

　あっさりと水琴は同意した。

「ますみはデマばっかり書くから、間違っているってことも想像ついたわ。でもね、他にも聞きたいことがあんの。別の噂」

　なんだそれ。昨日も言ってたな。紅音も似たようなこと呟つぶやいていたぞ。

　水琴はガンをつけるみたいに、俺の両目を見た。

「あんた実は好きな男がいて、それが男子部の瀬能ナツルなんだって？」

　なにー!!

　驚きよう愕がくのあまり、俺の頭は真っ白になった。正確には白一面に森永のエンゼルマークがふよふよ飛んでいた。旧タイプの方ね。

　なんなんだその噂は。雫しずくに「女子部に来い」と言われたときもたまげたが、今回もとんでもない。想像力の遙はるか向こうで起こった出来事だ。なんで女の俺が男の俺を好きにならなきゃなんねえんだよ。どんなナルシズムだ。

　部屋の隅で紅あか音ねはおろおろしている。こら、知ってたな。

「う……噓うそ……」

「こっちの噂うわさは信しん憑ぴよう性せいがあるわよ。だって生徒会長が聞いたって言ってたんだから」

　あー、出所は雫しずくか！　学食でなんか匂におわせていたが、このことだな。あの冷血女、俺おれが女子部にいないのをいいことに、自分から風評流しやがった。

「会長のネタなんだから、噓とは思えない」

　いや、大噓。

「どうなのよ」

　水み琴ことが追及する。頭をトンカチで殴られ続けたみたいで、返事ができる状態じゃなかった。

「本当なの？　これも間違いなの？」

「……」

　ぴくぴくと唇が動くだけだった。脳の一部がかろうじて活動しているが、あとは全すべて大型台風に見舞われており、臨時休業。

「へー、とぼける気なんだ」

　吐き捨てるように言う。万事分かりやすさを好む女なので、煮え切らない（ように見える）態度が嫌いなんだろう。

「あんたねえ、ナツルが好きなら好きでいいわよ。それならそれで、はっきりしたら？　黙ったままで百ゆ合りなんて思われたら、女の子たちが可哀相だし、あんた自身も損でしょ」

　それはそうだ。だけど噂を流しているのはますみなんだよ。

「どうなの」

「……」

「ナツルが好きってことでいいの」

「……」

　肯定も否定もできない状態だ。いやいや、ここは否定する場面だ。

　みしみし音を立てる首を横に振ろうとしたが、先に水琴が喋しやべった。

「……別にね、あんたが誰だれを好きになっても、わたしはどうだっていいわよ。関係ないしね。でも、ナツルには他に好きな女の子がいるのよ。知ってる？」

　知ってるよ。沙さ倉くらさんだ。

「誰が好きかは言えないけど、その人すごい美人よ。あんたも綺き麗れいだけど、同じかそれ以上。それでもナツルのことが好きだって言える？」

「……」

「それに、ナツルのことが好きな娘って……ほ、他にもいるんだから」

　なにつっかえてんだ。お前は馬ば鹿かだな。はったりかますんならもっと上手にやれよ。男の俺おれを好きになる女の子なんか、今までどこにもいなかったぞ。これからも出てくるか怪しいってのに。

「そ……その娘はあいつの幼なじみで……ま、いいけど……」

　水み琴ことの顔は赤くなっていた。慣れないことするから、熱が出たようだ。

「とにかく、ナツルにはライバルが多いの。それでもいいの!?」

「……」

　いいも悪いも、ライバルとかいったいなんだ。女の俺が男の俺を好きとかそういう話じゃないのか。

「いいって言うなら、わたしも……その……応援するわよ。ナツルの気持ち次第だけどね。あいつだらしないから、彼女がいた方がしっかりすると思うんだ」

　水琴の言葉は、自分自身に言い聞かせているようだった。

「どうなの。好きってことでいい？」

「……」

「好きなの!?」

「……」

　水琴の顔が、ぐっと近づく。

　迫力に押されてしまい、俺は思わずうなずいてしまった。

「……分かった」

　彼女は立ち上がった。

「こんなとこに連れてきてごめんなさい。もう邪魔はしないから」

　水琴はそのまま新聞部室から出て行った。

　俺はその後もしばらく、動けなかった。

「あの……ナツルさん……」

　紅あか音ねが声をかける。十回以上呼びかけてもらって、ようやく俺の口が動いた。

「なんてこった……」

　自分の顔色を見ることはできないが、きっと蒼そう白はくだ。

　紅音も似たようなものだった。

「びっくりしました……。ナツルさん……女のナツルさんが、男のナツルさんを好きなことになってたなんて……」

「知ってたんじゃないの」

「女のナツルさんに、好きな男の子がいるって噂うわさだったんです。まさか……」

　腕も動き始めたんで、とりあえず頭を抱えた。

　悲惨な話だ。ケンプファーになってからろくな目に遭っていないが、ここまでひどいのも珍しい。ただでさえ面倒な人間関係が、もはや手のほどこしようがないレベルまで到達していた。

　しかも中心にいるのはこの俺おれなのである。これが運命というやつか。泣いてもいいかな。

「このこと、知れ渡っているのかな」

「百ゆ合り疑惑ほどじゃないと思います……。会長はそんなに話し好きじゃないそうですから……」

　俺は顔を上げた。そういや、この風説を流布したのは雫しずくじゃないか。

　なんだかむかむかしてきた。おのれ、面と向かって戦わないくせに、こんな姑こ息そくな手段に出るとは。ゴキブリみたいな女だ。ずいぶん美人なゴキブリだな。

「紅あか音ねちゃん、行こう」

「……どこへですか？」

「生徒会室。会長に会うんだ」

　紅音は「分かりました」と言い、部室の扉を開けた。廊下に出てから振り返る。

「……行かないんですか？」

「まだショックで動けないんだ。手を貸してくれ」

　俺は真面目まじめな顔で、情けないことを言った。




　生徒会室に到着するころには、身体からだはだいぶ言うことをきくようになっていた。でもまだ手足の先端は痺れている。それだけショックだったのだ。

　扉の前には、門番の女子生徒が立ち塞ふさがっている。前にも見たな。

「会長いる？」

　俺は早口で訊きいた。

　女の子はじろりとにらみ返す。

「いるなら入れて」

「……生徒会長はおられません」

「え？　休み？」

　雫が休みというのは、ちょっとした驚きだ。無遅刻無欠席は当たり前、しかもサイボーグみたいに規則正しくすごしているはずだ。

「どなたもお入れすることはできませんので」

「……じゃあいるじゃんか」

「おられない、ということになっています」

「入れてよ」

「駄目です」

　どれだけ押し問答をしても、女の子は頑として通してくれなかった。

　紅あか音ねが袖そでを引っ張るので俺おれは諦あきらめ、「会長に、死んでしまえって伝えておいて」との台詞せりふを残して立ち去った。生徒会のやつらは、頭が固いのばかりだ。

「会長め、隠れてやがる」

「……どうしてでしょう」

　紅音が呟つぶやく。

「後ろ暗いんだろ」

　と言ったが、そんなことで姿を見せないなんてことはない。なにか理由があるのは確かだろう。見当もつかないけど。

「あー、どうしよう」

　どうしようもなにも、女子部の二年四組に行くしかないんだが。

「ナツルさん……まだ自力で戻れないんですか？」

「無理だなあ」

　たまに試すんだが、右腕の腕輪はうんともすんとも言わなかった。ハラキリトラは「誓約の腕輪はひねくれものなんですよ」なんて笑うが、お前ほどじゃねえだろ。

　これが紅音レベルになると好きなときに変身ができる。羨うらやましいよな。

「教室に戻ろう。これからのことはそれからだ」

「ええ……」

　俺たちは揃そろって二年生の教室棟に向かった。





　　○






　教室ではまた別の騒ぎが待ちかまえていた。金の匂においに釣つられているクラスメートは元のままだが、俺目当ての女の子たちがざわめいていたのだ。

「瀬せ能のう様、ひどい。わたしを捨てて男に走るなんて！」

「女にはもう飽きたんですか!?」

「手紙は見てくれなかったんですね！」

　名主への陳情か、ストライキの上訴みたいだった。女の子たちは一様に目に涙を溜ため、俺をびびらせた。

「瀬能さんに好きな男がいる噂うわさは、もう広まってます」

「女心を裏切るからこういう目に」

「金にはなりますけど」

　今のは例の三人。紅音が耳打ちしてくれたが、この連中が「瀬能ナツルは男に走ったが、まだチャンスはある」とたきつけたんだそうだ。

　なにもかも雫しずくが悪い。てことで納得したかったが、この状況を切り抜ける手段がない。

　どうしよう。

「相手の男はどんなやつなんですか」

「瀬せ能のうさんは騙だまされているんです！」

「お姉様をナンパするなんて許せない！」

　男の俺おれにそんな度胸はねえよ。相手が俺でも。

　女の子たちの怒りのボルテージは上がっている。このままだと一いつ揆きか打ち壊しが起きそうだ。落ち着かせることが先決だった。

「待って」

　手を広げて、押さえる仕草。

「裏切ったわけじゃない……」

　ああもう、なんでこんなこと言わなきゃならないんだ。

「男が好きなわけでも……」

　俺はホモじゃないんだ。かといって、この姿では女好きとも言いたくない。でもこの娘達たちはそう信じているし。

「信じていいんですか!?」

「……うん」

　女の子たちは勢い込んだ。

「だったらわたしのお姉様になってもらえますね!?」

「ナツルちゃんは私の妹になるのよ！」

「とにかく触らせて。胸とか！」

　クラスメートたちはと見ると、女の子たちを整列させた手際の良さを発揮するつもりはないらしく、俺がどうなるかで賭かけに興じている。胴元はやっぱり例の三人。

「瀬能さん、もう少し我慢してください。オッズが上がります」

「あたしは負けに賭けたから、やられちゃってー」

「助けて欲しければ報酬を」

　鬼とか悪魔とか言ってもしょうがない。こういうやつらだ。無常とはかなさが手を繫つないでやってくる。

「分かった……」

　俺は白旗を掲げることにした。

「言うことを聞く」

　女の子たちはきゃーと歓声を上げた。

「じゃあこれを受け取ってください！」

「あたしもー！」

　プレゼントと手紙が大量に差し出される。新東京郵便局の郵便課もびっくりの量だ。箱と紙の洪水であっという間に首まで埋うずもれた。

　きんこんかんこん。授業開始のチャイムが鳴る。あれ、終了だっけか？

「プレゼント、絶対開けてください」

「返事待ってますから」

　女の子たちは口々にそう言うと、潮が引くようにいなくなった。

「だ……大丈夫ですか、ナツルさん」

　紅あか音ねが手紙の束をかき分けて、手を引っ張ってくれた。他のクラスメートは、何秒で救出できるかの賭かけをしている。一番人気は四十五秒。

　助け出されたときは、きっかり一分五秒たっていた。

「し……死ぬかと思った」

「保健室……行きます？」

　外傷があるわけじゃないが、ベッドで寝てようかな。保健室に行ったら「いつ教室に戻ってくるか」で賭がはじまりそうだが。

　ぱさっと音がして、目の前に手紙が落ちた。女の子の一人が押しつけたやつだ。

　机に戻そうとして、ふと気になった。もらった手紙はみな、可愛らしい便せんに入っており、封印も凝っている。「メアドを交換して」という娘も多かったが、俺おれが男の時用の携帯電話しか持っていないので、古き良き通信手段が多かった。

　だがこれは変わっていた。味も素っ気もない白い封筒であり、封にはボールペンでバツがしてあるだけ。名前もない。

　ひっくり返し、表にして驚いた。

　そこには大きく「果たし状」と書かれていたのだ。

「どうしたんですか……？」

　おれはクラスメートに気取られないよう、そっと紅音に見せた。

　彼女も目を丸くしていた。

「……なんでしょう……」

「知らない間に、こんなのが」

「開けたんですか？」

「まだ」

　ここではまずい。委員長さんあたりに見つかったら、金かね儲もうけの手段にされてしまう。

　俺は「あとでうちに」と紅音に言い、手紙をポケットにしまった。





　　○






　結局俺は残る授業時間を保健室で過ごした。教室には顔を出さずに帰宅。やはり二年四組では博ばく打ちがはじまり、「今日は戻ってこない」に賭かけた会計さんが大儲もうけしたそうだ。あとで紅あか音ねが教えてくれた。

　夜になり、俺おれの家に紅音が来て、さっそく果たし状の検討会議がおこなわれた。出席者は俺、紅音、ハラキリトラ、セップククロウサギ。

　俺の姿は男に戻っていた。机からカッターを出して、封を切る。

　中身は便せんで、ボールペンで書かれていたがかなりの達筆だった。

「早く読んでくださいよ」

　ハラキリトラは楽しそうだった。セップククロウサギも「酒の肴さかなだ。読め読め」なんて言っている。飲んでないだろ。

　内容は簡潔にして明瞭だった。

「えーと……同じケンプファーとして、戦いを挑む」

　ケンプファー、との言葉を聞いた紅音が、息を吞んだ。

「次の金曜日夜十一時、星せい鐵てつ学院女子部校舎で待つ。なお約定を破るときは、恋人の身に災難が降りかかるだろう……これだけだな」

　俺は便せんを紅音に渡す。彼女もじっくりと読んだ。

「……これだけですか？」

「うん。他にはなにも入ってなかった」

「ケンプファーからの果たし状なんて……はじめてです」

　紅音のため息は、感心とも呆あきれともつかなかった。彼女のケンプファー歴は俺より半年長い。それでも初体験なのだ。

「これ、生徒会長じゃないですよね……」

「違うと思う」

　雫しずくはこんな面倒くさいことはしないだろう。やるなら普通に名乗り出て、ぱっと戦う。

「何回か戦った、あの娘かな」

「あたしもそう思います」

　数回襲撃してきた敵が、一番可能性が高い。名前も知らないし、果たし状にも書いてないが、他に心当たりがなかった。

「金曜日って、明後日ですか……」

「気が早いよ」

「なんで深夜なんでしょうね」

「さあ……」

　できればやめて欲しい。タモリ俱く楽ら部ぶが観られなくなる。

「行くんですか……？」

「そうだなあ」

　ハラキリトラが、目玉をぐりぐり動かした。

「その恋人って誰だれです？」

「俺おれにいるわけねえだろ」

「じゃあ誰のことなんですか」

「知るかそんなこと」

　これ出したやつ、なんか勘違いしてるんじゃねえのか。沙さ倉くらさんが想い人だが、大変残念なことに男の俺と相思相愛ではない。

　紅あか音ねはまた、果たし状をじっくり眺めていた。

「もしかして、恋人って……」

　ぽつりと言う。

「男のナツルさんのことじゃ……」

「まさか」

　変身前の俺のことを知っているはずだ。

　ハラキリトラとセップククロウサギがきょとんとしていたので、噂うわさのことをざっと説明した。聞いた途端、こいつらは爆笑した。

「それそれ。それってことにすべきです！」

「うわははは！　ナツル、おめえにゃ笑いの神が降りてるぜ！」

　いや降りたのはサタンだろ。

　百ゆ合り疑惑だけでも頭痛の原因なのに、実は男の俺が好き、とかいう無む茶ちや苦く茶ちやな噂にも悩まされているのだ。この上果たし状かよ。

　こうなると、無視するのも難しい。「恋人の身に災難が降りかかる」のだ。恋人が誰だか分からんが、相手がケンプファーなら、なんにせよ俺は戦わなきゃならん。

「……行こう」

　俺は決断した。

「夜の学校なんだから、派手に戦っても迷惑にならないだろ。どうせなら悩みの一つを絶とう。紅音ちゃん、手伝ってくれるよね」

「ええ……」

　承諾してくれた。ありがたや。仲間がいるのは心強い。

「でも、女のナツルさんが男のナツルさんを好きなことは、どうするんですか……」

　またぬいぐるみどもが笑い出す。

「どう考えてもそっちの方が重要でしょう！」

「いっそ公認の仲になれよ！」

　俺にも覚えがあるが、他人のことになると、どうしてこう無責任になれるんだろう。

　しかしこれは手のほどこしようがない。単純に否定しかないが、そうしたら残るは百合だ。

「女子部は放ほうっとく」

「そうですよね……」

「男子部のやつらは知ってるかな」

「あたしには分かりません……」

「まあいいや。あいつら俺おれが沙さ倉くらさん好きって知ってるから、信じないだろ。まったく、沙倉さん一筋だってのに……」

「……」

　紅あか音ねは押し黙った。明後日の戦いに集中してるんだろうか。見習わないと。

　ハラキリトラとセップククロウサギは、まだげらげら笑っている。酒も飲まずに盛り上がれるんだから安上がりなもんだ。

　勝負は金曜日の夜。雨が降りませんように、と俺は願った。












第五章







　木曜日は学校を休んだ。戦いの準備ではなく、噂うわさまみれの学校に行きたくない、という子供みたいな理由による。

　珍しいことに、水み琴ことも起こしに来なかった。気まぐれなやつめ。

　金曜日も昼はひきこもった。退屈なのでハラキリトラ相手にしりとりをやろうとしたのだが、「百ゆ合りしばりでやりましょう」なんて言うので押し入れに放ほうり込んだ。相手がぬいぐるみでも、秘密なんて漏らすもんじゃねえや。

　そして夜。

　草木も眠る丑うし三みつ時どき、なんて言うが、現代社会じゃ二十四時間ずっと明るくて、草木も眠る暇なんてないだろう。俺おれもこうして、出歩かなきゃならない。

　星せい鐵てつ学院に行く途中で紅あか音ねと落ち合った。彼女はすでに、ケンプファーとなっていた。

「夜だからな、遠慮なくぶっ放せるぜ」

　紅音はポッキーをくわえ、ひひひと笑っていた。

「こんな時間を指定しやがって。おかげで深夜アニメが観られねえんだ。憂さ晴らしにあの世に行ってもらうぜ」

　変身後のこいつは、なにかにつけ戦おうとする。アニメが観られたら観られたで、別の理由をひねり出すだろう。

「ナツル、おめえは変身しないのか」

「あ？　……そういやそうだな」

　いつもなら、近くにケンプファーがいるとつられて変身する。今はそうではなかった。

「なんでだろう」

「さっさと変われよ」

「急かすな。俺の意思と関係ないんだよ」

「学校でも変身しねえんなら、見捨てるからな」

　そうしたら家に帰るよ。

　深夜の星鐵学院は一種の穴場である。昼は監視の目が厳しいのだが、夜はゆるむのだ。中に入っても盗られるものはあまりないからとの理由。もちろん肝心なところはちゃんと施錠がしてある。

　とはいえ、カップルなどが敷地内でよからぬことをしないように、女子部の門は閉まっていた。鉄製のバリケードみたいなのが、物言わぬ威圧感を与えていた。

「ぶっ壊すか」

　紅あか音ねが、相変わらず気の短いことを言う。

「いくらなんでも気づかれるだろ」

「じゃあどうすんだ」

「忍び込もう」

　工夫すればなんとか乗り越えられる。俺おれが先に行くことにした。

「早く行け。警官がきたら教えてやる」

「教えるだけか？」

「安心しろ。あたしは姿を消す」

　役に立たねえな。

　俺は持ってきたロープを使って、なんとか門を越えた。途中二度ほど滑り、紅音に指さして笑われた。

　紅音は俺よりあっさりと侵入し、星せい鐵てつ学院の敷地内に降り立った。

　デジタルの腕時計は、十一時二分を表示している。俺は周囲を見渡した。

「夜に来たのははじめてだけど、ずいぶん暗いな」

「電気の節約だと。生徒会のやつが言ってたぜ」

「物騒じゃないか。好都合だけど」

「じゃあ文句言う筋合いはねえな」

　何度も女子部に来る羽目になっているので、俺でも内部は分かる。とりあえず奥へと歩いた。

「ナツル、敵はどこで待ちかまえてんだ」

「そこまで書いてなかった」

「そういやそうだな。てえことは、入った時点で戦闘開始かよ」

「多分……」

　慎重に進んでいく。女子部一年の校舎に近づいた。

　突然、がさっと音がした。

　深夜でひとけのないところなので、大きく響いた。風じゃあない。誰だれかいる。

「……お出ましだな」

　紅音が腕を振る。ごつい軍用拳けん銃じゆうが出現した。それから犬を追い払うような仕草をする。

「ナツル、ちいっと離れてろ」

「なんで」

「変身してねえから役に立たねえんだよ。邪魔だ」

　くそ。だけどその通りなので、紅音から距離を置く。

　猛犬モードに入った彼女は、油断なくあたりに目を配っている。俺も確認してみたが、さっきの物音だけで他にはなにもない。

「どこだ……」

　右手奥の繁みだろうか。さっきのは木の葉がすれるような音だった。可能性は高い。紅あか音ねも同じことを考えたようで、そっちを注目している。

　敷地内は薄暗い。少し離れるとなにも分からなかった。それでも真まっ暗くら闇やみでないのは星が出ているからで、頭上で静かに瞬いていた。

　不意に、星の輝きが消えた。

　雲か、と思ったがそうじゃない。なにかが影になって隠れたのだ。

「……上だ！」

　俺おれは紅音に怒鳴った。次の瞬間、二人の中間になにかが着地する。

　小柄な身体からだに星せい鐵てつ学院のセーラー服。その身にまとわせているのは殺気と銃ゲヴエアーの技。

　右の腕輪が赤く光る。敵のケンプファーだった。

「野郎！」

　紅音が振り返る。同時に発砲。

　敵の女が飛びすさる。俺は地面に伏せた。流れ弾に当たったらたまらん。

　発砲音は何度も続く。紅音はトリガーハッピーの硝煙マニアで、撃てば撃つほど興奮していく。今もアドレナリンが出まくっているはずだ。

　敵の反撃。紅音ほどじゃないが、それなりに射撃をして、動きを止めようとしている。

　不意にこっちを向いた。

「げっ」

　目が合ってしまった。地面を蹴けり、突っ込んでくる。

　起きあがり、慌てて逃げようとしたが、相手の方が速い。ケンプファーになると俊足になるのだ。

　すぐに追いつかれた。襟首を摑つかまれ、強引に前を向かされる。

　敵の目つきは、以前と同じように鋭かった。紅音とはまた違う、猛犬系のツラだ。

「……変身前か」

　やつの構えた銃口が、俺にこんにちはをしている。

「どうなんだ」

「……うん。だから見逃して」

　情けないが、武器もなにもない俺は、一般の高校生以下だ。

「……断る」

　敵のケンプファーは、雫しずく並の冷徹さで言い放った。

「お前が変身前だろうとなかろうと、関係ない」

「ま……待てよ」

　引き金に力が込められるのを見て、俺おれは急いで言った。

「お前、前に戦っている暇はないって言ったろ」

「それがなんだ」

「なんで今になって果たし状で、しかも変身前の俺を倒そうとするんだよ!?」

　理不尽もいいとこだ。そうでなくても我が身の不幸を嘆いていたのに。

「それはな……」

　意外なことに、彼女は顔を赤らめた。

「……どうした？」

「うるさい！」

　敵は俺を力一杯蹴け飛とばした。

「事情が変わった。私はお前を許さない。覚悟しろ！」

「待て待て！　せめて理由を訊きかせてくれ。なんだ、雫しずくの敵討ちか!?」

「あいつはあとで決着をつける」

　あいつ？　この女は味方の雫をあいつ呼ばわりするのか。なんでだ。

　そんな疑問が浮かんだのは、ほんの少しの間だった。深夜にふさわしい真っ黒な銃口が、再び俺に狙ねらいを定めたのだ。

「おいおい、やめろ！」












「敵に命乞いをするな」

「いや、やめてもらわなきゃ困るな」

　敵のさらに背後から伝わってきたのは、ドスの利いた紅あか音ねの声。

「そいつは頼りねえが、一応相棒なんでね。銃を下ろしな」

　紅音の拳けん銃じゆうは敵の頭に照準を合わせている。これなら、俺おれに突きつけた銃を戻して紅音に向ける前に、撃鉄は落ちるだろう。

「……」

「いきなり無口になっても許さねえよ」

　女は諦あきらめたか、拳銃を持った手の力を抜いた。が。

　いきなり左手に、別の銃が出現した。

「二丁拳銃……！」

　敵の女は俺に向けた銃を下ろさず、もう片方の手で紅音に狙ねらいをつけたのだ。ほぼ同時に引き金を引く。

「ひえっ」

「うおっ」

　前者が俺。後者は紅音。銃弾は俺の頭をかすめ、紅音の銃口を弾はじいた。さすがに女も慌てていたのか、狙いが外れて命拾いした。それでも銃身に当てるところが恐ろしい。

　紅音は身をよじり、左足で女の肩を蹴け飛とばした。片方の拳銃が落ちる。

「逃げるぞ！」

　猛犬女が怒鳴る。俺は後ろを見ずに走り、いつしか紅音と並んでいた。

「くそっ。二丁拳銃なんざ聞いてなかったぜ」

「お前は一丁しか使えないの？」

「普通は一つで十分なんだよ！」

　考えてみれば、雫しずくも短剣を二本使っていた。そういうこともあるのか。

　俺たちは一年生の校舎に飛び込んだ。鍵かぎがかかっていたが、紅音が鍵とヒンジを吹き飛ばした。

　背後から敵の女が駆け寄ってくるのが聞こえる。扉は楯たてとして役立たずなので、二階に上がることにした。

　女子部の校舎は三階建て。一つのフロアに四つしか教室がない。しかも常時使っているのはうち二つで、もう二つは更衣室になっているというのだから贅ぜい沢たくな話だ。男子部なんか古ぼけた校舎に、全クラスが押し込められているぜ。

　ちょっとだけ、注意を背後に向けた。

「追ってくるぞ」

「やべえな」

　手近な教室に入り込む。一年三組。なんか聞いたことがあるな。

　机や椅い子すの配置は、俺おれのいる二年四組とさして変わらない。なんとなく幼い感じがするのは、年下のいるところだからだろう。

　隅の見えにくいところに身を潜める。

　腰をかがめると同時に、敵が二階に上ってきた。走るのをやめ、歩いていた。

　ガラガラと、引き戸を開けている。教室を一つ一つチェックするつもりだ。

「……なんで隠れるんだよ」

　と俺は言った。

「お前の腕ならなんとかなるんじゃねえの」

「おめえが頼りねえからだろうが！」

　紅あか音ねは小声で罵ののしった。

「火力が倍違うんだ。おめえの魔法ツアウバーがありゃどうにでもなんのに、男のままでいるからだろ！」

「知るかよそんなの」

　ごもっともだが、変身できない理由なんか分かんないのだ。

「騒がないでくれ。見つかるぞ」

「ったく、先におめえの頭から撃ち抜きてえ気分だ」

　だったらさっさとやりゃあいいのに。変身しなきゃ見捨てるって言ったのはお前だろうが。

　だが紅音は見捨てる気はないようで、「どっかに行け」とも言わなかった。この理由もよく分からん。

　隣のクラスは調べ終わったらしく、またガラガラ音がする。

「……こっちに来るな」

「来るだろうよ」

　紅音は自分の拳けん銃じゆうをチェックしていた。

「おいナツル、またこの前の手を使わないか」

「なんだそりゃ」

「スプリンクラーを使っただろ」

　雫しずくと戦ったときに、とっさに使った手段だ。大量の水で短剣の動きを鈍くした。

「やつをびびらせられるぜ」

「ライター持ってねえよ」

　火種がなければ意味がない。今の俺はサイフすらない、全くの手ぶらなのだ。

　紅音は露骨に舌打ちする。

「役立たず」

「悪かったな」

「しょうがねえ、入ってきたらぶっ放す。当たれば地獄行きだ」

　猛犬女は入り口に銃口を向けた。

　しばらくなにも起こらない。カップラーメンができるのを待っているよりも、長く感じられる沈黙。

　扉がかすかに動く。

「くたばれ！」

　紅あか音ねが発砲した。扉ごと撃ち抜こうというのだ。遠慮もなにもあったもんじゃない。ものすごい騒音で、一年生の教室はポップコーン製造器のようになった。

　扉は穴だらけとなり、ぐらついて、倒れた。

　また静まりかえる。

「くたばったか」

「いや……」

　俺おれは恐る恐る様子をうかがった。暗くてよく分からないが、誰だれか倒れているだろうか。

　目を細め、匍ほ匐ふくでゆっくり近づく。

　廊下には、扉しかない。

「いない！」

　俺が叫んだ瞬間、セーラー服が飛び込んできた。拳けん銃じゆうは二丁。

　紅音が発砲。女は腰を低くし、片手で応戦しつつ、もう片手を俺に向けている。ええー、俺丸腰なのに。

　俺はとっさに机を蹴け飛とばし、楯たての代わりにした。銃弾は防げないが目隠しにはなる。机の中から辞書や教科書、プリントがどさどさ落ちた。よく見たらプリントに、近こん堂どう水み琴ことと書いてある。あいつのクラスだったのか。

「出るぞナツル！」

　紅音は発砲しながら廊下に向かった。急いで俺も後に続く。

　だがその前に、敵の女が立ち塞ふさがった。

　まずい。こいつは俺と紅音を分断していた。初めから狙ねらっていたんだろう。だから射撃も応戦だけにとどめていた。

「おい、ナツル！」

　紅音が振り返って叫ぶ。

「動くな」

　俺と猛犬女へ、同時に警告。ただし拳銃は、二丁とも俺に突きつけた。

「逃がさない」

　低く恐ろしい声音だ。うわあ、地獄から響いてくるみたい。

「あの世に送ってやる……覚悟」

　送られちゃたまらない。俺おれは両手を頭上にあげて、少しでも長生きしようと試みた。

「撃たないでくれ。丸腰なんだ」

「関係ない」

「いや俺には関係あるから。なんで俺ばっか殺そうとするんだ」

「憎いから」

　はっきり言いやがった。

　廊下では紅あか音ねが、「なに喋しやべってんのか聞こえねーぞ」とわめいている。敵はそこまでサービスするつもりがないらしい。

　憎まれる心当たりがない。借金はないし他人をいじめたこともない。一週間前、野の良ら犬いぬにソーセージをあげたが、これはむしろ功徳だろう。

「いや、お前は知ってるはずだ」

　女が言った。

「お前のおかげで一人の人間が傷ついた。かたきはとらせてもらう」

「え!?　俺なんかしたの!?」

「した。あの人はショックを受けた」

　女の目つきがいっそう険しくなり、歯がぎりっと音を立てる。

「お前が……お前が好きな男がいるなんて言うから、楓かえでさんは傷ついた……！」

　……え？

「沙さ倉くら楓さんが傷ついたと言ったんだ！」

「はあ!?」

　なんだそりゃ!?　なに叫んでんだ？　沙倉さんのことで、この女がなんで？

　びっくりしたことに、眼前の女の目には涙がたまっていた。

「楓さんは女のお前が好きだ。なのにお前は、男の自分が好きなんてことを……。どれだけあの人が傷ついたか……！」

「おいおい、意味分からねえぞ!?　どうしてお前がそんなこと……」

「好きな人のことくらい、わたしは調べる！」

　えーと……じゃあこの女は、沙倉さんに惚ほれてんのか！

　彼女の腕は震えている。怒りによるものだろう。顔面は緊張し、般若みたいになって俺を睨みつけていた。人間は自分のことではなく、他人のことでもここまで怒れるのだ。

　俺の立場から言わせてもらえば、理不尽以外のなにものでもない。

「楓さんは素敵な人だ。あの人が幸せになるのなら、わたしは満足だった。だからお前のことでもなにも言うつもりはなかった。だがここまで振り回され、傷ついている姿は、見るに堪えない！」

「もう立ち直ったはずだぞ」

「心にはまだ傷が残っている。押し殺して明るく振る舞っているが、わたしには我慢できない！」

「ずっと我慢しててくれよ！」

「お前がいなくなればいい！」

「無茶言うな！」

　銃口が二つ迫る。怒りのあまり、撃つことすら忘れているみたいだ。

「楓かえでさんを……お前に楓さんを不幸にする権利があるのか」

「不幸にしてないから。マジで！」

　俺おれだって、沙さ倉くらさんを傷つけるやつには怒りが湧わく。だけどこの場合は、なんというか事故みたいなもんじゃないか。

　こっそりとでも逃走できないかと思ったが、まったく隙すきがない。ちょっと身震いしただけでも、銃口は反応した。

「逃げるな。逃げたら……お前の本当の恋人を殺す」

「誰だれだよそれ……」

「とぼけるな。廊下のあいつだ」

「ちげーよ！」

　紅あか音ねなわけねえだろ。あんな猛犬興味ねえぞ。ちょっと近くにいるだけで、なに勘違いしてんだお前。

　敵のケンプファーはよほど俺が許せないらしい。悲鳴じみた弁解を、まったく聞いてくれなかった。

「ここでお前を倒す……」

　彼女は銃口を眉み間けんに合わせた。

「そうして楓さんの心を解放する……。雫しずくはその後だ」

　なんだと？

　心に浮かんだわずかな疑問は、引き金にかかった指が震えるのを見て、どこかに消えた。おいおいおい、本気でやばい。

　不意に俺の手のひらが熱くなった。

　正確には手じゃなかった。手首のあたりだ。それに熱いわけでもない。力が充満していく感じがある。徐々に力がみなぎってくる。

　敵が引き金を絞るのと、俺が手首に力を込めて前に突き出すのが同時だった。

　教室内に轟とどろく、閃せん光こうと轟ごう音おん。

　光が収まったとき、俺はケンプファーとなっていた。

　難しいことはなにもしなかった。ただ、ケンプファーになろうとしただけだ。そして魔法ツアウバーを発動させ、弾丸を弾はじいたのだ。

　たったこれだけのことで、俺おれは自力での変身を身につけていた。

「ナツル、頭下げろ！」

　紅あか音ねの叫び。続いて風を切る銃弾。敵の両肩に、一発ずつ命中。

　彼女は歯を食いしばって耐えていた。じりっと後ずさりしたかと思うと、いきなり駆け出す。

　俺は火球を放った。彼女は反撃せず、窓まで走る。両手を交差させ、ガラスに飛び込む。

「逃げるぞ！」

　紅音の声。がしゃんという音。威力を抑えた俺の火球。間一髪、敵の姿は夜の校庭に消え……なかった。

　彼女は外ではなく、窓のこちら側に落ちていた。火球のため気絶している。足首に鎖が巻きついており、文字通り足を引っ張っていた。このため脱出できなかったのだ。

　この鎖には覚えがある。剣シユヴエアトのケンプファー。鎖つきの短剣の使い手。

「逃がすと、あとがやっかいよね」

　教室の入り口で生徒会長の雫しずくが、そううそぶいていた。




　俺と紅音は緊張を解いたりしなかった。むしろさらに警戒し、雫と対たい峙じする。

　生徒会長はほんの少しだけ口の端を曲げた。

「怖い顔をしないで。戦う気はないから」

「なにしに来やがった」

　紅音が拳けん銃じゆうを向ける。

「その娘に用があるの」

　彼女は、床に転がって気絶している娘に近寄った。仰あお向むけにする。

「よく見てて。変身が解けるわ」

　女の子の姿が淡い光に包まれる。ゆっくりと顔つきが変わっていった。

「これは……」

「覚えてないかしら」

　二、三度見たことがある。生徒会長室の前にいた、あの一年生だった。確か名前は葛くず原はら。

「なにかと便利な娘なの。言われたことは正確にやってくれたんだけど、残念だわ」

「味方だろ」

　俺は雫に訊きいた。この娘は赤の腕輪をしているケンプファーなのだ。

「そうよ。だけど私のやることを、快く思ってなかったみたい。ずっと監視して報告していたわ。邪魔だった」

「報告？　誰だれに」

「モデレーター」

　俺おれは黙った。頼みもしないのにケンプファーにした張本人のことだ。

「だから退場して欲しかったの。でも、私が味方を倒すわけにはいかないでしょう。だからあなたたちに頼んだのよ」

「頼まれてねえぞ」

　と紅あか音ね。

「結果は同じよ」

「はっ。そうか、ナツルを無理に女子部に入れたり、変な噂うわさ流してたからな。このためか」

「肯定すると問題が起きそうね」

「女のナツルが男のナツルが好きってのも、楓かえでのアバズレを動揺させて、こいつを引っ張り出すためだろ。違うか？」

「生徒会役員が同性愛ってのもね。少しなら目をつむっていたわ」

　雫しずくはあくまで、言げん質ちを摑つかませないようであった。

　彼女は気絶している女の子を引っ張って、背負った。力あるな。

「どうもありがとう。あとの始末はこっちでつけるから」

　俺は訊きいた。

「その娘、どうなるんだ」












「生きてるわよ」

「これからどうするんだよ」

「……そういえば、負けたケンプファーがどうなるのか、あなた知らなかったわね」

「ああ」

「この世から消滅するのよ。綺麗にね」

　俺おれと紅あか音ねは黙り込んだ。

　雫しずくの声音にふざけた色はない。本当のことなのだ。敗北したケンプファーは、存在が許されなくなるのか。

　なんてこった。戦う理由も分からずに消え去るなんて。俺がこうしていられるのは、ただの幸運か。

　雫はかすかに、口調を変えた。

「そうそう、瀬せ能のう君。これからも女子部にいらっしゃいね」

「なんだって？」

「生徒証は返す必要ないってことよ」

　生徒会長は、女の子を担いだまま悠々教室を出て行った。

　俺はどっと脱力し、床に座る。

「あーあ……働かされた」

　女子部に来させられたのも、変な噂うわさに振り回されたのも、戦わされたのも、雫の予定通りってわけだ。いい面の皮だよ、全く。

「これだから会長って役職は信用できねえ。あたしは前からあのクソアマが嫌いなんだ」

　紅音も一緒になって吐き捨てた。役職はともかく、雫の信用は同感だ。今回はたまたま敵対しなかっただけで、言う通りにしてたら、とんでもない罠にかけられる可能性だってある。

「それよりおめえ、自力で変身できるようになったのか」

　紅音が言った。俺は自分の右腕を見る。心なしか、腕輪の彩度が変わっているような気がした。

「多分」

「それじゃ分かんねえよ。自力で解いてみろ」

　元に戻りたいと考え、少しだけ腕に力を入れる。

　すぐ光に包まれ、消えると男に戻っていた。

「できるじゃねえか」

「本当だ」

　思わず自分の身体からだを、しみじみ眺めてしまった。誰だれはばかることのない男の姿である。もう間違いない。自分の意思でおこなえた。

「やったな」

「嬉うれしいけど……こんなに早く習得できるのか」

「あたしよりはずいぶん早い」

　ハラキリトラも言ってたが、本来は経験を積まなければならないはずだ。俺おれは特別なんだろうか。

　まあいい。自分の意思に関わりなく変身してしまうってトラブルは解消されたんだ。これで安心して寝られるってもんだ。主に授業中に。

　気分が軽くなって、立ち上がった。

「悩みが一つなくなったよ」

「そいつぁ良かったな。けど、おめえの噂うわさは一つも消えてねえんだろ」

「あ……」

「レズな上に、女のおめえは男のおめえが好きなんだろ」

「ああ……」

　俺は気が遠くなり、またもずるずると尻しり餅もちをついた。





　　○






　翌週。

　月曜日の朝、俺の家を訪問したのは水み琴ことではなく紅あか音ねだった。日曜日、図書館に顔を出すついでに、女子部一年の校舎を見てきたらしい。

「なんともなってませんでした」

　と彼女は報告してくれた。

「会長の言ってたとおりです。戦闘の跡はありません」

　雫しずくはこういうところの約束をしっかり守る。どうやって始末したかが分からず、そこは不気味なんだが。

「ナツルさんはどうです？」

「何度か試したよ。うまくいった」

　変身は、完全に俺のタイミングでおこなえた。他のケンプファーがいる場合はどうなるのかは、まだなんとも言えない。

「鏡の前でやってたんですよ」

　ハラキリトラが余計なことを言う。

「何回も女の子になっては、うなずいているんですよ。ナツルさんもナルシストなんですよねえ」

　俺はハラキリトラをひっつかむと、ゴミ箱に叩たたき込み雑誌で蓋ふたをした。これでなに喋しやべっても聞こえない。

　玄関で物音がする。

「ナツルー。学校行こー」

　水み琴ことだった。また無断で上がってくる。部屋の扉が勢いよく開く。

「起きたのー？　……あ、紅あか音ねちゃんだ。よくここで会うね」

「そ……そうですね」

　若干だが紅音は引きつっていた。水琴はとくに気にせず、

「作ってあげるから、さっさとご飯食べちゃって」

「もう食ったよ。紅音ちゃんが作ってくれた」

　手ぶらでは悪いと思ったのか、材料持参だったのだ。紅音の料理の腕前は、水琴に勝るとも劣らずで、非常に美味だった。

　水琴は予想外といった表情だった。紅音はお詫わびみたいに頭を下げ、「ごめんなさい……」と小声で言っていた。

「ま……まあいいけど。他に作ってくれる人がいるなら。わたしも楽でいいから」

「お前も朝、俺おれん家に来なくていいなら、その分寝てられるだろ」

「そ、そうよ。寝ていられるわよ」

　自分で言いながら、何度もうなずいていた。

　三人揃そろって登校することになった。学校側の監視がうろうろしている上に、校門は別なので結局途中で別れるが、まあいいや。

　天気は曇りだった。雨よりはまし。悩みが一つだけだがなくなったので、天気も許す気になれる。

「ナツルさあ……」

　と喋しやべりだしたのは水琴。

「結構モテるよね」

「はあ？　なに言い出すんだお前」

「女の子に人気あるんだよ」

　口から出まかせだ。まったくいい加減なことを。紅音もきょとんとしてるじゃないか。

「わたし、あんたのこと小さなころから知ってるけど、ここまでモテる男になるとは思わなかったなあ」

「なってねえよ」

「なってる。すごい美人が気にしてたよ。今をときめくあの人」

　それって……女の俺のことじゃないのか。

　これはモテるとは言わんだろう。良くてナルシズム的な自慰行為。伝えられないのがもどかしい。

　水み琴ことはため息をついた。

「あんたに興味があるの、あたしくらいだと思ってたんだけどなあ……」

「まったくだ。毎朝起こそうなんて奇特なことをするのはお前だけだ。動物園の動物を見るのと同じ感覚で俺おれのところに来やがって。人を珍獣扱いすんなよ」

「……ご飯でもライバルができるしさ」

　横目で紅あか音ねを眺めていた。弱気な図書委員は、びくっとして身体からだを小さくする。

「おまけにあんたは沙さ倉くらさん沙倉さんだし」

「悪いかよ」

　このところ様々なトラブルに見舞われたが、俺の沙倉さんへの気持ちに変化はなかった。彼女のために、俺は生きている。

「代わり映えしないよね。肝心の沙倉さんが、あんたを友達としかみてないじゃん」

「いいんだよ。いつか分かってくれる」

「最近好きな人ができたって噂うわさもあるんだけどなあ」

　そいつは俺のことだぜ。女のな。

　いまだ沙倉さんは、女の俺にはぞっこんだが、男の俺には興味がない。でも構わない。いつか変化があると信じている。雫しずくの策略のせいで傷つけてしまったが、立ち直ったみたいだし。

　だいたい、女の俺が男の俺を好きだなんて、冷静になれば変だと分かるはずなのだ。女の俺は病気休学ってことになっていて、突然現われた存在だ。男の俺との接点はないに等しい。沙倉さんには今一度、振り返って考えて欲しかった。水琴もな。

　そろそろ星せい鐵てつ学院だ。生徒の数も多くなっている。

「じゃあナツルさん、そろそろ……」

「またね、モテ男」

　モテ男じゃないと言うに。

　女子部の校門へ歩く二人に手を振ったが、その仕草は途中で止まった。

　つかつかと、小走りにやってくる女子生徒がいたからだ。

　なんとその娘は沙倉さん。俺に向かい、一直線に歩いてくる。

　俺の眼前でぴたりと止まった。

　じっと見つめている。俺はどぎまぎした。

　なんだろう。告白か。前にもこんなシチュエーションがあったが、あのときと状況が違う。紅音と水琴が見ているし、他にも生徒がいる。

　彼女はすうっと息を吸った。

「ナツルさん……」

「は……はい」

「あの人はわたしのものです。わたし、負けませんから！」

　そして背を向け、立ち去っていく。

　こいつは極めつけだ。

　間違いなく、今世紀最悪だ。

　俺おれは口をあんぐりと開け、しばらくその場から動けなかった。





あとがき







　築つき地じです。けんぷファー連続刊行二冊目です。万歳。




　前回、本文一行目から女になってしまったナツル君ですが、今回もばっちり女の子の姿です。しかも、いつ変身するか分からない、というおまけつき。自分の好きなときに女の子になれるなんて、そんなお楽しみがそうそうあるわけではないのです。ふへへ。

　我らが主人公には、前回よりもさらに不幸になってもらいました。まずいつもと違う環境。そして変なクラスに変なクラスメート。首を狩ろうと狙ねらっている敵。見え隠れする生徒会長の影。なにも考えていない相棒。まだ足りませんね。借金でも背負わせりゃ良かった。

　幸福についてはあまり考えていません。モテるからいいんです。十分だ。




　で、前のあとがきでクラスメートを増やしたいと書いたので、ずばり増やしました。女の方で。モデルは特にいません。が、友人たちから少しずつ拝借しました。私の高校時代、あんなに珍妙な連中はさすがにいませんでした。近いやつならいたというのも、また変な話です。金の話とか、本文と似た感じだったりして。

　登場キャラクターに、自分の知人の特徴を混ぜるのは結構やります。想像十に対し一の割合ですが、それだけでもかなり違います。なんの気なしの仕草とか、やや変わった名前のレベルでも親しみがわきます。人間というのは没個性のようで、一人一人まるで違うものなのですよマジで。

　さすがに「気がついたら女になっていた」ってのはいませんでした。でも男でスカート好きはいました。もちろん履はく方。その人物は普段でもスカート着用を好んでおり、「今日はお気に入りのスカートを履いてきたんですよー」なんて名台詞ぜりふもあります。ちなみに、スコットランド人ではなかったと思います。

　いつかナツルにも「昨日買ったスカートがない！」とか言わせたいですね。似合うんじゃないかなスカート。

　ではまた。
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